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例
一

口

1 ．本書は，北海道縦貫自動車道建設工事にともない， （財)北海道埋蔵文化財センターが平成
ぎゆうしやがわうがん まれっぷがゎ

元年度に実施した,伊達市牛舎川右岸遺跡及び稀府川遺跡（ |日牛舎川左岸遺跡）の埋蔵文化

財発掘調査報告書である。

2．調査は，調査部調査第1課が担当した。

3．本害の文責者は， それぞれ文末に記した。遺構図のトレースは和泉田毅，遺物の写真撮影

は森岡健治が担当した。

4．遺物の実測・ トレースは，木下昭仁，藤内まゆみ，高田京子が行った。

5．実測図の縮尺は， 原則として次のとおりである。

遺構 l : 40縄文土器 1 : 4 擦文土器 1 : 2 拓本 l : 3 剥片石器 1 : 2

礫石器 1 : 3

6．遺構等の表記については，次に示す記号を用いた。

竪穴住居跡-H,士塘一P,集石S,焼土-F

7． 出土種子の鑑定は，北海道古植物研究会に依頼した。

8．放射性炭素による年代測定は， 京都産業大学111田冶教授に依頼した。

9．獣魚骨片の同定は．早稲田大学金子浩昌氏の鑑定による。

10. 出土資料は，一括して伊達市教育委員会に保管する。

11.調査にあたっては，伊達市教育委員会の協力を得た。 また，次の機関及び人々の指導・助

言をいただいた。 （順不同・敬称略）

上ノ国町教育委員会，南茅部町教育委員会

仁木行彦， 内山真澄，宮宏明，加藤邦雄，上野秀一， 羽賀憲二，高橋正勝， 直井孝一

園部真幸，稲垣和幸，大谷敏三， 田村俊之，古原敏弘，瀬川拓郎，大場靖友，古屋敷則雄

藤島一己， 川内基，西本豐弘，新美倫子，佐藤孝雄深沢百合子，松田功，大井晴男

林謙作，菊地俊彦， 天野哲也，吉崎昌一，横山英介， 百々幸雄，大島直行，石田肇

松村博文，鶴丸俊明，北沢実，松崎水穂斉藤邦典小笠原忠久， 阿部千春, fIM島直久

鈴木耕榮，矢野牧夫， 山IH悟郎，野村崇，平川善祥， 川利葉浩司，右代啓視，街道重昭

小笠原善範宇部則保，村木淳，三浦圭介， 岡田康博，森田知忠，上屋真一，松谷純一

豊原煕司，上坂勉，岩倉繁浅利友市，細川茂雄斉藤清一，野田勝仁， 阿部勝雄．

菅原政満，矢元保志， 矢元武
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 調査要項

事業名北海道縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査

事業委託者日本道路公団札幌建設局

事業受託者財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間平成元年4月1日～平成2年3月31日

（発掘平成元年5月8日～10月31日）

（整理平成元年11月7日～平成2年3月23日）

道教委登載番号 遺跡 名 所 在 調査面積地

牛舎川右岸遺跡 伊達市南稀府町307番地ほかJ 04-66 21,523m'

稀府川遺跡 伊達市北黄金町119-13番地ほかJ-04-67 8,977m

調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

2

澤宣彦

永田春男

竹田輝雄

中村福彦

理事長

専務理事

常務理事

調査部長

牛舎川右岸遺跡

調査部調査第1課 鬼柳彰（発掘担当者）

三浦正人（ 〃 ）

花岡正光

工藤研治

蔽中l1I司

課 長

主 任

文化財保護主事

川

l脳 託

稀府川遺跡

調査部調査第1課 高橋和樹（発掘扣当者）

祁泉田毅

野中一宏（発掘担当者）

谷島由貴

森岡健治

主 1T:

〃

文化財保謹主事

〃

Ⅱ

－1－



3 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道は，平成元年秋までに深川市から札幌市を経て，室蘭市までが開通して

おり， さらに，室蘭市から虻田町間の工事が現在，進められている。北海道縦貫自動車道建設

用地内の埋蔵文化財発掘調査のうち，当センターが実施したものは，昭和54年度から今年度ま

で， 29の遺跡に及んでいる。

室蘭市～虻田ⅢJ間の工事予定路線内では,北海道教育委貝会が昭和56年度に実施した埋蔵文

化財所在確認調査によって， 牛舎川左岸(本年度，稀府川遺跡と改称)，牛舎川右岸， 谷藤川右

岸，紋別川西の4遺跡がかかることが判明， このうち，紋別川西遺跡を除く 3遺跡について，

昭和62， 63年度， 当センターは日本道路公団札幌建設局の委託により，包蔵地の範囲及び，内

容を把握するための事前発掘調査（試掘調査，対象面積の4％掘開） を実施した。 この結果，

これらの包蔵地は，縄文時代から擦文時代の遺跡であることが1411 1ﾘ1,今年度より本格的な発掘

調査が始められた。 この報告書は， 牛舎川右岸遺跡及び稀府川遺跡について，調査の成果を明

らかにするものである。

本年度の調査は， これまでの事前発掘調査で判明していた調査対象範囲のうち，牛舎川右岸

遺跡では全域について，稀府川遺跡では工事を急ぐ．部分の発掘を行った。 さらに，両遺跡とも

未確定範囲を残していたため，並行して第3次の事前発掘調査を実施した。 この結果，牛舎川

右岸遺跡では，北端の丘陵下の水田部分に縄文時代晩期から続縄文時代の遺物包含層が確認さ

れ，稀府川遺跡では，調査区中央部の住宅跡周辺も包蔵地であることが判明した。今後， さら

に調査を必要とする面積は，牛舎) | |右岸遺跡が6280m2,稀府川遺跡が7740m2である。

なお，稀府川遺跡は昨年度まで，牛舎川左岸遺跡と称してきたが， 支流の稀府川|川岸にまた

がって立地していることから，改称されたものである。 （鬼柳彰）

ワ－
ム



I 調査の概要

(図中の番号はl l p表lの登載番号に対応する｡）

図I－l 遺跡位置図
－3－

この図は、国土地理院発行の5万分の｜地形図
「伊達」を複製したものである。



II 遺跡の位置と環境

1．地形・地質

図1－2に遺跡周辺の地形分類を示す。山地斜面・火山麓丘陵地．山麓緩斜面．扇状地．沖

積低地等が発達している。

山地斜面：標高200-800mに発達する急傾斜で谷密度の大きな斜面。紋鼈岳.稀府岳.室蘭

岳の111体をなす。村山・上村(1955)によれば， これらの山体は室蘭岳火山群の安山岩質の集

塊岩．熔岩から成り，紋鼈岳北東部から稀府岳東部へかけては中新世幌別層の凝灰岩．変朽安

山岩から成る。山頂部には平坦面が認められることがある。

火山麓丘陵地：主に室蘭岳の南西から南へかけて分布する標高20-400mの緩傾斜の斜面。

遠望すると段丘様にみえる。丘陵内ではやや幅の広い谷が発達し，丘陵全体は緩やかな波状起

伏を呈する。山地斜面同様，安ll l岩質の集塊岩・熔岩から成る。丘陵地は，丘頂平坦面，丘腹

緩斜面等の地形単位に細分することが可能であるが,縮尺が小さいため図上では一括している。

山麓緩斜面：紋鼈岳の西方で山地斜面に接して発達している。標高30-100mに分布する緩

傾斜の平滑な斜面である。平均傾斜約5．，安山岩の亜角礫から成る斜面堆積物を載せている。

礫層中には堆積ファブリックが認められることがある。 この斜面は， 周氷河環境下におけるソ

リフラクションによって形成された可能性がある。

軽石流台地：軽石流堆積物は洞爺カルデラの噴出物である。伊達市街の北から北東へかけて

台地をなして広く分布している。火山灰と軽石から成る分級の悪い堆積物で､ある。鈴木ほか

(1970)は，洞爺カルデラ噴出物を，下位から上位へ1 , 11, III, 1V, Vの五つに区分してい

る。

扇状地：紋別川．谷藤川．牛舎川の中・下流に広く発達している。後背地に由来する安山岩

の砂一円礫から成る。堆積物は分級が悪い。牛舎川の支流である稀府川の下流にも，小規模な

扇状地が認められる。

沖積錐：牛舎川右岸地域に認められる。火山麓丘陵地の谷部からの砂礫の押し出しにより形

成された錐状地形。

波蝕崖：紋別川河口附近から谷藤川河口へかけて認められる。扇状地の扇端部が侵蝕された

ものである。

砂丘･浜堤：牛舎川河ll附近から南へ海岸線と平行に発達している｡沖積低地との比高4－5

mの砂層から成る高ま|)で，二．三列認められる。砂層中には，波浪で打ち上げられたと考え

られる軽石円礫が挾在することがある。 このような堆積物から成る高まりは浜堤であるが，砂

丘砂と区別し難いことが多いので，図には砂丘と浜堤とを区別せず一括して示してある。

海浜：現i]線沿いに狭長に発達する未固結砂から成る地帯。

沖積低地：長流川沿いや牛舎川河口附近から南へかけて発達する低平な地形。一部谷底平野

－4－
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も含めて図示してある。

人工改変地：海岸部の埋立地。採石・採砂地，鉄道．道路等は図示していない。

以上の地形（人工改変地を除く）を覆って，有珠山起源の降下火l l lが認められることが多い。

扇状地地域では、特に有珠山b2火山灰(Us-b2･横山ほか, 1973｡)が厚く堆積している。

牛舎川右岸遺跡．稀府川遺跡は， それぞれ牛舎川．稀府川がつくる扇状地の扇頂部に立地し

ている。 ともに谷の出llであl) , 山地斜面．丘陵地に囲まれた地域で，海岸線から約2･5km

内陸にある。

（花岡正光・野' ''一宏）

引用文献

5万分の1地質図I照「西紋陥」及び同説明書北海道開発庁．

大場与志男（1970） ：伊達町の地質. 68pp.伊達川．

，江原幸雄(1973) :有珠山火山地質・噴火史･活動の現況および防災対策

村II1正郎･ |村不二雄(1955) :

鈴木守・松井公平・束三郎

M111 泉･勝井義雄･大場与志男

254PP. ,北海道|I〃災会議
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II 遺跡の位置と環境

2 歴史的環境

内浦湾（噴火湾）北東沿岸の伊達市付近は， 雨量・積雪量ともに少なく ，北海道内では比較

的温暖な地域として知られている。古くから水産資源に恵まれた所で，江戸時代には現在の伊
う す ちまいくつ

達市の市域,有珠から千舞別川までは，東蝦夷地有珠場所に属しており，アイヌの人たちによっ

て捕獲されたニシン・ タラ・コンブ． ・ イリコなど豐富な海産物が，天然の良港有珠湾に集めら

れたという。

有珠場所の附設は，慶長18年(1613)以前と推定されておI) ,蝦夷三官寺の一つである有珠

善光寺の建立時期は，これをさらに，さかのぼるものと考えられている。また,文化2年(1805),
う すあぷた

馬匹の生産・改良のために開設された有珠虻田牧場は，北海道に於ける牧畜のさきがけとなっ

た官営牧場である。
おさる もんぺっ まれうぷ おこんしべ

伊達市の前身は明治33年， それまでの有珠・長流・西紋陥・東紋鮪・稀府・黄金蘂の各村益'）

が合併して成立した伊達村（大正14年より昭和47年まで伊達町）で，村名は明治維新後， 仙
わたり

台藩支藩の亘理藩主伊達邦成主従の士族団体がこの地に移住， 開墾にあたったことに由来し

ている。以来， 当市は農業，漁業を基幹産業として発展し，今では温暖な気候を生かした蔬菜

栽培や養殖漁業も盛んになっている。

今回， 発掘調査を実施した2カ所の遺跡の間を流れる牛舎川は， 元の稀府村と黄金蘂村の境
いま

界にあたる。いずれも明治4年，開拓使の管轄下に発足した村で，稀府村は明治15年まで，今
れ室れ”卜

礼稀府村と呼ばれていた。牛舎川の名称は昭和20年ころまで， 「オヒルネップ川」であった。

これらの地名の起源は， いずれもアイヌ語である。安政3年(1856) , この地を訪れた松浦竹

四郎の「廻浦｢l記』に，今礼稀府が「イマリマリフ｣，黄金蘂が「ヲコンホシベ｣，牛舎11 1河口

付近に「ヲヒル子ツフ｣註2)と記されてお') ，ほかにも， これらに対照できる名称が，川あるいは，

河口付近の地名として表わされた同時代の史料繩3}がある。

牛舎川の旧名について， 永田方正著「北海道蝦夷語地名解jには, ｢Opirdnnep オピルン

子ブ渦流の川尻」 と説明されている雄4)。 牛舎川という新しい名称は， この川の下流左岸の

牧場にあった牛舎に由来するらしい。明治8年，長流川下流域の開墾を進めた農業団体「有珠

農社」が，開拓使より 1,200円の資金を借り受け， 南部地方と道南の大野村から, 40頭の牛を

購入， ここに黄金蘂牧場を開設した。 しかし，営業不振のため，明治13年には旧亘理藩家老lⅡ

村顕充の経営となった。さらに，明治42年には男爵高怖赴清の所有となり今もその一族の人た

ちによって経'嵐'され，高橋牧場として知られている。 この牧場には明治時代から，大きな'|合

があったといわれ， これが今の川名の起源となったものと考えられる。

一方，支流の稀府川は江戸時代の史料や，明治から昭和20年代の地図にも，名称が記されて

いない。土地の人たちの話によると， オヒルネップ川から牛舎川に名称が変ったころ， 両者の

名称は今と逆だったという。稀府川が流れる牛舎川の南側は，古くは黄金蘂村に，昭和5年以
こがれ

降は字北黄金町に属しており，稀府は本来， 牛舎川以北から谷藤川までの地名であること。稀

府川に沿って走る市道が，今も 「牛舎通り」 と呼ばれていること。高橋牧場の位置が牛舎川本

庁
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流より支流の稀府川に近いことなどから，本来は，今と反対･に本流が稀府川，支流が牛舎川で

あったことは， ほぼまちがいないものと思われる。

牛舎川右岸遺跡の北西には，松浦竹四郎の「廻浦日記』の絵図に「フウレヒラクンナイ｣，記

事中に「フレヒラ｣， 明治31年発行の5万分の1図;f5)に「フルヒラクシナイ」という地名生6)が
〃卜るびら

みえる。 この名称はJR稀府駅から牛舎川に平行して走る市道「古平通り線」にその名を残し

ている。

稀府村は明治13年，伊達家家臣団最終の団体移住者が居を定めた所である。明治29年の5

万分の1図注7)には，すでに現在と一致する方形に画された道路が示されており， 旧紋鼈村を中

心とする城下町風の区画とは異なる近代的な測量が行われたことがわかる。市道古平通り線の

北側を流れる高砂川は，両岸に石を積み上げた疎水で， 明治時代に掘肖llした灌概用水である。

牛舎川は明治以来，大雨による被害が重なり，昭和36年の集中豪雨による増水氾濫を契機に

国費による恒久的復旧工事が実施された。牛舎川右岸遺跡のあたりも， この時，護岸工事が行

われ，砂防ダムがつくられている。

牛舎川をはさむ両遺跡付近は現在，緩やかな西向きの斜面を利用して，広く畑作が行われて

いる。一部では用水や湧水を使用して，水田もつくられている。前述した高橋牧場のほかにも，

いくつかの牧場があり，乳牛や競走馬の飼育も盛んである。調査区付近からは．南西に内浦湾

をはさんで対岸の駒ケ岳，北方に今も噴煙を上げる有珠1l 1,昭和新山や，遠く羊蹄山を望むこ

とができる。 （鬼柳彰）

註l)西紋随村･東紋随村は明治15年， それまでの紋随村を分割したもの。稀府村は明治15年まで，今礼（禮）
こがれ

稀府村と呼称。黄金蘂は昭和5年より黄金（伊達町字南黄金と字北黄金） と改称。

註2）高倉新一郎解読(1978) 「竹四郎廻浦日記』北海道出版企画センター

註3）寛政3年(1791)の『東蝦夷道中記」に「イマリマレ｣， 「ヲコンブシベ｣， 「ヲブルン子フ」 とある。

（『伊達町史』）

伊能忠敬の『大日本沿海興地図』に「イマリマリ川｣， 「ヲヒルン子フ川」とある。

（山田秀三監修，佐々木利和編 1987 「アイヌ語地名資料集成」 草風館）

註4）同書には，今礼稀府が「Emauriomarepエマウリ オマレプ弾（イチゴ）アル虚｣，黄金蘂が「O－

kompushbe オコンブシュベ昆布場_ と説明されている。

註5） 「北海道假製五万分一図紋陥」参謀本部陸地i1l'lllI:WII II1治31年

註6）永田方正著（1891） 『北海道蝦夷語地名解」に「Hurepira X(亦）崖」 と説|ﾘ]されているが， どのあ

たりの地形を指すのか不iﾘ1．

註7） 「北海道假製五〃分一図紋雌」陸地1MII1, 1:WII Iﾘj治29fF

－8－



II 遺跡の位置と環境

3 周辺の遺跡（図1-1,表II-1)

伊達市では，現在76カ所の埋蔵文化財包蔵地が登載されている。そのうち有珠善光寺跡，有

珠・虻田会所跡の2カ所は，先史時代の所産ではなく ， これを除く残り74カ所の内訳は， 貝塚

29カ所，遺物包含地41カ所， チャシ跡4カ所となっている。 J-04-10有珠遺跡はアイヌ期

の墳墓として登載されているが，続縄文期の貝塚を伴っており， ここでは貝塚のうちに加えた。

伊達市の遺跡の実に39％が貝塚ということになる。噴火湾一帯には貝塚が多く ，特に湾岸東部

に貝塚の集中がみられることは，既に大島直行氏よって指摘されている （大島1984，峰山編

1984)。伊達市はこの貝塚密集地帯の中心的な位置を占めており，有珠・若生・北黄金の3地区

に大規模な貝塚群を擁している。 ここでは、牛舎川右岸・稀府川両遺跡に近接する伊達市南半

部の遺跡（図1-1,表II-1) について概観するが， まず最初に貝塚の変遷がたどれるオコ

ンシベ川下流域の遺跡群について， 名取武光･峰山巖両氏の論究（名取･峰山1963，峰山1972）

や，金子浩昌氏の説明（金子1986）に従って，簡単にトレースしてみたい。

オコンシベ川下流域は， 縄文時代早期には古オコンシベ湾と称される内湾で， 台地は直接海

に面していた。貝殼文平底土器（上坂式）の段階ではまだ貝塚の形成はなく ，縄文海進がピー

クに達した前期初頭縄文尖底土器（中野式）の段階に至って， 北黄金貝塚の最奥部(B地点）

にハマグリ， コタマガイ， アサリを主体とする大規模な貝塚がつくられた（第一期ハマク．リ時

代)。

縄文尖底土器から円筒下層a期にかけての所産とされる茶呑場遺跡(c地点）の貝層は， 黒

土層によって二分されてお') ，下部貝層ではハマグリ， コタマガイが主体で，マガキの出現率

が高まる。上部貝層ではマガキが主体となり，ハマグリ， コタマガイも多い。 さらに，北黄金

貝塚のA･A'･南斜面の3地点の貝塚（大島・百々ほか1986a)は， ほぼ同時期の円筒下層b

期につくられたと考えられているが，マガキとイガイが主体であﾄ) ，ハマグリ， コタマガイは

極めて稀となる。湾口部に第1Ⅱ砂丘が形成され，マガキの絶好の繁殖地となった，高鰔水の潟

が発達したのである （第二期カキ時代)。

縄文中期には第1Ⅱ砂丘上での生活が開始され，後期初頭余市式土器の段階に至ると， 第ⅡI砂

丘上の北黄金5遺跡(D地点）に貝塚がつくられる。貝はアサリとイガイが主で，ハマグリや

カキの姿は全くみられない。寒海性のビノスガイが増加し，寒冷化の進行が窺える。後背地に

あった入江は既に消滅し， 食料資源を求める活動は， 第1Ⅱ砂丘の前面に開けた海洋に向けられ

た。第1II砂丘の外側には引き続き第1I砂丘が出現し，縄文晩期後半には第1I砂丘上に北黄金4

遺跡(E･E'地点）が営まれる。そして南黄金2遺跡(H地点） などでは、続縄文期，擦文期

の文化が繰り広げられた。砂丘の発達とともに貝類の棲息環境が大きく変っていったオコンシ

ベ川下流域では, D地点の貝塚を最後に， 貝塚の形成は途絶えた（第三期砂丘発達時代)。

第1I砂丘の外側には， さらに第1砂丘が発達したが， ここでの遺跡の発見はまだない。なお，

第三期以降の貝塚の形成は，特に有珠地区で顕著となり， その変遷が追究されている （峰山

1972,福田1983)。古ウス湾は，海退と砂丘の発達によって面積を狭めながらも消滅せず，魚貝

－9－



類の棲息に恵まれて， 貝塚の繁栄をみたのである。

このような大貝塚に代表される遺跡群の消長とはまた別に，谷藤川，牛舎川，北黄金川， チ

マイベヅ川など， 中小の河川沿いでは，大きな貝塚を伴わない遺跡群の分布がみられる。有珠

山の火山灰に厚く覆われて， 未だに発見されていない遺跡が少なからずあるにせよ，一般に，

下流域から海岸部にかけては遺跡の数が多く ， 内陸の中流域から上流域に向うにつれ遺跡が稀

薄となる傾向は， 図1-1,表II 1によっても容易に看取される。

中小河川の流域における遺跡群の様相を知るために，本調査も含めて中流域の3カ所の遺跡

が発掘されている牛舎1 1 1流域の例を，次に取り上げたい。

牛舎川下流域にある南稀府1～4遺跡は， いずれも発掘例がなく詳細は不明だが，分布調査

の際に，縄文中期から後期の遺物が検出されている（峰山･大島1979)。 また，地元の人々の話

では，稀府駅近傍の畑などから， これまでにかなりの量の遺物が採集されているらしく ，下流

域に遺物を豐富に包含する大規模な遺跡があることは想像に難くない。

中流域の南稀府5遺跡は，昭和57年度に高校建設に伴う発掘調査が実施された。その結果，

縄文早期から続繩文期に至る比較的多量の遺物が得られたが，遺構としては石組炉1基土堀

23基，焼獣骨1カ所が見出されただけで，堅穴住居跡などの発見はなく （大沼ほか1983), キャ

ンプ° ・サイ |､的な性格が強い遺跡と考えられる。

今回， さらに上流の牛舎川右岸遺跡と支流稀府川沿いの稀府川遺跡とを調査した。後述する

ように，両遺跡に共通して縄文早期から擦文期に及ぶ遺物があり，牛舎川右岸遺跡では縄文中

期後半の竪穴住居跡が1軒，稀府川遺跡からは縄文後期末や晩期末の6軒の竪穴住居跡が検出

されている。それらの段階では，一定期間の居住があったことは確実であり，竪穴住居がつく

られたという事実は， それなりに内陸部の資源の積極的な利用が図られたことを意味するに違

いない。 しかし， 後章に報告するように、定住的な，長期間にわたる集落の存続があったとは

想定できないのであり，牛舎川流域における遺跡群の在り方から敷術して，現時点では， 中小

河川の中流域に所在する遺跡は，狩猟・採集などの場における季節的な活動の拠点であり，母

村的な集落は，下流域から海岸部に営まれていた可能性か強いと考えたい。

牛舎川右岸遺跡および稀府川遺跡からは，縄文早期から続縄文期，擦文期に至るまでの遺物

が検出されており， いつの時代にも内陸部における生業か~，重要なウェイトをlliめていたもの

と理解される。 ところが，縄文前期に限っては， 内陸部に活動の痕跡か乏しく ， 中小河川の下

流域にもどの程度集落があったのか，情報が不足である。或は，古オコンシベ湾に入江が発達

し，魚貝類の生産が豊かであった時代には， 人々は湾岸部に群居し， 内陸部に資源を求めて活

動する必要など， あまりなかったのであろうかと疑われるほどである。

ところで，今年度の調査期間中に，新たに遺跡が1カ所発見された。図1－1には＊印を付

してその位置を示し，表II-1には未命名の新発見遺跡として掲載したが， その概要について

次に報告する。 また，稀府川遺跡のうちに含まれるが，調査区外の縄文晩期初頭の資料を多出

する地点についても，合わせて紹介しておきたい。 （高橋和樹）
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新発見の遺跡について

遺跡の位置・現況（図II-2)

本遺跡は1989年10月，牛舎川周辺の地形調査中に新たに発見したものである。

伊達市南部，北黄金の茶呑場台地西端に位置する北黄金9遺跡（道教委登載番号J-04-

22）よ|)北西約200mの海岸砂丘上に位置する。砂丘面東側の一部が畑地のためカッティング

されておI),その周辺約30mの範囲に遺物が散布していた。遺跡は砂丘上にも広がるものと予

想される。現在，砂丘上は雑木林となっており，砂丘の西側には室藺本線が敷設されている。

表面採集資料（図II-3)

採集した資料は土器105点，石器9点である。おもなものを図示した。 l～12は縄文時代晩

期初頭の土器で，採集して資料は全てこの時期のものである。 1, 2は無文． 3～8は爪形文

が施されている。 5はLI縁部が小波状を呈する。 6も波状を呈するかもしれない。 9～12は底

部破片，いずれも上げ底状を呈し, 10は爪形文が施される。 13～16は石器で，いずれもこの土

器群に共伴するものと考えられる。 13は菱形の石雛で両面ともに周縁部にのみ調整を加えてい

る。 14は削器で，両面に調整が加えられている。15は半分以上欠損しているが，石匙であろう。

裏面には一次剥離面が残される。 16は剥片で原石面を残す。石質はいずれも頁岩である。

（蔽中mll司）

図II-2 新発見遺跡の位置 ( I 新発見の遺跡, 2北黄金9遺跡, 3北黄金|0遺跡）
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II 遺跡の位置と環境
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稀府川遺跡野田地点（図11-4 ･ 5)

稀府1 1 1遺跡は，稀府川の両岸一帯に広く分布する包蔵地で，図11－2の標高80mより上の扇

状地部分は， ほぼ全域がその範囲に含まれるものと推定される。時期的には縄文早期から擦文

期にまで及ぶが，今回の調査区内には類例が少なかった縄文晩期初頭の拠点の存在が知られた

ので， そこを土地所有者にちなんで野田地点と仮称し， ここに紹介する。

野田地点は，調査区の西方約250m,北一号橋に近い，標高86～88m程の，稀府川に並行す

る自然堤防上の微高地に位置し，地番は，伊達市北黄金町106-5,野田勝仁氏所有の畑地であ

る。偶々，清子夫人が発掘作業員として手伝ってくれた関係で，野田地点の教示と採集遺物の

提示が得られたものであり， 以下に遺物の代表例を掲載する。

図II-5-lは， 円形の刺突文列を有する縄文中期後半の土器片, 2 ･ 3は，横走縄文か施

されたやや厚手の破片で，後期初頭に位置づけられよう。 4～19がほぼ縄文晩期初頭の野田地

点を特徴づける資料である。 4は口縁突起部が内屈し，入組状の曲線文と刺突文なと．があるも

の。 5 ． 6は， 口縁部に地文がなく ，沈線が連弧状や横位に重ねられたもの。 7～12は，爪形

文がある土器で， 口唇上に刻みのみられる例が多い。 13･14は， 刺突文列が2段施された口縁

片。 15．16は鉢形土器で, 15の口唇には刻みが加えられている。 17は焼成堅繊な胴部片。 18.

19は繩文の施された口緑片で， 19のI 1縁は指頭でllll圧されており, 1111い縦の沈線もみられる。

20～22は， いずれも裏面に一次剥離面を残す剥片を素材としたスクレイパーで，側縁の一部に

調整剥離が加えられている。材質は珪質頁岩で， 22は赤紫色を呈する。 （高橋和樹）
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図II－4 稀府川遺跡野田地点の位置
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ⅡI 調査の方法

Ⅲ調査の方法

1 調査の方法

(1) 牛舎川右岸遺跡

北海道縦貫自動車道建設用地のセンター杭, STA178とSTA180を通る線及び, STA

180で， これに直交する線を基軸として，調査区全域に一辺10mのグリッドを設定した。各グ

リッドは， それぞれ北東角を通る線のアラビア数字とアルファベ､ソトの組み合せで呼称する。

遺物のとi)上げ等にあたっては， この10mグリ ､ソドを, 4分割して5mグリッドとし，北東

からa･b･ c･dの記号を付した。 (5mク．リッドの呼称例M-20-a)

発掘にあたっては，室蘭工事事務所と協議を行い，工事工程が優先される部分から，作業を

進めた。

昭和62．63年度の事前発掘調査の結果から，遺構．遺物の密度が濃く ，耕作土から近世のも

のが出土することが予想された調査区南西部の約3,000m2については，表土から人力によって

調査を進めたが,これ以外の範囲については,耕作土及び第2層の火山灰上半までを重機によっ

て除去した。 また牛舎川から市道古平通り線の間のうち，北東部の遺物包含層が削平されてい

る部分， および南西部で出土遺物がきわめて少ない範囲については， 第5層の掘I)下げを対象

面積の25％ないし50%に留めた。市道以北の調査区でも，出土遺物が極端に少ないものと判断

された部分は， 第5層の掘I)下げを実施しなかった。

第3層以下には， こぶし大から人頭大を超える安山岩礫が大量に混入しており，発掘作業に

困難を生じたため，調査区のほぼ全域において，調査終了ク．リッドに|||目次，礫を移動しながら

調査を進めた。

遺物は一部を除いて， 出土位置及びレベルを記録した。第6層上面のレベルは，調査区全域

において, 2.5mの間隔で記録した。

出土遺物の水洗及び注記は，現場で実施。 また，焼土の一部と遺構覆土の一部について，植

物種子，骨片等を検出する目的で， 水洗及びフローテーションを行った。 （鬼柳彰）
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1I1 調査の方法

（2） 稀府川遺跡

稀府川遺跡における調査方法は，牛舎川右岸遺跡のそれと基本的に同一である。発掘区には，

STA185とSTA187とを結ぶ直線を基軸とし， これと直交する軸の起点をSTA187に置いた，

10×10mメッシュを設定，基軸がMで, STAl87が90となるよう，アルファベット．アラビア

数字を付して， 各グリッドを表示した。調査は， この基本グリッドをさらに4分割した， 5×

5mのサブ・グリッド単位で実施した。

工事計画とのかねあいで，発掘区は幾つかの地区に分割され，優先順位とそれぞれのタイム

リミットが指定されたため， できる限りその要望をいれてスケジュールを立て，順次調査を進

めた。 ところが， 9月中旬頃までには仮橋を架設して切廻す予定だった市道牛舎通り線の迂回

路造成工事が大l幅に遅れ，北二号橋から東の市道部分の調査は， 10月中旬近くまで着手できな

かった。 ここが今回，最も遺構遺物の集中がみられた地区であり，十分な時間がとれなかっ

たことは，甚だ遺憾であった。

表層土の除去には重機を導入したが，分割された調査区に逐次重機を入れたため，導入回数

は7回に及んだ。表層土は,Us b火山灰層を目安に, Us-b層がない所は耕作士までをバッ

クホーで除去， ダンプ．カーに積んで調査区外に搬出した。人力で掘開した包含層の排土も，調

査区内には捨て場が殆どないため，場所を決めて仮置きし，重機を導入した際に一緒に運び出

せるよう配盧した。

稀府川左岸の調査区では，頭上を有珠送電線が走っており，高圧線下での重機使用には，北

電室蘭電力所送電課の許諾と，安全碓認のための立会が必要とされた。

重機による表層土除去はUs-b火山灰を少し残す程度にとどめ，残りは人力で剥いで,V層

の上面を出した。Us-b層やV層が耕作などによって失われた所については，耕作土を剥いだ

面をV層上面と連絡させ，調査開始面の地形を把握した （図V-1)。

V層およびⅥ層については， 層位的に順次掘り下げて遺構，遺物の検出に努め, VII層に達し

た段階で掘開を終了した。 ここを一応の最終面とみなしてレベルを測定し， その数値に基づい

て最終面の等高線を描いた(図V-4)｡包含層には大礫， 巨礫が点在し，旧河川の周辺には氾濫
かなて こ

に伴う堅い砂礫層が介在するなど， ツルハシや金挺子を用いてもそれらの除去は容易でなく ，

多大の労力が費消された。

出土遺物は，基本的には1点ずつ遺物番号を付し，位置や層位， レベルを記録して取り上げ

たが，時間的な制約があった場合など， 同一層位のものをサブ・ ク、リッド単位で一括して収集

した例もある。

焼土や炭化物を含有する土壌は，可能な限り採取し，炭化種子や骨片などを抽出するため，

水洗選別を行った。サンプリングした土壌は，容積，重量を計量したのち乾燥させ，再び計量

してから4mmメッシュの節に通して，遺物などを摘出し，土壌試料の半分程度をフローテー

ション用に適宜計量して取り分けた。

フローテーーションは． PS方式(椿坂1989)に準じて進めた。バケツやタライなどの容器に水
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を入れ，土壌試料を加えて攪枠し，炭化物なと．を浮遊させた表層の水を, 0.425mmメッシュの

上に1●41mmメッシュを重ね合わせた姉へと，徐々に注ぎ込む。こうして師に残された浮遊物

をペーパータオルに個別に包んで，乾燥させる。浮遊物には炭化種子や炭粒，昆虫の死骸や脱

皮した殼，植物の毛根などが含まれており，拡大鏡や双眼実体顕微鏡を利用して選別し，抽出

できた炭化種子については，北海道古植物研究会に同定を委嘱した。

沈降した土壌は, 1.41mmメッシュの締を通して残i査をとり， さらに通過した砂泥を0.5

mmメッシュの筋に入れて水洗し， その残瘡も採集し， それぞれペーパータオルなどに包んで

乾燥させた。沈降試料には小量ながら炭化物や炭化種子も含まれるが，主体は砂礫であI) ，骨

片があれば， この中に混在している。骨片は焼けて白変し，小さく砕けたものばかりだが，選

別できたものについては，早稲田大学金子浩昌先生にみていただいた。 （高橋和樹）
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1I1 調査の方法

2 土層

図Ⅱ1－3に総合的な模式柱状図を示す。堆積物と土壌の概要は以下の通りである。文末に付

した〔 〕内のローマ数字は，事前発掘調査（北海道埋蔵文化財センター, 1988)時の土層名

であり，今回の報告でも遺物取り上げ土層名や遺構確認面の土層名としてこれを使用してい

る')。火l｣｣灰についてはVI章でやや詳しく報告する。

’層：作土。火lll岩片･軽石混じりの極暗褐色シルト質腐植土。層界平坦画然｡層厚20cm±。

[I層〕

2層：黒色シルト質一粘土質腐植土。層界平坦画然。層厚4cm士。

3層：緑灰色降下火lll灰。二枚のフォールユニットから成l) ,上部はシルト質下部は軽石

質砂質火l11灰。層界平IIII山1然・全層厚3cm士｡有珠I I IIIIa火山灰(Us ⅡIa｡A. D. 1853°以

F,有珠山起源の火山灰名・年代は横山ほか(1973) による｡）に対比した。

4層：黒褐色粘土質腐植土。層界平坦画然。層厚3cm士。

5層：緑灰色降下火ll l灰と降下火lll

岩片・降下軽石との互屑。少なくとも

四枚のフォールユニットから成る。層

界平坦画然｡全層厚5-10cm･有珠1 1 l

1Va火山灰(Us-IVa｡A. D. 1822｡)

に対比した。

(II層〕

6層：黒色粘土質腐杣士。層界平irl_

明瞭。層厚5cm±。 〔Ⅲ層〕

7層：にぶい褐色降下火山灰。 シル

ト質であるが，砂質火111灰を不規Hllに

挾むことがある。層界平坦画然。層厚

10-20cm･有珠山b2火111灰(Us-b2o

A. D. 1663｡)に対比した。本層上部

に灰緑色のUs-b,,基底部にUs-b6

が認められることがある。 [IV層〕

8層：黒色粘土質腐植土。層界平上日

画然｡層厚5cm±･シルト質の灰白色

降下火山が斑状に産出することがあ

る。 (VE]

9層：黒色粘土質腐植土。遺物包含

層の主体。脾界波状判然一漸変。層厚
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図III-3 土層模式柱状図

10 30cm･上部にシルト質の黄褐色降下火山灰,下部にシルト質の黄榿色降下火山灰がレンズ
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状に産出することがある。上部の火l 11灰は白頭Ill－苫小牧火山灰(BTmo町剛ほか, 1981･

町田ほか1984｡)に対比される。下部の火山灰は二次堆積相を示すことも多い。 この火山灰は，

現在噴出源を明らかにし得ていないが，登別市幌別周辺で認められた縄文時代早期の住居跡を

覆う火山灰（北海道埋蔵文化財センター, 1983･ 1985･ 1987)に対･比される。以下， この火lll

灰を「幌別黄榿色火山灰」 と仮称する。

腐植土中には水成の砂層.砂礫層をレンズ状に挾むことがある。腐植土層の発達が悪<,Us-

b2の直下が10層であることも多い。腐植土自身が二次堆積を示すこともある。これらは，河川

の氾濫や表面流水による河床・表層物質の移動・集積の結果と考えられる。本層は層相の変化

が大きく ，発掘区全域にわたって対比し得る層の細区分は困難であるので， 8層と10層との間

の層を一括して9層とする。

B-Tmの直上からVII群（擦文時代）の土器(V-3参照),幌別黄榿色火山灰の直上からI

群b類（縄文時代早期）の中茶路式土器が出土している (IV 4参照)｡ [VE]

10層：褐一暗褐色の礫混じり砂質腐植土。l1層の土壌化層である。ほとんど発達しないこと

もある。層界波状漸変。層厚20cm±。 [V1 ･V11E)

l1層：扇状地堆積物。roundedな安山岩の岩塊一礫と砂から成る分級の悪い堆積物である。

岩塊の最大径は150cmに達する。直上から縄文時代早期前葉の土器が出土している(IV-4参

照)｡ [VIII･IX層〕

以上の堆積物と土壌の他に，焼土が産出することがある。産出層準は, Us-b2直上, Us-b2

の下位からB-Tmの直上(B-Tmの上部が焼土化していることもある) , B-Tmの下位(幌

別黄榿色火lll灰との関係は不明) , 及び10層上部である。焼土からは若干の炭化種子が確認さ

れた (VI参照)。 6層以上は耕作により削剥されていることが多い。

IV 1 ・V－lにセクション図の数例を示す。 （花岡正光・和泉田毅）

註l)厳密には，事前発掘調査では土屑名の表記にアラビア数字を使用したが，今Ⅲの報告ではこれをローマ数

字に置き換えたものである。

引用文献

北海道埋蔵文化財センター（1983） ：川上B遺跡. 303pp.

北海道埋蔵文化財センター(1985) :登別市川上B遺跡. 109pp.

北海道埋蔵文化財センター（1987） ：登別市亀田公園遺跡. 67pp.

北海道埋蔵文化財センター（1988） ：北海道縦貫自動車道埋蔵文化財事前発掘調査報告書伊達市牛舎川右岸遺

跡・牛舎川左岸遺跡. 88pp.

町田洋・新井房夫・森脇広(1981) : 日本海を渡ってきたテフラ．科学, Vol. 51, pp， 562-569.

町H1 洋・新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫(1984) :テフラと日本考古学考古学研究と関係するテフ

ラのカタログ－．古文化財椛集委員会編「古文化財の向然科学的研究｣, 984pp. ， 同朋舎: pp， 865-928.

横山泉・勝井義雄・大場与志男・江原幸雄(1973) :有珠山一火山地質・噴火史・活動の現況および防災対策一．

254pp.
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1I1 調査の方法

3 遺物の分類

(1) 土器

牛舎川右岸遺跡，稀府川遺跡の調査では縄文時代早期から擦文時代にかけての遺物が出土し

ている。分類にあたっては大きく縄文早期，前期， 中期，後期，晩期，続縄文時代，擦文時代

の7群に分けた。 このうち，前期に属するものを除き， これらをさらに2～3類に細分した。

I群縄文時代早期の土器群

a類貝殻腹縁圧痕文． 条痕文，沈線文などのある土器群

本類には函館市中野B遺跡ⅡI群土器（千代ほか 1977)なと・に類する物見台系のも

のと登別T|j川上B遺跡I群a類土器（北埋文1983)なと．に瓶する平底土器が出土し

ている。

b類繩文，撚糸文，絡条体圧痕文，組紐圧痕文， 貼付文などのある土器群

本類に細分されるものは東釧路ⅡI式， コッタロ式， 中茶路式に相当する土器で，前

者は稀府川遺跡，後二者は牛舎川右岸遺跡から出土している。

II群縄文時代前期の土器群

本群に属するものは稀府川遺跡から出土したl個体分の破片のみで， いわゆる「綱

文式」に先行または共伴するとみなされる羽状縄文が施された資料である。

Ⅲ群縄文時代中期の土器群

本群は牛舎川右岸遺跡，稀府川遺跡ともに道央部の柏木川式,雄')道南の大安在B式

に札l当する土器が主体をなしている。牛舎川右岸遺跡ではこれらを在地系，道南系に

細分し，便宜的に前者をA類，後者をB類とした。 また稀府川遺跡ではわずかながら

これらに後続するノダップII式に相当するものも出土している。

IV群繩文時代後期の土器群

本群はいずれも稀府川遺跡から出土したものである。特に, C類は稀府川遺跡から

,'11土した土器の中で，最も多い一群である。

a類余市式， 手稲砂l ll式に相当するもの

b類手稲式， ホッケマ式に相当するもの

c類堂林式，三シ谷式に相当するもの

V群縄文時代晩期の土器群

a類大洞B, BC式に相当するもの

本類は牛舎川右岸遺跡でしか出土していないが，稀府川遺跡では調査区外の畑地か

ら本類に属する資料が表採されている (II-3参照)。

b類大洞C1式に相当するもの

稀府川遺跡の調査区外野田地点から1点だけ表採されている (II-3参照)。

c－1類大＃1C2～A式に相当するもの

c－2類タンネ|､ウL式に類するもの

－23



VI群続縄文時代の土器群

b類恵山式に相当するもの

c類後北式に相当するもの

VII群擦文時代の土器群

a類北大式土器

b類擦文式土器

註l)柏木川式は， はじめ上野秀一氏により設定された型式（上野 1978)であるが， ここでは，大沼忠春氏に

よる柏木川式の概念（大沼 1981)に従っている。

(2) 石器等

石器は牛舎川右岸遺跡，稀府川遺跡ともに器種別の分類をおこない，個々に記載をした。

出土した器種は，剥片石器では石雛，石槍またはナイフ，石錐，ナイフ・スクレイパー類，

喫形石器。礫石器では，石斧，擦石．敲石， 砥石がある。 この他に，石製品，加工痕･使用痕

のある剥片がある。 さらに，稀府川遺跡では石核，土製品が出土している。
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遺跡全景（東から）



1V牛舎川右岸遺跡

1 調査の概要

調査区は，工事計画範囲のうち牛舎川の岸から，市道古平通り線までの全域と，市道以北の

一部である。全域が畑として利用されていた所で，道路用地のセンターラインに沿って農道が

走っている。今回の発掘前までは， おもにアスパラガスの栽培が行われていた。

調査区は，東から西へ緩やかに傾斜しており，両端では約4mの高低がある。牛舎川の水面

と調査区南端の比高は，約3mである。

この畑地には，牛舎川に平行する幅10mほどの浅いくぼみが3条みられ,全体に起伏のある

地形となっている。 このくぼみは，調査区外の東西に続いており，今回の調査によって，扇状

地氾濫原の古い河道であることが判明した。

遺物包含層は， 川に近い調査区南西部や， 旧河道跡の部分では厚いが， これ以外では， うす

く ， 削平されている所もあった。 とくに，市道古平通')線と牛舎川間の北東部では，耕作土直

下に扇状地基盤をなす礫層があらわれた部分もあった。 この礫は， こぶし大から人頭大を超え

る安l l l岩で，遺物包含層中も大量に混入している。

牛舎川の川くりには，厚い盛土があった。 これはおもに畑地造成で削平した土とみられる。

昭和30年代の護岸工事の際にも盛土が行われたという。

昭和62， 63年度の事前発掘調査の結果から，牛舎川に近い調査区南西部に，縄文時代中期及

び擦文時代の集落跡が残されている可能性が考えられていたが，検出された遺構は, l l lくりで

発見された縄文時代中期のものとみられる小規模な竪穴1基と土擴2基及び， 第3層で検出さ

れた近世の土擴3基，焼土1カ所である。

出土遺物は約13,000点。大部分は土器片で，縄文時代早期，中期，後期，晩期，続縄文時代，

擦文時代に及ぶ各時期のものがある。 このうち主体を占めるのは，縄文時代中期の柏木川式，

大安在B式に並行する資料である。石器は，石雛，槍先， スクレイパー，石斧，砥石などが出

土しており，総数は少ないが，石斧が他の器種に比べて多い。剥片類は100点以下で，遺物総

点数に比較すると非常に少ない。 これらの遺物の出土位置をみると，大部分を占める縄文時代

中期の土器・石器は，調査区南西部の牛舎川寄りに，特に多い。他の時期のものは， これと重

なる部分もあるが，調査区全域に散点的に分布している。

遺物包含層であるv層の残存状態が，調査区内の各部分で大きく異なるにもかかわらず，遺

物の分布傾向はこれと一致していない。 とくに，数条みられる旧河道跡内には, V層が厚く堆

積しているが，平坦部に比べて出土点数が多いわけではない。

調査区は， 明治以降の開墾や近年の機械農法によって，高い部分は削平され，低い所が埋め

られており’遺物が本来の位置から移動している個所もあるが，上記のことから本来，牛舎川

岸寄りが，本来，本遺跡の主体（とくに縄文時代中期）であったことに，かわりはないものと

考えられる。

遺物包含層（第v層）中には，調査区全域にわたって， レンズ状に堆積した焼土が分布して

いたが，遺物分布との相関性はみられない。 （鬼柳彰）
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本遺跡は，稀府1 1 1遺跡と同様に扇状地上に立地している。現地表面は緩起伏の波状地形を呈

し，扇状地堆積物の堆積面の形態を反映している。発掘区全域にUs-b2が堆積し， これが表土

（作土)除去の目安となっている。各土層の発達が比較的良いのは，牛舎川寄りの44ライン附

近と高砂川左岸地域である。 44ライン附近では, Us-b2下位の腐植土層中に砂層･砂礫層が挾

まれることが多い。高砂川左岸地域では, Us-b2と考えられる火l1l灰を挾んで水成礫や火山灰

の二次堆積物が複雑な層相を呈している。メインセクション図として,K･Qのライン及び37･

40･44のラインを記録した。 このうち，進物の出土量の多い′|を舎川寄りのセクション図の例を

図IV 2に示した。高砂川左岸地域のセクションについては次年度に報告する。

火1 1 1灰は遺物・遺構の刑,,l年にとって重要である。本遺跡において遺物と直接関係する火山灰

は，本報告で「幌別黄榿色火山灰」 と呼んだ降下堆積物である。 この火山灰の直上から縄文時

代早期の土器が出土している （Ⅱ1-2･1V-4参照)。 この火l 1l灰は， 繩文時代の鍵層として，

噴出源・分布を明らかにすることが必要である。 （花岡正光）
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IV　牛舎川右岸遺跡

2　土層図　P-44-0-44, 0-44-0-46セクション図(凡例は図III-3に同じ)
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IV　牛舎川右岸遺跡
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2 遣構

近世遺構：白色火1 1l灰(Us-b)層に掘り込まれた溝や土蛎と， この層のIIIIみを利用した焼土

の計4基を報告する。他に調査区全域に，単独あるいは不規則な位置の小ピットがみ

られたが，柱穴とは考えにく く ，報告は省略する。位置図は，図IV-3である。

縄文時代の遺構： 45ラインよりも牛舎川寄りの川岸地帯に，竪穴1基･土脳2基を確認した。

基盤層が大小礫混りで掘りにくいためか， これ以外に遺構はつくられていないものと

思われる。 もしあったとすれば， 川の氾濫や護岸工事で破壊されたさらに川寄りの地

帯が可能性をもっている。

(1)近世遺構

溝状遺構（図IV-5)

位置: R 43-c･d,R 44-b 規模: (5.56)×0.57×0.15m

浅くゆるやかに掘られた直線状の溝である。軸をNENSWSに向け, NEN側に向かって

傾斜をもっており，北端部はオーバーハンクゞしている。SWS側へは徐々に浅くなり，溝の痕跡

も消え， 南端部は判然としない。あるいは延々と続いていたものかもしれない。セクション図

にも現われているように，底面の一部には，炭化した樹皮が残存している。樹皮敷か，樋状の

材が入れられていたものと思われるが，丸太か半割材を置いてあった可能性もあろう。

土壌－1 (図IV-5)

位置: P 41-a 規模: 0.60×0.54×0.14m

平面が円形の小型ピットである。底と壁の区別がない，浅い椀状を呈している。

土曠－2 ： （図Ⅳ－5）

位置: P-43－a 規模: 1.52×1.25×0.27m

平面形は，長軸をNE-SWに向けたヒョウタン形である。壁の立ち上がl)はやや急である。

底面は，全体的に南西方に傾斜しており， 中央〈びれ部にゆるい段がある。

焼土遺構（図IV-5)

位置:N 32-C 規模: 0.68×0.52×0.05(厚)m

風倒木痕のような凹みが，有珠b火l｣|灰降下後にもゆるやかに残り， その盆状部を利用して

火が焚かれた痕跡である。盆状地の中央に，灰の広がりがあり，焼土と炭化物が点在している。

一時的な焚火をした場所であろう。

他に覆土が緋作土である近代の土樅も確認した。 R-44-dに位置し，径50cmの円形で，

円筒状を呈す~･底に耕作土と有珠b火山灰の混合した土が5～6cm入れられ,その上に桶か樽

の底板と鉄製のタガが残存していた。 タガの径43cm,幅は2cm,制釘も付属していた(写真

図版V-5)。
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（2） 縄文時代の遺構

H-1 (図1V-6 ･ 7)

位置: P-45 a･b 規模: 2.92×2.75×0.35m

牛舎川に向かって極めてゆるく傾斜する， 河岸斜面に位置する。平面形はほぼ円形で，有効

面積は約4m2である。掘り込まれた層は，大小の礫が多< ,底面.壁面には礫の突出がみられ

る。そのためか，セクション図で14脳とした，暗褐色土に黄褐色土を混合した土を，底面の4

分の3ほとゞの面積に入れ， 固くしめて床iliとしているようである。壁は，傾斜面高位部分でよ

l)垂直に近く立ち上がる。炉や柱穴は，竪穴外においても検出されなかった。夏のl～2人用

のキャンプ･小屋といったところだろうか。

遺物は，床而で縄文時代中期の土器片が5点，覆土全般で同土器片27点と覆土6層に石斧1

点（7）が出土している。 1～4は， 胎土に砂粒が多く含まれたⅡI群A類の土器である。 1は

' 1唇に円形刺突文が施されている。表miが剥落しており文様椛成は不明。 2はLR斜行繩文を

地文とし， 口唇にも繩文が施された痕跡がある。 III群A5類cに分類される、 3は地文に結節
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7

O 5cm
I ！ ！ 1 1 1

第1種の羽状縄文が認められる胴部， 4は底部破片である。 5と6は, 1～4とは胎土や焼成

が明らかに異なり， 内面のみがきが丁寧な薄手の土器である。道南系のものと考えられる。 5

には沈線が入I) , III群B1類に分類できる。 6はIII群B類のⅢ部破片である。 7は緑色泥岩製

の片刃の石斧である。両面，側面とも磨かれており，一部は敲打で調整されている。
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5．暗褐色土（しまりあり） 13．黄褐色土(崩落土，しま|)なし）
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図Ⅳ－8 P-| ・ P－2

入れた土, l*liliを形成）

P-1 (図IV 8)

位置:Q-45-a 規模: 1.01×0.72×0.29m

H－1の南西mに位置する。H－lの付属ピ､ソトと考えることができるかもしれない。

長軸方向はE－Wで，平面形は不整の卵形を呈す。擴答積は，約0.09m3である。砿底はやや

西側に傾斜するが， ほぼ平土日で，壁の立ち上がりは急である。底や壁は，掘I)込まれたVⅢ層基

盤自体に大小の礫が多く ， 崩落が著しい。大礫の突出も多い。

遺物は，擴底から1点，覆土から12点の縄文時代中期の土器片が出土している。 1 ･2とも

胎土に砂粒を多く含んでいる。地文はLR斜行縄文で, 1は口唇に刺突文が施されIⅡ群A5類
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aに， 2は口唇に縄線文が施されIII群A類5bに分類される。

P-2 (図IV-8)

位置: L 45-a･b 規模: 2.5×1.70×0.50m

牛舎川本流と， 1本北西側のゆるい枝沢にはさまれた面に位置する。 どちらかというと，枝

沢側の傾斜面にあり，長軸を沢と直交するNWN-SESに向けた，楕円形の土壌である。有効

面積が1.2m2の大型土擴である。底面は平坦で，壁は底に連続して変換点が不明瞭であるが，

沢側へはゆる< , i'l'jサイドや牛舎川側へは急な立ち上がりを見せる。掘り込まれたVIII層は，大

小の礫が多く ，特に底に礫の突出がみられる。そのためH－lと同様に． 14層という土を入れ

て固くしめ，底の平坦面を形成している。

床面の形成や形状，覆土の状態から, H 1と同時期で， 同じ性格を有する小型化したもの

（一人用？） と考えることができよう。

遺物は，床士（14層）から黒曜石のフレイクが1点，覆土から縄文時代中期の土器片が6点

出土している。 1 ． 2とも胎土に細砂粒を多く含む。 lは口縁部に刺突文が施されおりIV群A

2類cに， 2は刺突文のある胴部でⅢ群A7類eに分類できる。 （三浦正人）

焼土

当遺跡では439か所の焼土が検出された。焼土が検出された層位は,O1V層(US-b)直下, (2)

V層上部（白頭山一苫小牧火山灰層直上),~V層中.下部の3層に分けられ， これらの焼土は

図IV 1に示したとおり調査区域のほぼ全域に分布している。以下，検出層位ごとに概要を述

べる。なお， 図1V-10･ 11には層位ごとに代表的な焼土を図示した。

①1V層(Us b)直下

27か所の焼土を確認した。 1V層(Us-b)除去後にV層上面で検叶}されたもので, 1V層に直接覆

われていた。焼土の多くには炭化物が伴っているが，遺物 表Ⅳ－’ 焼土数

は検出されていない。 また, V層上面から出土した遺物も

ない。

②V層上部（白頭山一苫小牧火山灰層直上・直下）

V層上部で､は266か所の焼土を確認した。図に示したと

おり （図1V-10･11)、 白頭l ll-苫小牧火山灰層の直上及び

直下で検出されたものである。焼土と火山灰層との間には

間層を挟まず， その境界は漸移的である。 これらの焼土は
計 “
’調査区全域に分布し,特にQ-19区からQ 31区の間では

面をなして広がっている。現地での肉眼観察の結果，焼土からは土器・石器等の人工遺物はも

ちろん，焼骨等のI'1然遺物も全く検出されなかった。

白頭山一苫小牧火山灰の降下年代は千歳市末広遺跡例（大谷・田村1982）等から擦文時代と

推定されており，稀府川遺跡でも白頭l ll-苫小牧火山灰層の上下からⅥI群土器が出土している

41－

層 位

Ⅳ層直下

v層上部

V層中下

数

ワヮ
~~0

266

146



当遺跡の場合， ⅥI群土器は白頭山一苫小牧火lll灰層の下位から出土したものばかりで， しかも

分布範囲は調査区南西隅のごく狭い範囲に限られている （図IV-3) ことから, VⅡ群土器と焼

土の関連は低いと考えられる。

③V層中・下部

V層中・下部では146か所の焼土を確認した。焼土が検出された層位はIⅡ群･V群･VI群土

器と，それに伴う石器等の遺物包含層に相当するが,焼土に伴った遺物は図IV-11-8に示した

焼土から出土した黒曜石の小片1点だけである。

また，焼土は遺物の集中範囲（図IV-13)以外にも広く分布していることから，各時期の遺

物と焼土の関連を明らかにすることはできなかった。

以上のように， 当遺跡で検出された焼土の特徴としてV層中・下部の一例を除き，他からは

全く遺物が検出されていないこと，遺物の分布と焼土に有意な関連が認められないことがあげ

れる。 （工藤研治）

ｂ
80．00ma

一

、

17黄褐色砂鷺土

18黄褐色土

19小礫府

20黄褐色'1､礫層

21礫層(小礫混') ）

22亦褐色砂鷺土

911層(U一Ⅳa火山灰)略褐色シルト質土
10 〃 〃 濃いグレーの火山灰）

11Ⅳ層(Os－b火山灰）

12V層(無色土）

13焼土

14白頭山苫小牧火山灰

15黒褐色土

16小礫1W

1 1屑(耕作工）

2 〃 （黒褐色工）

311IW(Us－Ⅳa火l.11灰)灰合色火11｣灰
4 〃 〃

5 〃 〃 砂質の火山灰

6 〃 〃 小礫状の火山灰

7 〃 〃 〃

8 〃 〃 暗褐色シルI､質土

図Ⅳ－9 焼土( | )断面図

この図はQ-28区からのびる'1,沢(図Ⅳ-3参服)の土層断miである。 13の焼土か14のI'1'i.小牧白伽山火山灰屑のl向上に位

ii'iするのが観察できる。 15以下は沢の堆植土であl)堆本層序とは異っている。 16･20の小礫層にはV群．Ⅵ群土器が含まれ

ていることから、 この小沢は続繩文時代以降、 14の白頭山苫小牧火山灰降下以前に形成されたものと考えられる。
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3 包含層出土の遺物

牛舎川右岸遺跡では，遺構出土分も含めて12,946点の遺物が出土L

に示したとおりである。

(1) 土器

土器については，遺構出土分も含めて口縁部破片を全点抽出し，文

様， 胎士，焼成等の異同から個体識別を行なった。表IV-3に示した

とおl) , IⅡ群が大部分を1Iiめ，他にI群・V群・VI群・Ⅷ群が僅かな

がら出土している。

I群（図IV-14-1～10)

a類（1 ． 2 ． 4～8）

a類は511古|体分出土している。 4には波状の細い沈線が認められ，

沈線の交点に刺突文が施されている。器面はよく磨かれ，裏面には条

痕がみられる。 5には貝殼腹縁圧痕文と沈線が認められる｡ 4 ． 5は

物見台式に関連するものと考えられる。

1 ． 2 ． 6～8は無文あるいは条痕文が施されたものである。 1は

点の遺物が出土した その内訳は表IV-2

表Ⅳ－2 遺物点数

口縁部に直径2mm梯の外側から刺突された貫通孔がめ<. i) ,底部が表Ⅳ－3 土器個体数
張')出す平底の土器で内面に条痕がある。比較的薄手の土器で, l l唇

断面はやや尖|）ぎみで､ある。登別市川上B遺跡A地区出土資料（北埋

文1983)の一部に類似する。 2は1と同様， 底部が張I)川す平底の土

器であるが，内外面共に無文である。内面には炭化物が付着している。

6～8は同一仙休と思われるもので， 内外mi共に条痕がみられる。

b類(3 ･ 9 ･ 10)

9はコッタロ式に札|当するかと思われるもので，絡条体圧痕文と縄

端の圧痕文が施されている。 3･10はII'茶路式にｲl l当するものである。

3は微隆起線文の間に縄文，短縄文が施されたものである。 10には短

縄文が密に施されている。

IⅡ群（図IV-14-11～図IV-21-272)

当遺跡の主体をなす土器群である。道央部の柏木川式（大沼1981)に相当するものをA類，

文様描成， 出土状況からA類に伴うとみなされる道南系の士器をB類として|ﾒ別した。 B類は

胎土・焼成から明らかにA類と区別できる。 また, A類とは明らかに異なるが, B類に含める

には疑問の残るものをB'瀬とした。

本群には柿物繊維を含むものが多くみられるが， それについては表IV-5に示している。

また，縄文原体については器面が摩滅して節の観察が困難なものが多く ． これらについては

原体最終段の右撚，左撚の区別のみに留まり， 叩.にLR・RLと表記する。全体の傾liI｣として

LRの原体を用いたものが多い。なかには0段多条のもの，無節のもの，複節のもの等も認め
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られる･純文については特に表記しない限りLRの原体を用いたものである。

A類(11～222･ 246～270)

胎土に砂粒を多く含む厚手の土器である。厚さは1cm前後のものが多い。内面は比較的丁寧

に処理されているが，砂粒を多く含むため全体に荒い印象を受ける。 口唇の断面形は角形ある

いは丸みを帯びたものが多いが， なかにはやや尖るものもある。

A類は文様要素から7類に分類され， それぞれ細分される。

A－1類（19～24）

口縁部に沈線文か施されたもので, a, bに細分される。

a(19～21) :比較的太い沈線文が施されたものである。 19abcは同一個体のもので， 口縁部

が外反し, IInlが張る器形がうかがえる。 l l縁部の突起部分から貼付文が縦に下がり，胴部にも

隆起帯がめぐる。隆起帯の上には縄線文か施されている。 また， 口唇上には縄文と刺突文がみ

られる。地文はRLの斜行縄文である。 20は沈線と刺突が組み合されたもので． l l唇上には縄

文が施されている。 21は胴部に一条の沈線がめく･り， 口縁部には繩線文と浅い沈線文が斜めに

施されている。 口唇は尖りぎみで口唇上には刺突文がみられる。

b(22～24) :細く浅い沈線文が施されたもので， いずれも比較的薄手の土器である。 22は縦

に2条の沈線がみられ， その間に縄線文が施されている。 LI唇上には刺突文がみられる。 23に

は沈線文が縦に施されている。 24は縦横に沈線が認められ，隆起帯が垂下する。

A－2類（25～41)

口縁部に刺突文が施されたものである。 27･28･33･40のように口唇の外側角に刺突された

ものも便宜的に本類に含めた。本類は「I唇上の文様， 口唇形態からa～cに細分される。

a (25～27) : 口唇上にも刺突文が施されたものである。刺突文は25･27が器面に対してほぼ

垂直に， 26は斜め右から施されている。25は口縁部に直径4mm程の円形の刺突が3列施され

ている。

b (28～40) : 口唇上に縄文が施されたものである。 34･36･38･39は斜め右から刺突文が施

されている。 39．40には縦にも刺突文が施されている。 39は下から上へ, 40は上から下へ刺突

されている｡~ 28･ 31 ． 36･37には綾絡文が認められる。

c (41) : l |唇がやや尖るものである。刺突文はl l唇直下に斜め右から施されている。地文は

RLの斜行縄文である。

A－3類（11～13･42～52)

隆起帯のみられるものである。本類は文様要素からa～dの4種に細分される。 l l唇上には刺

突文が施されるもの，縄文が施されるもの等がある。

a(42～47) :隆起帯上に刺突文が施されるものである。 43～46にはl l唇上にも刺突文が施さ

れている。 47には細線文が施され， 口唇上にも細線文が認められる。42には0段多条の繩文が

施されている。

b (11 ･ 13･48～51) :隆起'冊:上に縄線文が施されたものである。 11はlll'ilが張り， 口縁部がや
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や外反する深鉢である。 口縁部には地文の縄文施文後， 5条の縄線文が施され, I I縁部の突起

に対応して2条の繩線文か垂下する。 13は口緑部が外反し, llilが張るもので， 口緑部の突起下

及び突起間に縄線文が垂下する。縄線文は口唇上にも施されている。48は口縁部に繩線文がめ

く′り， 口唇上には刺突文が施されている。 49～51の口唇上には縄文が施される。

c (52) :隆起帯上に絡条体圧痕文が施されたものである。地文は無節の撚糸文であり，胴部

の隆起帯上にはこの撚糸文の原体を押捺したとみられる絡条体圧痕文が施されている｡

d(12) :隆起帯上に撚糸文が施されたものである。 口縁部の突起下にも馬蹄形の隆起帯がみ

られる。 この土器には3種類の施文原体が用いられており，①馬蹄形の隆起帯に囲まれた部分

に施された縄線文，②馬蹄形の隆起帯右側に施されている繩線文の原体を回転したと考えられ

る斜行縄文,Olll而1部，隆起帯上及び口唇上に施された1段の繩の撚糸文，④口緑部左側に施さ

れた細い2段の繩を使用したとみられる撚糸文，以上4種類の文様が認められる。

A－4類(18, 53～89)

「I縁部に縄線文が施されたものである。本類は口唇上の文様及び口唇形態からa～eの5種

に細分される。

a(53～59) : ｢I唇kに刺突文が施されたものである。 口唇上の刺突は53～59いずれも器面に

対してほぼ垂直に施されている。地文が58がRL,他はLRである。

b(18, 60～66) : |｣唇上にも縄線文が施されたものである。 18には一段Rの原体を押捺した

縄線文と， 同じ原体を回転した無節の縄文が施されている。 65には綾絡文かみられる。

c (67～77) : ｢I唇上に縄文が施されたものである。 71 ･ 75には綾絡文が施されている。

d(78～86) : I 1唇上が無文あるいは磨かれたものである。83～86には綾絡文か施されている。

78．80 ．81にはRLの縄文が施されている。 80． 81は同一ｲ間体である。

e (87～89) :口唇断面がやや尖るものである。 89は口唇上に縄文が施されている。

A－5類(14～17･90～178)

口縁部に地文の縄文だけが認められるものである。本類も口唇上の文様とI I唇形態からa～e

の6種に細分される。

a (14･ 15 ･ 90～113) : 口唇上に刺突文が施されたものである。刺突文は111を除いて器面

に対して垂直に施されている。 14は口縁部が外反し, lliil部が張る深鉢である。 15には綾絡文が

施されている。 90の口唇上には縄文もみられる。

b (114～125) : 口唇上に縄線文が施されたものである。細線文の原体と縄文の原体は同じも

の， あるいは同じ段･撚I)のものが多くみられるが, 121は繩線文にはRの原体，地文にはLR

の原体を用いている。 125には前々段反撚RLLの原体による縄文が施されている。

b'(126) :口唇上に繩を押捺したものである。地文はLRLの複節斜行縄文， 口唇上にはRL

の原体による刻み目様の文様が施されている。

c (16.17.127～164) :口唇上にも繩文が施されたものである。 16･ 17･ 127･ 128･ 145･ 146

には綾絡文か認められる。 163には結束第1種の羽状繩文, 157には太さの異なるRの縄を2本
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撚り合わせたLRの縄文が施されている。 127･ 138･ 142･ 148･ 151･ 160･ 161･ 164はRLの

縄文が施されたものである。 160･ 161は同一個体。

d(165～171) :口唇上が無文あるいは磨かれたものである。170にはRLの縄文, 171には157

と同様，太さが異なるRの繩を2本撚り合わせたLRの繩文か施されている。

e(172～178) :口唇断面がやや尖るものである。 122は11唇上に縄を押捺して刻み目を作り出

している。 173, 174の「I唇上には縄文が施されている。

A－6類(179～182)

LI縁部が無文のものである。 1 1唇上の文様からa, bの2極に分けられる。

a (179) : 口唇上に竹管状の原体による刻み目が施されたものである。

b (180～182) :口唇上が無文あるいは磨かれたものである。 181･182の1 1唇断面は尖ってい

~フ

つ

A－7類（183～222）

装飾文様のあるIlil部破ハを便宜的に一折した。本類は文様構成からa～fの7種に細分され

る。

a(183･184) :沈線文と隆起帯が組み合されたものである。 183は隆起帯の上下に沈線文が施

され，隆起帯が強調されている。隆起帯12には斜め右から施した刺突文がみられる。地文の繩

文は下半部では縦行ぎみとなる。184も隆起'滞の上下が沈線文で､区画されてお') ，沈線文が弧を

なす部分もある。隆起帯上には縄端による刺突が加えられている。

b(185～201) :隆起帯上に刺突文が施されたものである。185は横方向に2条の隆起帯が認め

られるもので,隆起帯_l二には器面に対してほほ垂直に刺突文が施されている。186は隆起帯の'二

下が繩線文で区画されている。 187は隆起'IWﾋに3列の円形刺突文が施されている。 188･189は

隆起帯の上下にも刺突列がみられる。 190･196･198には半減竹管状の工具による押引風の刺突

文が施されている。 191, 200は器面に対して斜め右から刺突文が施され, 192～195･197･199･

200は器1mに対してほぼ垂直に円形の刺突文が施されている。 195a．bは|可-{|!'il体で，縦方|可の

刺突列が組み合されている。

b' (202～212) :隆起帯が不明瞭で， その上に刺突文が施されたものである。 202～212はいず

れも器面に対して斜め右から刺突文が施されている。 202には綾絡文がみられる。

c(213～218) :隆起帯上に細線文が施されたものである。213は隆起帯の上部が指でなでられ

ている。 215には綾絡文が施されている。 216はRLの縄文が施されたものである。

d (219) :隆起帯上に縄文が施されたものである。

e(220) :刺突文が施されたもので､ある。縦の刺突列がみられる。図示したものには隆起帯は

認められないが, 195のような文様構成のものと考えられる。

f (221～222) :浅い沈線文か施されたものである。 221･222は底部に近い部分の破片で， 繩

文施文後沈線文が施されている。 23． 24の1 l縁部と関連するものと考えられる。

底部（246～270)
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1V牛舎川右岸遺跡

A類に属する底部である。底径の推定できるものを図示した。平底で底が張l)出すものが多

い。 255 ． 258などのように上げ底ぎみになるものもある。 266は42の底部の可能性がある。

B類（223～242･ 271･272)

内而調整が行き届いた薄手の土器である。胎土にはあまり砂を含まない。A類土器とは胎土

色調，焼成から明瞭に区別できる。本類は文様要素からB1類からB4類の4類に分けられ，

さらに細分される。 229･ 232 ･ 241･242の胎土には海綿骨針（北埋文1988)が含まれている。

B－1類（224～226）

沈線文と刺突文が組み合されて施されたものである。

224は2本単位の糸111い沈線文の間に刺突文が施されたものである｡225には太めの沈線文の下

部に刺突文が施されている。 226は沈線で区画された部分に刺突文がみられるものである。

B－2類（227～230）

隆起帯をもつものである。

227～230はいずれも隆起帯上に繩線文が施されている。 227はI I縁部に縄線文がめぐり，繩

線文の間に縄端の刺突が施される。口唇上にも縄文が施されている。228は植物繊維を多量に含

む非常に軽い土器である。 227も他に比べると軽い。230はl l緑部が外反する薄手の土器で， 口

縁部には1条の縄線文がめぐる。 B類のなかでも胎土に含まれる砂の量が多い。

B－3類（231～236）

細線文が施されたものである。本類は口唇上の文様からa･bの2種に細分される。

a (232～235) :口唇上に繩線文が施されたものである。 1 1緑部の縄線文は233を除いて地文

の繩文施文後に施されている。

b(231, 236) : 口唇が磨かれたものである。 231は228と同じく胎土に植物繊維を含む軽い土

器である。

B－4類（223.237～239）

l 1織部に地文の縄文だけがみられるものである。本類はa～cの3棟に細分される。

a(223) : 1 1唇上に繩線文が施されたものである。 223はl l絲部が外反し, 11ilが張る深鉢であ

る。全面に縄文が施されており，底部近くでは横走ぎみの縄文となる。

b(237～239) : 口唇上に縄文が施されたものである。238には無節の縄文が施されている。239

の縄文はLRの原体を縦方向に回転したものである。

c (240～242) :口唇上無文， あるいは磨かれたものである。 241･242は同一個体の土器で，

I I絨部に無文部がみられる。

底部（271 . 272）

B類に属すると考えられる底部である。薄手で内面は~]寧に洲整されている。 271 ．272いず

れも底がやや張り出している。

B'類（243～245）

内面調整が行き届いた薄手の土器である。A類とはﾛ月らかに区別できるが， 内面調整の印象
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がB類とやや異なるため便宜的に本類を設けた。 B類に含まれるものがあるかもしれない。

243には口縁部に刺突文が施されている。244は口唇直下に隆起帯が認められ，その上に縄線

文が施されている。綾絡文もみられる。245は無文の土器で， 口唇上にはへう状工具による刺突

文が施されている。

V群（図IV 22-273～282)

a類（274～279）

274は口縁部が外反する無文の土器で,頸の短い壺形を呈するとみられる。 1 I唇|断面はやや丸

みを帯び，胎土には砂粒が多く含まれている。他群の可能性もあるが，一応ここに含める。

275． 276は縄文の施されたもので, l l唇の断面は角形である。 276にはLRの原体による羽

状縄文が施されている。 277 ． 278は爪形文が施されたものである。 279には浅い沈線でS字状

の文様が連続して描かれている。地文はRLの斜行縄文である。 口唇上に刻み目がある。

C2類(273, 279～281)

273はI 1縁部がやや内傾する深鉢と考えられる。n縁部に2条の沈線文がめぐり， 「I唇上は刻

まれている。地文は縦走するRLの繩文である。280には横走ぎみの純文か認められ, 1 I縁部に

2条の沈線文が施されている。

C3類(282)

282は鉢形を呈する土器と考えられる。 1 I唇上には縄と棒状工具の側面圧痕がみられる。口縁

部内面には浅い円形刺突文が認められる。

VI群（図IV-22-283～288)

b類（283～285）

283は口緑部に3条の沈線文が施され, l l唇外側には刻み目がつけられている。口縁部内面に

も1条の沈線文が施されている。アヨロ第2類（高橋他1980)に相当するものかと思われる。

284．285はアヨロ第3類に相当すると思われるもので，細く浅い沈線文と刺突文により文様が

構成されている。

c類（286～288）

本類はいずれも後北C2式に相当するものである。286は縞縄文と微隆起線で文様が構成され

ている。 286 ． 287は同一個体である。

VII群（図IV-289～293)

坏（289～291) : 289･291は休部の外面中位に段をもつ丸底の坏である。 289は内外面共にヘ

ラミカ’キされている。 290にはナデの後，一部へラミガキが認められる。 290は体部外側に段を

もつ平底ぎみの坏である。 ｜ |縁部はナデの後，一部へラミガキ，体部から底部にかけてはハケ

メが施されている。坏の内面はいずれも黒色処即されている。

蕊（292, 293） ： 292は口縁部が外反して立ち上かるものである。 口縁部はヘラナデによって

段が形成されている。休部及び内面にはハケメが認められる。293は体部下半部のみでIj縁部の

形態・文様は不明である。器面はヘラナデされており， 内面は黒色を呈する。 （工藤研冶）
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図W-17 包含層出土の土器(4)
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(2) 石器・石製品

本調査では，石器・剥片・石製品が計296点出土した。住居跡(H 1)覆土から検出した

石斧1点を除き，他は全て遺構外から出土した。出土層位は表土( I層） を除けば， ほとんど

がV層である。

石鍼（図IV-23-1～30)

石雛は40点出土， このうち全体形のうかがえる30点を図示した。無柄，有柄のものがあり，

有柄のものはさらに，菱形，柳葉形，かえしの明瞭なものにわかれる。

l～5は無柄で二等辺三角形状を呈し，基部が内湾し， 4， 5は尖頭部がわずかにふくらむ。

3， 4は一次剥離面を残す。 2は片岩製で全体に粗く調整されている。

6～30は有柄のものである。 6， 7， 11は菱形を呈する。 7は片面のみ加工され， また厚い

ことから未成品の可能性がある。 8～10, 12～16は柳葉形を呈するものである。 8は両面とも

に周縁部のみの調整で， 9， 13は一次剥離面を残す。 9は左右非対称形で厚く ，未成品の可能

性がある。14は尖頭部がふくらみ,先端が鈍角となる。17～30はかえしを有するもので, 21～30

は特にlﾘ]瞭である。 19, 20は厚< ,断面形がほぼ､楕円形である。 22は尖頭部がほぼ正三角形を

呈する。 24， 30は一次剥離面を． 29は礫皮面を広く残す。 16は被熱している。石質は23, 30

は硬質頁岩である。 これ以外は黒曜石である。

石槍またはナイフ （図1V-23-31 ． 32)

石槍は7点出土， このうち2点を図示した。図示していないものは， いずれも小破片で， ナ

イフ・スクレイパーの可能性もある。 31は全体に粗く調整され，不純物を多く含む。一次剥離

面を残す。 32は柄部であるが，石槍以外の可能性もある。石質はすべて黒l服石である。

石錐（図IV-23-33)

図示した1点が全てである。片面加工で刃部が長軸に対して屈折している。 また刃部先端部

には磨滅のあとがみられる。石質は黒II擢石である。

ナイフ・スクレイパー類（図1V-24, 25, 26 64～67)

36点{|}土， このうち， 34点を図示した。図示しなかった2点はいずれも小破片である。

34～36はいわゆる「石匙」で， いずれもつまみの作り出しは弱い。 36はつまみというよ')柄

といえる。 34は片面外工で両側縁に刃部が作出されている。35は縦長剥片を素材とし，片面加

工で全周に細かな調整が加えられ，礫皮を残す。 36は縦長剥片を素材とし両liliの片側縁に全休

に粗い剥離で調整を加えている。 34， 35は珪質頁岩． 36は流紋岩である。

37～45は縦長剥片を素材としたもので， ‐す~べて片面加工である。側縁または端部に刃部が作

出されているもので，調整が全面に及ぶものはない。 37は片111ll縁に湾入する刃部を作出し，他

戸o
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の側縁は，わずかなはりだしをもち端部を尖頭状としている。 38は片側縁に外反する刃部をも

ち，端部を尖頭状としている。 39は両側縁に刃部をもつが，片側縁の刃部は純角に張りだす。

また片面の端部には礫皮が残される。40は片側縁にゆるくはI)だす刃部が作出される。41は両

側縁に刃部をもつが， 片側縁には直線的な，他の側縁には， わずかな張出しをもつ。被熱して

おり， とくに下半分は媒けて， ひび割れがはいっている。 42は両側縁に，ほほ平行する刃部を

作出している。 43は両側縁にわずかに調整を加え， また礫皮を広く残している。 44は一端部を

欠損しているが、残I)の全周に調整が加えられており， 片側縁は外反する。 45は石刃状の剥片

の片側縁にのみ調整が加えられている。 37～45の石質は全て珪質頁岩である。

46， 47は縦長剥片を素材とし，片面加工で周縁部に急斜度の調整によって刃部が作出されて

いる。 46は， 「石匙」の欠損したものかもしれない。 47は端部を尖頭状に作出している。石質

は， ともに珪質頁岩である。

48～57は片面加工で，円ないし不整形を呈するもの。48は円礫を素材とし半球状で礫皮を半

面に残す。 49はほほ半周に刃部が作出され，端部に最大厚がある。50は全周に急斜度の刃部が

作出されている。51はほぼ全周に急斜度の刃部が作出されている。52は端部に， 53はほほ周縁

部に急斜度の刃部が作出され， 刃部以外の大部分に礫皮を残す。一次剥離面が被熱している。

54は礫皮部を除く全周に急斜度の刃部が作出されている｡55は片側縁と端部に刃部が作出され

ている。 56， 57は片側縁に刃部が作出され， 56は弧状となる。石質は， 56が珪質頁岩， 57は

めのう， これ以外は黒曜石。

58～63， 67は両面加工で，側織部ないし周縁部に刃部が作出されているもの。58はl制縁部に

急斜度の刃部を作出し，礫皮を残す。 59, 60, 61は全体に粗い調整だが, 59, 60は片側縁に，

61は端部に入念な調整が加えられている。62は両面に入念な調整が加えられている。欠損して

いるため全体形は不明だが，柄部の可能性がある。63は｢IIIj側縁に刃部が作出されている。67は

周縁部に入念な剥離が加えられ，切り出し状となっている。柄部が半分欠損してる。統縄文土

器に伴うものであろうか。石質は62， 63， 67は珪質頁岩、 これ以外は黒曜石。

64～66は両面力Ⅱ工のもので刃部の作出が明瞭ではなく ､未成品あるいは欠損品の可能性があ

る。 64は片側縁に細かな調整が加えられている。 66は礫皮を残す。石質は，すべて黒曜石。

剥片（図IV-26-68～75)

剥片は102点lll土し， このうち8点を図示した。 70を除いていずれも側縁部には使用痕と思

われる微細な剥離が認められる。70は， スクレイパーなどの欠損品かもしれない。石質は74が

珪質頁岩で，他は黒曜石である。石核は出土していない。

石製品（図IV-26-76～78)

石製品は図示した3点である。 76は玉の欠損品である。表面には磨きの痕， また，割れ面に

は，すり鉢状をした孔がみられる。当初，玉状を呈していたと思われるが， 欠損した後に， 改
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めて穿孔した途中のものと思われる。77は円盤状と思われる石製品の欠損品で孔などは認めら

れないが，表面にはわずかに磨痕がみられる。 78は珪岩の原石で表面は非常に滑らかである。

割れているため全体形は不明だが， なんらかの目的で持ち込まれたものと思われる。 76， 77は

かんらん岩の可能性がある。

石斧（図IV-27, 28)

石斧は40点出土した。すべて磨製石斧である。 このうち28点を図示した。図示しなかった

ものは，ほとんどが砕片で，同一個体とみられる砕片が4点あることから，個体数では35点ほ

どであろう。 また， 1点のみ擦切石斧（95）が出土している。 96はH－l覆土（図IV-6参照）

より出土した。完形品は，全長7cmほど(79～81), 8cm前後(82～86, 88, 89), 11cm前

後(90, 91, 92, 95), およびそれ以上のもの(96～98)のおおよそ4種にわけられる。 81は接

合したものである。 93， 94を除いて， いずれもほぼ全面に磨きがかけられている。 93， 94のみ

は両側縁を敲打によって調整している。93， 94， 99～106はいずれも刃部が欠損しているが， 刃

部のみ出土した例はなかった。 82， 84， 87， 96は片刃で， 80， 86， 92以外は刃部に最大|幅があ

る。 95は擦切石斧で両面にそれぞれ2条ずつ擦切痕がみられる。また刃部は長軸に対し斜めと

なる。 86, 89, 99, 106は頭部に敲打痕がみられる。 97は刃部が折損した後に刃部側より調整

が加えられている。石質は， 95が蛇紋岩であるほかは，泥岩である。

敲石（図1V-29-107, 108)

図示した2点が出土した。 107は溶結凝灰岩製。長方体状を呈し，一面を使用面としている。

108は扁平な泥岩の長円礫を用いたもので，両側縁の一部を使用している。磨き痕もみられる。

砥石（図Ⅳ-29-109）

図示した’点が出土した。砂岩製。全体形は不明だが， 残存部では三面を使用している。最

も薄い部分では6mmと非常に使いこんである。また, 1部凹んでいる部分もあるが台石とし

ても使用されたものであろうか。

擦石（図IV-29-110)

図示した1点が出土した。扁平な安l ll岩を使用している。擦面の｢'i'j側縁には剥離痕がみられ

る。 また， この長軸方向には打ち欠きがある。擦面の1幅はl.5cmである。

事前発掘調査の遺物（図IV-29-lll)

調査区北側の台地上より，昭和63年度の事前発掘調査によって出土したものである。先端部

を欠損している有柄の石雛である。石質は黒曜石である。 （藪中剛司）
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表Ⅳ－4 遺構出土の掲載遺物一覧

遺構名層位 分 類 層位 類遺構名 番号 分番号

覆土 石斧覆土 H－lIIIAH－1 1 ７

IIA-5c2 〃″

覆土床面 P－l IIIA-5aIⅡA３ 1〃

底覆土 IIIA-5b２4 〃 〃〃

床面 覆土 IIIA-2 (P－2IIIB 15〃

IIIA-7e２6 〃〃 〃 〃
OD
f『

表Ⅳ－5 包含層出土の掲載土器一覧 ※胎土についてはⅢ1群のみ記載

ロム斗一※
n口一 I#位番号 層位 分類 番号｜ 発掘区 層位 分類 番号 発掘区 分類 胎土発掘区 胎ゴ

毎F

ノ｡繊維 繊維O－37－d S－43 b ⅡIA－2b1 V Q－44－b V IIIA－4c
T 同
上 q 』8

76フ L－38－b 39 Q－44－b Q－44－a
W

" 〃

ワワ

イIN-37-c S-45- (3 I b R－45－a I4{） 〃

78P44-d I a 41 R－45 c IIIA－2 c S-43-d IIIA－4dV4

7Q
~『ジR-44-b S－45－a5 lllA－3a S-44-a Iｲﾘ

T白

806 L-38-1 43 Q－45－d R－40－d V" 〃

81P-44-d R-44-bL－38－c 14 〃〃 〃

L－38－ I 45 R-44-a Q－45－b8 82〃 〃

46R-41-a Ⅶ I b Q－43－〔 S－43－d9 83〃 " 〃

84O－38－b 47 Q－44－a R-45-c10 V 〃 〃

85R45－c [IIA－3上 48 R－43－d ⅢA－3b 繊維11 S－45－d〃 〃

860－43－． IilA 3d 19 S－45－c I R-45-上
1⑨

上色
〃 〃 〃〃

87ⅢA 3上 N－41－c R－44－b50 V IIiA 4 〔13 5－44－a "

88M-40-c S－42－c R－41－b14 IⅡA－5a 5］ 〃

R－44－ l IIIA－3 〔S－43－c ９

’

０

８

－

９

R45 上15 "､ノ
J今

R－43 c IIIA-5c 目q
JJ ⅢA－4a IIIA-5a16 Q－39 c P－43－ 〔" "

S-42-a R－45－c 繊細 Q1
Jユ

1ワ
上I 54 R－43－d『I

繊細18 IIIA－4b 55 S－42－a qワ
ヅーQ－45－b S-44-c

R－46 a19 S－44－a IIIA－l a 師 93 S－43－dI 〃〃 〃

繊維 R－45 c20 R-42-b 57 V 94 S－45－I"

21 ｃ

ｃ

~
~

３

５

４

４

~
~

Ｒ

Ｑ

R45-c 95 P-45-b58〃 〃 JJ 〃

Q－45－a
句、

乙乙 59 繊維IIIA－lb S-4596

、旬

邑｡ S－44－a 60 R－45－d IIIA－4bI 97 S－45－a

繊維 R-46-824 P－44－dQ－44－b 61 98〃 〃 〃 "

繊維25 Q－45－c IIIA 2a
〆、

、＆ （-45-cI V 99 S－44－b

26 R－45－dR-45-c V
戸、

、｡ 100 S-44-b "

｡ワ
隼』 繊細Q－45－c （-45-b 101 P－43－c64 I "

Q－45－c28 R－43－d 【IlA－2b 65 皿
一
叩

Q－44－ 1V 1" "

R－30－d29 S－45－ I S－45－a V66

30 R-44-c
内
Ｊ
■
１

戸

ｈ

〉 IIIA－4c P-45-bV L－40－c 104

S-44-d 繊維31 S－42－c 105 S－44 a母3凧 "

S－44－d L－43－a
句n

･色 S－42－b 69 106〃 "

N-43-b R-45 c 繊維Q2
■rL』 R－45－c 70 107〃

K－45－b
弓T

jl S－43－d 繊維 Q-43-（34 108" 〃

35 Q－44－b S－43－a Q－44－a72 " 109" 〃 〃〃

36 71
~rU R－44－d Q－45－aS－45－b 110〃 "

n万

JI R－45－上 Q－44－b 繊維N-46- ｛ 74I " 111〃

－73－



層仙1W位 胎土番号 発掘区 屑位 分剛 胎十 番号 発ｲｶ}I区 分類 胎土 番号 発掘区 分餓

繊維繊維 P－41－d V ⅢA－7b210L－45－b lllA－5a 161 Q－41 a V IIlA 5112 V

S-46 b繊維
1谷n

lDム 211S45－d S－43－c I113 〃" "

212 L-44-a VR－45－a ⅡIA－5b 163 P-44-c 〃114 〃 〃

S-45-b
旬1句

色10 S－45－a ⅢA－7c115 S－43－d 164"〃 " 〃 〃

S－45－dR42－b 165 S－45－b 214IⅡA 5d116 〃" 〃 〃

215S－45－b S 43－dR45 d 166 ″117 " 〃

216 0-41-aS－45－b 167 Q－45－c
〃

118 〃〃

S－43－d
、’万

四Lイ R42－ l168Q－45－a
"

119

R－43－d218S 42－b169120 R44 〃

lllA 7dS 44－上219R－45－c 170 L-44-a121 " 〃

IⅡA－7eS－42－aS-42-c 麺Q44－b 171 〃122 "〃 "

繊維 S-44-c IⅡA－7 i
nn1

ムム」172 R-43-上 IIlA 5e123 Q-45
"〃 〃 〃

Q45-dQ－45－b 222173O-44-b 〃124 〃 " 〃〃

繊維IllB 4aR45－bワリq
と凸』 VS-45-c125 174Q44－b 〃 〃

IIlB－lK－45－a224IIIA－5b 1ワ貝
上UJ S－44 b

1，戸

l乙、 S－45 b 〃 〃

繊糺’S 45－aQ-45-b ワワ員
＝鐸リIiIA－5c 176M41－b

1，句

上ムィ
"

R－43－dR-45 b 226177Q－45－c128 " 〃〃 "

IⅡB－2R－45 aQ－45－a 227 "
R-40 ’ 178 〃

129 "〃 "〃

Q－45－ IR－32－c 228179 illA－6aR42－上 〃
130 〃〃

海綿骨針P－44 b229180 S－42－c ⅢA 6b131 L39-（ 〃〃

繊維繊維 230 S－45 aR42 b 181 S－45－b 〃 〃
132 〃″

IIIB－3aS－45－b231P-44-( 182 S－43－a133

〃櫛淵鮒ワ？ワ
ムJ凸 S－45－a183 S－45－c IIIA 7aP－41－d

〃
134 〃

R45－dワqq
今JJ184 L－39－dR－43－d135

[IIB 3 1〕234 R－43 ’L-39- ,185 IⅡA－7b136 Q－45－b I

S-45-d IIIB－3a235R－45－d186 I1｡ﾜ
』JJ R45-a V "

IIIB 3b236 Q－45 c I187 R－43－a 〃
R-42-d V138 〃〃 "

ⅡIB－4a237 R－45－（ V188 S－45－b "
R-45 t1qQ

4リゾ

〃" 〃 "〃 〃

238 Q－45－c I189 S－43－c140 S 42 a 〃 " 〃

S－45－d239 VS 45 b 190 Q－40－c141

P－45－l IllB－4 ，L-41-a 2401Q1
ユゾユ142 Q44-上 "

〃櫛胤骨計241 Q－45－c192 Q－45－c
ノ｣

Q－44－b
dP
rr

143 〃〃

242 Q－45－d0－41－．193 V144 Q－45
"

IIIBQ－45－c243194 R－44－aR－45－b145

I－qQ－亦
些リゾ 吟 IIlB244195 S－45－c146 Q-45

"" 〃

繊紺lllB245 S－45－d196 S－43－d 〃147 Q－45－c 〃 〃

ⅢAS 43－d246S-45-bL－39 c 1Q7
▲凸',

"
148 〃〃

247 S－45－d198 R－45－c149 Q－45－c I " 〃 〃

縦糸11 S－43－d248199 R-40-d150 R45－d V " J

249 Q－45 c I0-40-.2()01用1
△噂ユ S－45－a 〃"

S－45－a V250201 L－41－〔1頁ﾜ
ュゾム S－45－ l ""

P-45-I251S-45-d IllA－7b202153 Q－41－a 〃 ″

K－42 252 S－34 d203 I 〃
Q－40－c154 〃 〃

Q-45-〔253204 S-45-c 〃155 R45 b 〃"

254 Q－43－c繊維 205 L-45-a V156 Q-45-
″"

255 S－43－dS-45-d 206 R43－d " "
157 "

I256 Q－45 c207 R42 b 〃
158 P-44-d 〃"

257 R－45－ 1 VS－43－ 1R-45-d I 2081月Q
ムゼジ

R－45－cQ－44－b 258209R－43－d V160
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層位 j#位 分顛番号 発掘区 分類 番号 発掘区 胎土番号 発掘区 1W位 分顛 胎土 胎土

271 S-45- ! V IIIB R－31 a Ⅵb259 R-43-c IⅡA 283V

S－45－d 284 R言28 b260 S－45－b
句ワ、

ムイ色
"

n句、

ムイ｡ 0－31－． Vc ］ 285 R－28－b261 R-45-c 〃″ "

R－28 b274 Va 286 044 t Ⅵ（262 S－45－c

R31－a 287275 O－43－c263 S－40－a 〃

R－45－d 276 R－43－d 288 Q-28-d264 ""

R－30－d Ⅶb
、庁司

ﾑｲｲ 289 S－45－a V
n戸F

乙、｡ S 42－c

278 R30 ( 290 R-45-bR－43－d266 〃

VC l S－45－IS-44 c 279 S 37－a 291
句作句

乙、イ
〃

R31－d 292 S－45－a280268 S－44－a 〃 〃

L－45－b 281 R－31－a 293 S－45 a269 〃

1 29－（282 Vc2270 L-45-c 〃 〃

表Ⅳ－6 包含層出土の掲載石器等一覧

グリッ ’図N、 1W位 器種名 長さ(皿)x鞘(､､)x厚さ(m､） 砿量(9) 石質 図N、 グノッ I 屑f 器純名 lfさ(m､)X幅(mmlX厚さ(m、 販量(9) 石悩

ﾘ.!唯石 珪哲頁岩34 '1,礫Q-38-c V 石鑑 17．9× 13．0× 3．7 0.6 S31－a スクレイパー 53.5×22．0× 10.5 7．31

片岩 11揃頁¥35 q 45－b 氏クレイパーP－43 b 石雌 V 52．9× 19‘3× 6．2 Hq〃 V 19．8×16－0× 2．2 () ．6

流紋岩肌昭石P-43←a 行雄 22,9× 16.0× 3.2 16 Q43－ スクレイパー （49．8）×（32． 1）×（12．9） ( 18．33 V VU－b

珪質頁岩硅質頁岩
⑥写

Df R43-c スクレイパー 50．3× 19．5× 9．0石継 5．84 1－句ﾜーハレU凸 ピ V 22．9× 17．8× 3． 1 1． 1 V

~

~

~

~

~

唯f･芯〔岩‘#‘1WJ{石Q－25－b 石錐 （ 1 ．2 38 V ｽクレィ 50．3×24．3× 12．5 12．3(19．8)× 18．9× 3．8 う－44－aVひ

ﾘ.躯F石 K39 b 珪面頁岩39 スクレイパー 22．0R45 d 石鑑 20．9× 8．1× 2．4 0－3 55．0×31．5×14． 16 Ｉ ､

服BjI了‘ ‘ ･ 惟征1 K-39 a I世間f〔岩40 クレィパー石雄 (22.0)× 10．0× 5． 1 V 69．5×26－5× 13．5 15．7R－45－上 V 1 .0）

珪蘭頁岩』.'岨ﾄ石 R28-b クレィパー 67‘2）×26．0× 10石鑑 41 ( 14．28 Q-45- 〔 22．4× 9．8× 3．3 0.6 VI

珪蘭頁岩肌昭石石鑑 1.6） 42 R－33－l ｽクレイパー 82．5×20－5×15．5V 15．3S－43－d Ｖ (25．9)×12．8× 6. ］9

珪蘭頁岩!‘I川1石 11
W“ K-38 (110 N-32-& 石鍬 （28．0）× 14． 1 × 4．9 ( 1 .5） V スクレイパー 88．9）×25－0× 8－6 ( 13．7V

畦質頁岩典H似石 R-43 a スクレイパー 72．0×35．5× 9．5 22．8石鑑 44 VI］ K－45－b V 39．2× 15．7× 4．5 2．0

P－30 c 『仁研r灯睾
晶也卜4"もロ11.1:晒石I －40－c 石餓 2 1 ） 15 V スクレイパー 71 ．5）×55．0× 14．5 （48．7

T凡

l津 （32．4）× 14．9× 4，8V

珪鷺頁岩3．0） 1118M一. ‘ ･ 杜イア】 46 R－45 a I スクレイパー 24.2）× 16．5× 8．9 (5．0石雛Tq
LU N－43－l V (34. 1）× 18．5× 5．2

珪間頁岩'1．1:唯石 R44石鑑 (3．21 47 V スクレイパー 47．0×30．5×14.0 24．8R－34－a (37．0）×19．7× 6．314 1

'1.Ⅷf石 ,'｣､LHA1ｲ』Q－45 c 22．5×23．2× 17．015 ｲ:i殿 43. 1 ×17．2× 5．2
句F

J．｡ 18
~~~~

クレィパーQ44－c V J J
~ ~ ~

蝋附子』(0．6 里昭石 R-45 d 29．5×23．0× 7．8石鍛 (23.1)×13．9× 2．9 49 I スクレイパー16 O－38－a 4．UV

11':MII1石 50 里Ⅲ〃】R-44-b 石蟻 O44－b V スクレィパー 27．0×29．5× 9．517 （24．9）×10．8× 3．7 (0．8 8．9V

蝿曜石 嬰咄Y】51 Q-45‐a スクレイパー18 石錐 34．9×12．3× 5．0 1 ．9 V 28-0×23．5× 6．0
0 句

I ．』Q41－d V

(2．5 ¥｛暇ｲ』J､I:唯石
戸、

｡盗 ｽクレイパー 9．7石錐 う－44 a V 36．5×30．0× 9．519 M－40 c V (30．0）×12．3× 7．9

2－7） 【畑1,m'｣.I: 111,粁i 読20 石雄 S－43－d 43．3×37．5× 17．0R－45－d V (40．5）×12．0× 7．6 』 スクレイパー
｡U■ロ 鈩

乙も）-0

0.7） I叫曜石 戦BMJ1R43- 【 41．5×40．8× 】4．5 ワ1 ｳ
型』 .と（19．1）× 12．6× 3．9 54 V スクレイノゼー

、’

＆』 R26 d V 石遜

0．7） 霞M11ｲ’M‘LHI,1石
戸
『
Ｊ

Ｐ
Ｒ
蝦 14．9Q－44 d V Xクレイパー 41．5×36．2× 10．0ワワ

ーー I－39－a V 石鉱 (22．0）× 17． 1 × 2．8

唯賀r〔岩08 砿?I頁岩 L－38－d？n~~ P－39－a 石雄 （26.5)× 14．7× 3．0 56 V スクレイバ 53－2×38．7× 11-0 20，2V

0.8） 戦略石石鑑
~~

K45－a V スクレイパー 45．0×36‘O× 8．2
1つ守

上｡．』 めのうL－43－b24 V (27－0）×14．0× 3． 1

イ1 ワ
ILpJ '11 '1ｲf石 Q41‐。 塊I！ ! r, , , 11イ｣ワ貝

些U R43-a V 石艦 （28.8)×15．6× 5．5 58 イパー }1 ．0×21 ．0× 13 9． 1ゾ

里叩石哩曜石 59 R43－a V 11 ,026 石鑑 レィパー 15.0×24．5× 12．5N－32－b V 31．1×14． 1× 4. ］ 1 ．2）

nF,

皇．aﾉ R－43－b イ＃
歯
Ｈ
Ｍ

ｊ
」
■『抑1.1石 60

n句

畠ﾉ Q－27 b 石娠 （34.4）× 18．5× 6．0 スクレイパー (48．5）×（27.()）× 11－0 10，4）V V

(2．2） 里H111打蝶昭石
〆1

口上 スクレイノ 44.0×24－0× 11．3 10．8R31-b ′｣､礫 石鑑 （38．4）× 16．9× 5．2 S－44－a V28

製唯石 K－39－a 珪質r〔岩
公的

U乙 ( 17．0）29 Q－24－c 石蟻
句F

造.ひ レイノく－ (59．0）×（27．6)× 11．0V 46.0× 15．7× 4．4 V

砿価頁岩 珪髄『〔岩S－43 c スクレイノ 36．4）石鍬 63 V (65．0）×36－0× 16－0〕0 S－42－ I V 42． 1 ）× 13．5× 4．5 ｲﾜﾏ、白△リ

IRI:Bf石 P-43-, Ｉ掛
一
日
廿

。

■

垂

①

並

評両面加工
句1

JI S-43 d 石械 (60.5)×35．3× 14．3 21 ．8 64 V (27．3）×19．1 × 5．6 q句1
J．J'V

無llIIイ¥W#祠 R44－b65 V I lllj Iili加工 27．5×35．5× 11 ，5 9-0ｺﾜ
"と 石帖R－43－上 V 24．3）×（22－1）× （8．7〕 (4．4）

出HMｲ』R－43－b ni IfIi加工 19－9石錐 1 .2 V 34.0×40．0×20．0｡②
JJ P 44－t V 23．4× 10．9× 5． 1 hh
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石磁長さ(■､)X稲(皿)X厚さ(、） 亜量(9) 長さ(、)X幅(皿)X厚さ(■､） 皿量(9)図No グリット 層位 器種名 図NO グリッド 層位 器種名石夜

黒色泥岩珪衡頁岩スククイパー (54.8)×32．4× 9 石斧
〆向

of Q-38-（ V 11．4） Q－44－b V 92.0×38．5×16．0 91 ．289

113．0×41．3×14．2剥片 砂質泥岩50．0×13．7× 7．0 黒昭石 石斧68 R-44-b V 5．2 Q－43－c V 119.3）90

緑色泥岩剥片 珪質頁岩 石斧69 P-34-d 53.5×14．0×10．0 V 107.5×43．5×15.0 120.0V 4．2 R－41－c91

緑色泥岩剥片 石斧 117.970 1－31 ． V 63．0×34．0×13．0 19．0 黒HE石 92 R-41-c 120.0×4］ ､5× 15．0V

(68.0)×(42.5)×（14．5） 暗緑色泥岩石斧 (74.7）剥片 黒曜石 Vﾜ1
J上 R44 c V 31.0×35．0× 8.0

Fヘ

｡，』 R－40－d

暗緑色泥塒剥片 石斧 71．5)×(42.5)×（14．5） (76.2）珪蘭頁岩 I7ワ
1写 P-43-〔 V 28．0×36．4× 5．0 5．6 R－45－b94

蛇紋岩石斧剥片 珪繭頁岩 V 111．0×49．5× 17．5 124．8N-39 30．8×39．4× 7．2 N－31－a7町
~dU V 7．4 95

緑色泥岩石斧V 133‘3×44．5×21．5 199.0剥片 61．6×60．2× 8．7 珪質頁岩 96 P45－bO－38－a V 22．474

緑色泥岩イア斧 159.0)×68．2×28.0 (455.0）鼎ﾘ片 黒8M可,． VQ-45 33.5×49.(） × 7．0 97 S－44－，7頁
ロ唖 V 8．7

緑色泥岩石斧 142.0)×57．0×32．0 (424.3）玉 撒撹岩？ R－45－a VR-44-c (17.1)× （9．9)×（17．1
fウ心､

(0.凸ノ 9876 V

(33.2） 緑色泥岩石斧 45．5)×(35．5)×（13．5）石製品？ 撤撹岩？ VR－43－d (29.0)×(32.4)×14．7 (22.4 qq~~ R－43－（77
JI V

緑色泥岩石斧¥1.製品？ 珪岩？ V 14．5×32．5× 13．5 ワ7印
竺00りQ－44－b (45．8)×（34．2）×13．4 (28．2 100 S－43－d78 V

50.0)×(31.0)×(13.5） (22.0） 緑色泥岩緑色泥岩 石斧VR－45－d 石斧 73．0×25．5× 7．5
r句1 鈩

l必上_､ 101 R－43－b79 I

織色泥岩(53.5）緑色泥岩 V 石斧 57．0)×(31．1）×(15．5）Q－39－bR－43 d 石斧 (71．5)×29． ．1×10．0 (37．8 102V細」

緑色泥岩緑色泥岩 打斧石斧 R－44－d V 59．0）×（31 ．5）×（13．5） (36．4）(73．4)×29．5× 7．9 (22．7 10381 Q-43-《 V

緑色泥岩緑色泥岩 石斧 78．5)×(39.5)×（13.0） (58．0）石斧 (85．5）×40．0×14．0 (87．5 104 S－45 a V82 S－43－b V

(70．2） 緑色泥岩締色泥岩 石斧 73．0)×(40．0）×（14．5）V石斧 93.0×30．7×12．5 59．2 105 S－45－dR－41－c V83

打斧 緑色泥岩紳色泥岩 95．4）×（42．4）×（17．0） 【 102－1）(62.9 106 R－42－a VJ 41 b 石斧 84．0×35．0×11．884 V

敲石 溶結縫灰岩129.0×77．0×63．5 441-2緑色泥岩 V石斧 10783．5×35．5× 12．0
戸1 ,

01 .皇 Q－44－c85 S－43－b I

敲石 砂質泥岩緑色泥岩 S-43-d 93．4×34．5×15．0 65．6ゾR-43-d 石斧 93.5×31．3×14‘ (） (67．5 108V86

砂岩砥石 162.0)×(88.0)×(45.0） (46．0）V紳色泥岩石斧 R－43－a87 S－43－《 (66－2）×38． 1 × 16．0 (61 ．4 109ゾ

83．0×149．0×30．0 安山岩擦石V 62．0緑色泥岩R－43－d 石斧 87．0×39．0×11．5 (60.2】 110 S-45-aV88
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1V牛舎川右岸遺跡

4 まとめ

(1) 土器

牛舎川右岸遺跡では既に述べたとお') ，縄文時代早期( I群), 中期(IⅡ群) ,晩期(V群）

続縄文時代（Ⅵ群) ，擦文時代(VII群）の各時代の土器が出土している。本項ではI群IⅡ群．

VI1群について前項の補足を兼ね， 問題点を整理してみたい。

I群

I群a類とした口縁部に貫通孔がめく･る平底土器（図IV-14-1)はO 37-d区で地山の

礫層上面からまとまって出土した。 口縁部から底部まで破片がそろっているが，直接接合する

ことができず，器形を推定し復元したものである。推定復元の結果， 口縁及び底は円形ではな

く ，小判形に近い形を呈するものになった。 この土器とI群b類とした中茶路式土器（図IV

14－3）は火山灰を挟んで層位的にとらえることができた。中茶路式土器は隣接するN-37

c地区で，礫層より上位にある「I幌別黄榿色火山灰｣蕊')層の上面から出土している。

「 |縁部に貫通孔をもつ平底土器は登別市川上B遺跡A地区, C地区, G地区（北埋文1983,

1985, 1986)でも数個体分出土しておi) ．底面にホタテガイの圧痕をもつ暁式系統の土器に関

連するものとみなされ，住吉町式よりも古いと報告されている。

当遺跡の資料をみると， 図IV-14 2の土器は底が張り出し, |司図1の貫通孔をもつ土器と

器形のうえで密接な関係がうかがえる。 また図IV-14-2の土器と同図6に示した内外面に条

痕のある口唇が角形の土器とは出土位置が接近しており， 同時期あるいは接近した時期である

可能性が強い。 このように， 当遺跡で出土した無文・条痕文土器をlグループ・としてとらえた

場合，全体の印象は川上B遺跡例とはやや異なるが，地理的に最も近い類似例であることを勘

案すれば同種のものとするのが妥当であろう。 しかし，編年的位置づけについては縄文時代早

期前半の種々の資料が知られてきた状況であ') ，今後検討して行きたい。

Ⅲ群

III群土器は当遺跡からllrl土した遺物の主体をなすものである。既に述べたように道央部の柏

木川式（大沼1981)に相当するものをA類，道南系のものをB類とし，文様構成から各々細分

した。 また, B類に類似するがB類に含めるには疑問のあるものを便宜的にB'類とした。 これ

らはさらに文様手法， 口唇上の文様， 口唇形態の異同によ'） 34種に細分した。口唇式の文様に

は刺突文， 繩線文， 縄文がある。なお, A類とB類の個体数の比率は約8 : 2である。

A類土器には口縁部に沈線文， 刺突文，隆起帯，縄線文，縄文が施されたものがあるが， 口

唇上には刺突文，繩線文，縄文の施されたものがそれぞれに認められる。 これらの土器は互い

に関連するものとみなされ， A類土器は比較的限定された時期の所産であると考えられる。

また, A類土器とB類土器との間には沈線文，隆起帯，繩線文という文様要素が共通して認

められ, B類土器にも口唇上に縄線文や繩文が施されたものがあることから, A類土器とB類

土器は密接に関連し, B類とした道南系の土器はA類土器に伴う可能性か非常に強いことが看

取できる。

弓司
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このことはⅡI群土器の分布(図Ⅳ-30)からも理解される。ⅡI群土器は発掘区南西隅の40mx

40mの範囲に集中しており,A 1類からA－6類, B類｡B'類は分類ごとに片寄ることな< ,

潭然一体となって分布している。この分布状況については， 当遺跡が扇状地に立地することか

ら河川の氾濫等により遺物が大幅に移動して低地にたまった可能性を考えることもできるが，

土器の接合状況をみると多くは半径5m～10m以内でまとまっており，地形からみても必ず

しもII1I地に集中したものばかりでないことから， 意味のある分布と考えている。

さて,比較的限定された時期の所産と考えられるに至ったIII群の編年的位置づけについては，

道南系の土器であるIII群B類土器と道南地方の土器との対比から導かれるであろう。

隆起帯や縄線文に特徴づけられるIII群B類土器の組成をみると，道南地方の大安在B式（大

沼1981）からノタ．ツプII式（松下他1974)にかけての資料に類例を見出すことができる。 しか

し， ノダップII式には口唇上を磨くものが圧倒的に多いこと，胴部に連続短刻線が施された土

器の出現率が高いことなどから， ⅡI群B類土器とは製作手法，文様構成が異なっている。 III群

B類土器のなかには図1V-21-227･228･229･231のように函館市西股遺跡発掘調査報告書（松

下他1974）第30図4， 第36図4に掲載されている資料と文様構成．胎土が類似するものがあ

る註2)が， ⅡI群B類土器の組成をみたとき， ノダ､ツプII式的な要素も認められるが大安在B式に

相当すると考えるのが妥当と思われる。 このことからⅡI群B類土器の大安在B式の後半期に相

当､する位置づけが考えられる。

ⅡI群B類土器をこのように位置づけた場合, IⅡ群A類 表Ⅳ－7 縄文時代中期の編年
（大沼1981から関係分抜粋）土器もそれに対応する柏木川式のなかでの位置づけを考

盧する必要があるが, III群A－7類のなかにはb'とした

ノタ．ツフ・II式から煉瓦台式に多くみられる短刻線文に類

似する刺突文の施された土器があり，柏木川式のなかで

は比較的新しい段階のものと考えられる。

以上のことから， 当遺跡では北筒式が全く発見されて

いないこともあり， ⅡI群土器は胆振地方西部において北

筒式が出現する前段階の様相を示す一群の土器としてと

らえることができる。

ⅡI群土器は，場合によっては柏木川式の新しい部分に

相当するものとして一型式をなす可能性もあるが， これ

（大沼他1983）でややまとまって出土している他は断片

相当するものとして一型式をなす可能性もあるが， これにｲ:| |当する資料は伊達市南稀府5遺跡

（大沼他1983）でややまとまって出土している他は断片的なものしかなく ，他の柏木川式に相

当する資料も出土例は多いが，量的にまとまったものは限られていて比較材料に乏しく ， 型式

として普遍性をもつものかどうか今のところ‘卜||断できない。

強いて他と比較するならば，江別市萩ケ|川遺跡川土資料によって設定された萩ケ間4式（高

橋他1982）があげられる。萩ケー岡4式は隆起帯上の刻み，沈線文，半裁竹管による刺突文で特

色づけられるもので，道央部において円筒上層式， 天神l｣|式からスムーズに移行した型式と理

－78－
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解されている。 当遺跡のIII群土器と比較すると萩ケ岡4式は沈線文の出現率が高いように見受

けられ， また，隆起帯上の刻みの手法と際立って異なった印象を受ける。両者を比較する場合

当然地域差を考慮しなければならないが，道央部においても恵庭市中島松5遺跡A地点（松谷

1989）では図IV-15-14に示したものと非常によく似た土器が報告されていて， 中島松5遺跡

例と萩ケ岡4式は時間差をもつものと考えられる。 このことから，萩ケ岡4式に含まれるかな

りの部分は、 当遺跡のIII群土器よりも古く位置づけられるように思われる。

次にⅢ群土器の文様組成をみると，表IV 8に示したとおI)A-5類が166個体(約55%)

と最も多く ，次いでA 4類が59佃体（約2()%) , A-2"23個体（約8%) とつづく。すな

わちI 1縁部に地文の縄文しか認められないものが過半数を11iめ，次に縄線文の施されたものが

多くあり， 刺突文や隆起帯等の装飾文様をもつものが少ないという結果が得られた。 この結果

は, A-7類に一括した装飾文様があるllij部の個体数をみても同様であり, III群全体に｢liめる

A－7類の比率は約22％に過ぎない。このことが何を意味するのか,精製と粗製の区別等,種々

考え方があると思われるが，今後他型式の比率を含めて検討して行きたい。 また, A類土器の

なかには隆起帯上にも縄線文が施されている図IV-14-11～13等のように，明らかに大安在B

式の文様を模倣したとみなされる土器があり，両者の関係を考えるうえで興味深い。

表Ⅳ－8 111群土器分類別個体数

種 ｜個体数師 ｜ 個体数 ｜ 類
a l 2 1 A-4計

２

ａ

類類

乱
一

Ａ

種 個体数

59 B－4 １
３
２

４

ａ

‐

ｂ

Ｃ

Ｕｂ A－5 ９
６
２
９
１
９

４

２

５

２~
ａ

‐

ｂ

１

ｂ

Ｃ

‐

．

ｅ

A－l計 6

計

計

計

４
合
，
総

一
類
Ｂ
群

Ｂ

Ｂ

Ⅲ

６
１
３
７

２

９
２

３
８
２

１

A－2 ａ

‐

ｂ

Ｃ

A-251白ロI 23

A－5計A－3 ７
６
１
１

166ａ

‐

ｂ

Ｃ

‐

．

A－6 １
３

ａ
‐
ｂ ３

０
１
６
１
３
２

３

２

A－7 ａ

‐

ｂ

‐

ｂ

Ｃ

‐

．

ｅ

ｆ

１

１
１

言
口
三
回
１
上
○
乙

鋪
畔
匪
医

４

型

４

４

A－3計 15

A－4 １
２
９
１
６

１
１
１
１

ｕ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｅ

B－3 ４
３

ａ
‐
ｂ

B－3計 A－7計 66７
~

VII群

Ⅷ群土器は5個体あり， いずれも白頭l l｣－苫小牧火l 1l灰晴の下から出土した。遺構に伴った

ものはなく ，全て遺物包含層から発見された。

図IV 22 289～291の坏は器形･器而調整から宇部Ⅱll保氏によるII群（宇部1989)の範晴て

とらえられ, 8 11t紀前半のものと考えられる。同図289はやや古くなる可能性もある!"%図Ⅳ-

22-292の甕は坏に1 ､ |且うものか不明であるが， あま')かけ離れた年代のものとは考え難い。

註1） 「幌別黄榿色火lll灰」については本書II-1を参照されたい。 （工藤研治）

縦2）胎土に繊維を含む非常に軽い土器である。北海道開拓記念館収蔵資料を実見した。

副;3）宇部11 '｣保氏のご教示による。
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IV牛舎川右岸遺跡

（2） 石器

今回の調査では総数296点の石器・剥片・石製品が出土した。器種別の石器の分布状況は図

IV-31～34に示したとおりである。各器橦ともに調査区南西隅に分布の集中域が見られる識'))。

この傾向はⅡI群（柏木川式）土器の分布傾向（図IV-30) とも一致していることから， この集

中区域内にある石器の大半はVI群土器(後北C2式）に共伴した図1V-23-2･ 3を除いてIII群

土器に伴うもので､あると考えられる。

ここでは特にⅡI群土器に共伴したと考えられる石器について，本遺跡とほぼ同時期とみられ

るft2)9道南の南茅部町臼尻B遺跡(小笠原1985, 86, 87, 88) ,道東の幕別町猿別C遺跡(石橋・

宮他1983） と，近在の登別市千歳6遺跡（大鳥・瀬川1982） を比鮫して若干検討してみたい。

本遺跡の石器構成比の中で特徴的なことの一つとして，石斧の比率が高く ，石斧を除く礫ｲi

器が少ないことがあげられる。石斧は剥片類を除くと石器の中では最も高い出現率（37.6％）

である。臼尻B遺跡では6.1％，猿別C遺跡では1.9％である。 しかし，石斧製作にかかわる剥

片類も兇当らないことから， 石斧は他所よりもちこまれたものと考えられる。 また千歳6遺跡

においては25．3％で，石器全点数における石斧の占める割合が高いことが指摘されている。

石斧を除く礫石器は， それぞれ1～2点しか出土していない。調査全区域全層（火l ll灰層

を除く）にわたって安山岩の礫が多数混在していた状況のなかで，全く見落としがなかったと

はいえないが，臼尻B遺跡では65.8％談3)を占めており， これに比して本遺跡では，僅かな量で

あるといえよう。一方，柏木川式土器の時期の遺構が検出された美沢10, 11遺跡(北埋文1986,

87）においても同様の傾|句が窺える。本来的に少ないのであろうか。猿別C遺跡では, 1点も

出土していない註4)。

また，本遺跡では、 フレイク・チップ類の量が少ないが， 主に他の場所において石器が製作

されたことを意味するので､あろうか縦5)。

III群土器のｲ|古1体数が約300仙体出土しているのに対して，石器は剥片類を除くと, 131点で土

器の個体数が約2/5の量でしかない。土器の破片数に対する剥片類を含めた石器の比率は2．

5％である。臼尻B遺跡では10.8%,猿別C遺跡では44%に及ぶ。土器に対する石器の比率が

低いのは． この時期の特徴か， または遺跡の性格をしめしているものか， 周辺域の遺跡との詳

細な比較検討がなされなければならないが， イi材産地との距離も要因のひとつであろうと思わ

れる。

石器組成からみた本遺跡ⅡI群土器に伴う石器は,剥片7i器の器種構成においては臼尻B遺跡，

猿別C遺跡，千歳6遺跡出土の石器と基本的には変わらない。 とくに器種構成比においては千

歳6遺跡に近い。 また剥片石器と礫石器の比率では臼尻B遺跡と猿別C遺跡の中間をしめして

いる。 （蔽中 li11司）

註l ) IⅡ群土器に共伴すると考えられる。図IV-31～34枠内の遺物を抽出したが,VI群土器に共伴した石雛(図

1V-23-2, 3)は除いている。 また，石斧の破片は同一個体のものは1個分として扱った。

註2）大淵1981
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註3）森町御幸町遺跡では石斧以外の礫石器が44.8％をしめる。

註4）千歳6遺跡では石斧以外の礫石器が14%(擦石のみでは10%)をしめている。 また，断面三角形の擦ri

が矧刻線文土器群に伴うものと報杵されている。

註5）森町御幸I{｢｢遺跡（藤田編1985)においても，松井氏によって指摘されている。

註6）千歳6遺跡の石器器種別構成グラフの項日にあわせた。 また千歳6遺跡では百分率はしめされていない

が， 円グラーフの角度より求めた。ただし，包含層の石器のみである。臼尻B遺跡では， 1985～88年度の

調在報告害に掲戦された表より，表採, I層の遺物， および石器以外の礫を除いて算出した。

表Ⅳ－9 Ⅲ群土器集中区域内石器組成

合計細片石製品 剥片石槍 石釧 刃器 砥石 敲石 擦石石斧石雛

176
つワ

｡〕イ点 数 23 2 ３ 621 ワQ
~』 1 110 7

構成比l

構成比2

21．0 10035．11.0 0.6 13. ］ 16.5 0.6 1．1 0.6 1.75．7

1001.31.3 29．9 37．6 1.3 2．6 3．913.0 9.1
~

注構成比1は剥片類を含む百分率。構成比2は剥片類を除いた百分率。

表Ⅳ一'0各遺跡の石器組成(註6）

合計点数石棺(2) その他の礫器(7) 合計石錐(3) 刃器(4) 擦石(6)石雛(1) 石斧(5)
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1V牛舎川右岸遺跡
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1V牛舎川右岸遺跡
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図版Ⅳ－2

｜ 調査風景（北から）

2 調杏風景（東から）
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図版W-3

J牌叶醤~ ~

｜ 調杳風景（南から）

3 調査風景（表土除去南西から）

2 調査風景（東から） 4 調査風景（西から）

－91



図版Ⅳ－4

b･ c区沢跡セクション（西から）| H-42

錘

灘

(南から） 32-c区沢跡セクシヨン(北から）2 R-44-a区セクション
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3 0
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4 S-43－d43-.

紫癖
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図版Ⅳ 5

｜ 溝状遺構（近世北東から）

|完掘（南から）3 土曠

2 土曠一｜セクション（近世南から）

§蕊譲鍵灘
5 土曠－2完掘（南東から）

6 土曠（近代北西から）4 土曠－2セクション（近世南東から）
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図版N-6

| H-|完掘（南から）

3 H-|調査風景（南から）

|セクション（西から）2 H
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図版Ⅳ－9
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V稀府川遺跡

1 調査の概要

稀府川遺跡( |H称牛舎川左岸遺跡)は，牛舎川の河口から2.4km程入った，支流稀府川の流

域に所在する。その範囲は広大で，標高80mから110mまでの，稀府川両岸の扇状地に及んで

おり， 第II章第3節に紹介した野田地点や，今回の調査によって判明した旧河川の両岸など，

時期を異にする， いくつかの拠点の存在が認められる。

現況は大部分が畑で，北縁部の一段低い沢地には水H1が造成されている。扇状地を挟む南北

の丘陵上は，牧草地として利用されている所が多い。丘陵斜面の一部や，稀府) | |の河川敷には

林地が残され， カシワやミズナラ， クリ， オニグルミなど堅果のなる樹木をはじめ， タラノキ，

キハダ，サンショなと・の有用種，ヤマブドウ， コクワ，マタタビといった蔓性植物なと’の繁茂

がみられる。河岸のやや開けた部分には， カタクリやエゾエンゴサク， オオウバユリやイチゴ

類， フキやゴボウといった植物が生育し，調査区北縁の放棄された水田跡には， セリやミソ．ソ

バの類が群生していた。 このように遺跡付近には起伏に富んだ地形が展開しており，過去にお

いても多種類の有用な草木に恵まれていたと思われる。地元の人の話では，稀府川にはかって

はマスが湖上したという。 また．遺跡からは噴火湾が一望でき，海からもそう遠くはない。

縦貫道建設に伴う稀府川遺跡の発掘必要範囲は，北端の水l l l部分から稀府川の右岸一帯， さ

らに川を越えた左岸の丘陵裾まで，距離にして300m以上に及んでいる(図V-1)。そのうち

今年度は, 60ラインから66ラインまでの水田部分と, 74ラインから78ラインあたi)の西側半

分， そして81ラインから92ラインに至る左岸の全域を調査し， さらに，試掘調査の未了地区

を対象に， 包蔵地範囲確認のための事前発掘調査を実施した。

本調査の結果，遺構としては縄文後期末葉の竪穴住居跡が3軒(H-1 , 2, 5),晩期後半

の竪穴住居跡が3軒(H-3, 4, 6)検出された。 また，近代の所産と思われるP－lも含

めて， 8基の土渡(P-1～8)が見出され，集石遺構か~ 1基発見された（図V-26)。 さらに，

128カ所に及ぶ焼土の分布も認められた（図V-29)。なお，事前発掘調査に|祭して検出された

樋状遺構は．高圧鉄塔に連結するアースを這わせた，現代の設備で､あることが確認された。

遺構は稀府川の左岸に多く ，右岸には少ない傾向がみられた。特に北端の水田部分では， 包

含層が殆ど) | |原と呼べそうな氾濫原に直接薄くのっており，遺構や遺物の検出は僅かであった。

ここでは段々に，東側を削って西に盛るという，水田造成に伴う改変があり， 削平部では包含

Iﾄｲが破壊されていた。

稀府川の右岸では， 86～87ラインあたりを東西に貫流する， 旧河川の跡が発兄された。縄文

中期後葉から擦文時代には， この川が重要な役割を果たしていたらしく 、 この流路の両岸に竪

穴住居跡などの遺構が集中し、遺物の分布もまた濃密だった。

耕作による包含量への影響は，有珠1 1 1の火山灰の被覆のおかげで，全般に少なかったが，北

二号橋を渡って東へ延びる市道牛舎通')線の下では，道路造成に伴う破壊が認められた。N－

81-d区からM-83-a区にかけては，道路下の包含脳が削平されて殆ど壊滅しており, L-

83-c区からK-85-d区にかけては，側溝なと．の掘削のため， 包含量の一部やH－5なと．の

－111



遺構にも攪乱が及んでいた。

出土遺物には，縄文早期中葉の貝殻文土器の段階から， 繩文各期，続縄文期，擦文期のもの

がある。表V－lのように，土器の川土総点数は22,546点で，縄文後期末葉のIV群c類土器が

最も多く ，全体の過半をlliめる。次いでH兜期後半のV群c－1類， 「'二1期のⅢ群，擦文期のⅥ1群

a類などの順となっている。石器，石ハ．は全部で1,197点得られており，石雛やスクレイパー，

U･Rフレイクの類が圧倒的に多< , ナイフや石錐石斧なと、が少々，擦石や敲石はごく僅か

であった。土製品や石製品も少量あり, H-1からは耳栓が検出されている。 また，開拓期以

降に塵芥として捨てられた陶磁器片，農機具などの鉄製品，石墨，豚や馬の歯や骨， 貝殼片な

ども，耕作土中から若干採集されている。製作年代が江戸時代に遡る銅銭と， その可能性が強

い土面子については， 第3節に報告したが，他は省略した。

稀府川遺跡の層序は，基本的には牛舎11 1右岸遺跡のそれと同一で， 第III章に説明があるとお

りである。 1V層のUs-b火l l 1灰までは重機を導入して除去, V、VIﾊｳが包含層で, VII層の上面

をもって発掘を終了した。図V－5に，調査区のほぼ中央を貫<Nラインの断面実測図を掲げ

たが， ここにみられるように，基本的な層序は同じだが，実際の層堆積はやや複雑で, V･VI

層中には分布域の限られた幾つかの地層が介在している。

第一は，大礫を多量に混在させる，粘質の強い黒～黒褐色土層で，ほぼ88ラインから南の調

査区に分布がみられた。 これは丘陵斜面を流下した土石流と呼べそうな土層で, VI層上部から

V層下部にかけての層準に認められ, H-1 , 2など縄文後期末の堅穴住居跡を覆っていた。

層厚は30cm程で,礫の流~下は| |｣河川の手前約10mでとまっている。土石流の規模はそう大き

くはなかったと推測されるか~，礫の集!''域が幾つか波状に残されてお') ，土石流は何回か繰り

返されたものと思われる。

第二は， 旧河l l lの内外に特有の堆積層で，氾濫に伴う砂礫層と， その間に挟まれた腐植質の

砂泥噌との互層によって構成される。旧河川の開析は縄文中期以前に遡る現象で,0-85区や

表V一｜ 出土遺物一覧
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V稀府川遺跡

P 84区などでは， 旧河床近くの暗灰茶褐色からの薄い砂泥層に，断片的な資料だが，縄文中

期後半と思われる土器片が包含されていた。その上には砂礫屑がのって河床を上昇させ， 川岸

をのりこえた砂礫層は， 自然堤防を発達させている。 さらに，砂泥層と砂礫層の堆積が繰り返

され,K-86区や対岸のL 87区，そして0-85～86区にかけての数カ所で，川縁から続く黒

褐色の砂泥層中に，縄文後期後半の土器片が遺存していた。 また, P～Q 84区の埋積が進ん

だ僅かな凹みには，暗茶褐色の粘質土が薄く堆積し，縄文晩期末から統縄文期の遺物の点在が

みられた。この上には次に述べるB-Tm火l｣l灰が断続的にのり， さらに砂礫が被覆，流路はほ

ぼ閉塞された。

第三は，考古学的な鍵層となる火l 1l灰の存在で，特に白頭山一苫小牧火l11灰(B-Tm)が重

視される。BTmは,V層中に介在するもので，上述した旧河川上の凹みに残存したほか,M

～N-81～83区の一帯，そしてO～P-81～82区あたりと，現河川へと地形が傾斜していく地

区に， 明瞭な分布がみられた。 また, N 88区付近でも, V層上部の黒色土直下に，やや土壌

化が進んだ状態で認められた。

BTm火山灰は擦文時代を新旧に分ける鍵層であり，伊達市有珠善光寺2遺跡（長谷川

1986）や千歳市末広遺跡（田村ほか1981, 1982, 1985),ママチ遺跡（北埋文1987)厚真町共

和遺跡（佐藤ほか1987),松前町札前遺跡（久保ほか1985, 1989)なと、で，住居跡との関係が

追究されている。末広遺跡の類例などを詳細に分析した根本直樹氏は，その降下が10世紀中頃

であったと論証している （根本1985)。

本遺跡でも, B-Tm火山灰を挟んだ上下から擦文
Us－b火山灰

土器が得られており， 図v－2にその模式図を示す。
‘1,1.(色土

批灰褐色細砂礫ﾌ.ロック図は,M-82-c区での土層観察に， 周辺区での遺物
菰茶褐色砂質土 の出土層位をも加味したもので, VⅡ群a類土器は火山
B－Tm火山灰

灰茶褐色士 灰直下に, VII群b類土器は火山灰の上に見出されてい

煎茶褐色粘質土 る。

また，伊達市内の遺跡では，縄文早期から前期にか

’1N褐色粘質土
けての鍵層とな'） うる火山灰の存在が知られている。

－0

議雲雲室IⅣ
~

V

▲~~~~~~~~

cm

－50

W

①重L-G~Ⅶ

★Ⅶ群b敵土器 上坂台地円筒貝塚（名取・ '峰山1954）や若生貝塚（名
ロⅦ群a類土器

図V－2 ▲Ⅶ群c－l敵土器 取・峰山1957)では，縄文前期の貝層中に， 貝殼を紫

白頭山一苫小牧火山灰層模式図 に変色させる， 2枚の赤褐色の火lll灰があl) ,特に注

目されている。赤褐色火1 ll灰は萩原2遺跡(lil*lll ･大島1979)にもみられ， また，北黄金貝塚

の試掘区（峰山・大島1979)では，縄文早期の包含層を二分する， オレンジ色の火山灰が確認

されている。早期の文化層を分ける火山灰は， 第IV章第4節の説明のように，牛舎川右岸遺跡

にも存在する。稀府川遺跡では，黄褐色や赤褐色の不整な火1 l 1灰ブロックが, VI層中に局所的

に混在しており, P-3は黄褐色の火ILI灰を切って構築されていた。 （高橋和樹）
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図Ⅴ- 3　第Ⅴ層上面(us-b下面)の地形と遺構位置図
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V稀府川遺跡

2 遺構

(1) 住居跡

H－1

位置 J 90-b ･ c K-90-a ･ d 南から北へゆるやかに傾斜する地点に位置する。標

高は108.70m～109.10mである。

規模 (5.58m)× (4.73m) 深さ （最大) 0.12m

平面形ほぼ東西を長軸とする長円形

床面積約19．47m2

確認･調査 J-90-b･ c, K-90-a･dの包含層調査中， 第V層上面でほぼ長円形状（約

4.0m×1.2m)の落ち込みを確認する。 この落ち込みの周辺，特にJ-90-b･c,K-91

a ． bの第V層中で土器片が多数出土しており， またK-90 a付近がやや平坦になっている

ことなと．から，遺構の可能性を想定し，調査を行なう。第V層を全体に掘i)下げ, J-90-c,

K-90-dの第VI層上面付近で黄色土が少量混入した暗褐色土がほぼ半内状に， またJ-90-

b, K-90-aの第VI層上面付近で礫の少ない範囲がほぼ半円状に認められた。 これは東西を

長軸とする約5.0m×4.0mの長円形状の輪郭である。東西.南北にそれぞれ小トレンチを設定

し，壁の立ち上がりを確認する。中央部分の黒褐色土を10cmほと掘り下げたところで焼土を

検出する。 この焼土検出面付近を床面と想定し，遺構調査を行なう。

覆土南壁際には少量の黄色土が混入するポロポロした暗褐色土が堆積する。床面直上には焼

土粒や炭化物の混在する粘質の黒褐色土がみられる。覆土は全体に薄い。

床第VI層を浅く掘り込んでつくられている。南から-|上へわずかに傾斜し，北壁側では多量の

礫が露出している。凹凸があり，全体に焼土粒や炭化物が散在し，軟質である。

壁南壁の高さは12cmで，立ち上がりはゆるやかな傾斜である。東．西壁は若干の立ち上が

りが見られるが，北壁は認められない。

炉跡床面の南東寄')に, 0.6m×0.6mの広がりをもつ焼土がある。深さ約1Ocmの掘り込み

をもつ地床炉である。壁，擴底は火熱を受けて|ﾘl褐色化し， 非常に堅くなっている。

付属ピット 柱穴状の小ピッ |､が151Irl検出された。このうちHP-14, 15は床面にあl) ,深さ

は約18cmで直立している。覆土は,HP-14が炭化物･焼土粒が混入する暗褐色土で,HP-

15は黄色土粒・炭化物が混入する黒褐色土である。HP－l～7は浅いⅢl状で，束一北一西の

壁際にある。それぞれの間隔はほぼ60cm～110cmである。覆土は暗褐色土， あるいは暗灰色

土で黄色土粒やUs-bが混入している。HP-8～13は南側壁外70cm～9()cmのところにあ

り，全件に浅いが，住居側に傾いている。覆土はUs bが少量混入するポロポロした暗褐色土

である。

遺物出土状況遺物出土総数は433点である。その内訳は土器なと＄が409点，石器なと,が24点

である。覆土で取り_上げたのは土器片一点で， ほかは床面，焼土II1で取り上げたものである。

－121－



遺物は北東側の床面よl)多く出土している。石器は石錐，石槍，つまみ付きナイフ，石斧片，

石核などが出土してお') ， また土偶片や耳栓も出土している。 これら床面出土の遺物は，住居

使用時の状態を示すものではなく ，住居廃棄後余り時間を経ない問に入り込んだものと考えら

れる。ただ焼土中から出土した土器片は，焼土の下層中からの出土であ') ， 炉使用期間中に入

l)込んだものであろう。

遺物 lは推定口径16.0cmの小型の深鉢である。 I l唇は平坦で， わずかに肥厚している。地

文は斜行繩文で， 口緑下に内側から突瘤文が巡っている。 2は低い高台状の底部をもつ深鉢で

ある。底部径は約8.0cmである。斜行縄文が施されており，斜めの沈線文が見られる。 3は低

い高台状の底部をもつ小型の深鉢で，底部径は約5.0cmである。無文である。 4は口径17.0

cm，器高18.0cm,底部径4.4cm,の小型の深鉢である。水平口縁で斜行縄文を地文とする。

口縁部から胴部上半には半円状，縦方向に沈線文を配し，胴部下半上部と底部付近には沈線文

が数条横環する。浅い揚げ底である。 5は推定口径約27.6cm,連続する小波状口縁の深鉢であ

る。胴部は「〈」状に屈曲する。斜行縄文を地文とし， 口縁下, II1部中ほどにそれぞれ二条の

沈線文を巡らし、 口縁下には内側からの突瘤文がある。 6と12は同一個体である。 6は口唇に

小さな突起をもち， 口縁断面は肥厚する。 「1縁部には繩の端部による押圧痕が二条巡く．る。 12

は底部付近の胴部片で横方向に棒状工具による押し引き痕がある。 7， 8， 9は口縁部片で地

文は斜行繩文である。 7は突瘤文． 8は刺突文， 9は沈線文を配し， 刺突文がある。 10, 11は

胴部ハーで斜行縄文を地文とする。 13， 14は底部片で, 13は浅い揚げ底, 14は一部に斜行繩文が

みられる。 6, 7, 8, 9, 12, 14は床面出土，他は床面と周辺第V層出土の土器片が接合し

ている。すべてIV群c類である。 15は黒曜石製の有茎石雛で，尖頭部が欠損した後に火熱を受

けている。16は珪質頁岩製の有茎ナイフである。茎の下方を打点にした剥片を利用し,薄くなっ

た刃部先端に細かい剥離がみられる。バルブに茎を造りだしているため付け根に厚みが残って

いる。 17～19は黒曜石のRフレイクである。17は火熱を受けている。 18は二辺に細かい剥離が

みられる。 19は円礫の原石面が残っている。20は珪質頁岩の石核である。一部に風化した面を

残しているが，上と横からの打面転移のおこなわれた残核である。21は泥岩製の石斧刃部破片

である。現存部は研磨されている。 22～25は土製1W1で, 22は直径約3cm,厚さ約1.7cmの叫

栓である。表裏が凹み， 中央の貫通孔周囲に同心円が， その外に渦状に配された刻線文と刺突

文とによって装飾されている。 24， 25は土偶の一部と思われる。胎士，焼成が違うので各々別

な11ilil体であろう。 25は縦横斜めに沈線が施されている。これらの石器，土製品は床面出土であ

る。

時期掘')込み面は第V層下層中か第VI層上面と考えられる。床面出土土器の大半がIV群c類

に比定されるものである。 また周辺から出土する土器片=も同時期に比定されるもので，本住居

跡は縄文時代後期末葉のものと考えられる。

本住居跡では柱穴状小ピットが床面より2個，壁際に7個．壁外に6個検出された。床面検

出のHP-14, 15は直立し，やや深< ,主柱穴と思われる。他の13個の小ピットは全体に浅く ，
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1.第Ⅴ層上原十第IV

暗灰色土(粘衝)　3.

4　甲褐色土

灰色土(粘蟹)　6.

土　7.時黄褐色土(求

ている)　8.暗褐色

)　9. ⑧≦暗黄色土

(第VI層)  10.黒褐色土(節

VI層) ll.暗褐色土+少晶の

黄橙色焼土12.褐色土子黄橙

色焼土粒13.明橙色魔王14.

明費橙色焼土15.明褐色土(火

熱を受けて堅い) 16.褐色土手

⑭
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V稀府川遺跡

壁外のものはわずかに住居側に傾いている。小ピットの状態や配置関係などから，二本の主柱

(HP-14, 15)に棟木を架け， それに斜め材を立て掛ける上屋が想定される。

H－2

位置 J-89-c J-90-b標高1()8.70m～108.80mのほぼ平坦地に位置している。

規模 (4.8()m)× (4.80m) 深さ （最大）約0.2m

平面形ほぼ円形か？

床面積推定15.42m2

確認.調査 J-89-cの包含層調査中，第V層を10cmほと掘り下げたところで焼土(HF-

1) を検出する。 またHF 1北側にある攪乱構の南面断面で落ち込みを確認する。 このため

J－89-c, J-90-bの第V層を掘り下げ，遺構検出を行なう。第VI層上面を精査し， ほぼ

円形状の輪郭を確認する。東側は調程区域外のため，全体の輪郭は不明である。第V層中に混

在する多量の礫を除去し，焼土粒と炭化物のまじる暗褐色土を10cmほど掘り下げたところ

で，北西側(HF-2) と中央部束寄りに焼土を検出した。

覆土覆土は全体に薄い。北側は焼土粒と炭化物が混入する粘質の暗褐色土が10cmほど堆積

し，南側にも同質の土が薄く認められた。

床第VI層を掘り込んでつくられている。ほぼ水平であるが，南側が若干高い。全件に大きな

礫が露出し, lul凸がある。床面上には炭化物が多量に散布している。

壁壁の高さは，北壁が約15cm,西壁が約9cm,南壁が約11cmである。立ち上がりはゆる

やかな傾斜である。

炉跡床面の北西寄り (HF-2) と南側(HF-1)に地床炉が検出された。HF-1は0.

46m×0.28mの広がりをもつ焼土で, 10cmほどの掘l)込みがある。壁，城底は火熱を受けて

明榿色化し，堅くなっている。HF-2は0.5m×0.28mの広がりをもつ焼土で，明榿色焼土

が10cmほどの厚さで認められた。明確な掘り込みはみられない。HF 1 , HF-2ともに

焼土の周囲に白然礫が焼土を囲むように見られ，炉戸として利用していたことも考えられる。

付属ピット 柱穴状小ピットは検出されなかった。

遺物出土状況出土遺物総数は45点である。土器片のみで， このうち床面，焼土中からの出土

は18点である。これらはすべてHF-2I測辺とその直上から出土しており，住居廃棄後の短時

間のうちに流れ込んだものと推定される。

遺物 lはl l唇に小突起をもつ| 1縁部片・である。斜行縄文を地文とし，枇走する沈線文， 突瘤

文が施されている。 2， 3， 5は斜行繩文を地文とするll11部片である。 3には沈線文が見られ

5は薄手のものである。 4は縄の端部による抑圧痕がある。 5， 6が床而出土． 2． 3は覆土

からの出土である。 1, 4は覆土出土の破片と|剖辺の第V層下層出土の土器1 '｢が接合したもの

である。これらはすべてIV群c類である。

時期掘')込み面は第VIgl呈面である。床面， 焼土中出土の土器はIV群c類に比定されるもの

1，ワ

ー上ムイー



、
撹
乱

Ｃ
一

瀞 ､
p8．79

鰯
“108

i象千.ノ

瀞

且一一一一一‐

10860

108．65

＝

久一~」

ノ
’

６８。
，
Ｉ
Ｊ
Ｉ

0 0．5 1m
1 1 ， 1 1 1

10日‘64

礫~伽’ 撫蕊焼土

ｂ
’'08．90mｑ

’

脅

。~109．00mC
~~

一武繍‘蕊鯵 水道管

ｆ
’'09．00me

謬溌鰯灘鰯謬溺謬謬灘鯵鯵 水道管

図V-9 H-2実測図

－128－



V稀府川遺跡

である。 また周辺から出土の土器も同時期のものであり，本住居跡は縄文時代後期末葉のもの

と考えられる。

本住居跡で目を引くのは，床面に大きな礫が多く露出していることである。腰をかけるには

それなりの利用価値はあるとはいえ， 身体を横たえることは不可能に近い状態を示している。

柱穴状小ピットが検出されなかったこととも考え合わせると， ごくごく短時間の生活の場で

あったのかも知れない。

層位 1．暗褐色土（第V層下層， ポロポロしている） 2．暗黄褐色土 3．暗褐色土十焼

土粒 4．暗褐色土聿少量の焼土粒 5．②＋少量の焼土粒十少量の炭化物 6．黄褐色土

7．褐色土（ボソボソし，焼土粒と炭化物が少量混入する） 8．暗褐色土辛暗黄色土（軟質）

9． 明榿色焼土（ややポロポロしている) 10．明榿色土（火熱を受けて赤化し，堅い）

l1.黒褐色土（第VI層，粘質) 12.暗黄色焼土十⑪

i"
､奄奄･q

l－

蕊蕊＝~f ･ 号

蕊誌潭.惹譲雫無鳥・

蟻蕊鶴
蕊

織乢蕊 10m

二
Ｏ
一

図V-IO H-2出土遺物(土器）

H－3

位置O-87-c ･ d O 88 a･d 沢地形と緩傾斜地に挟まれた平坦地に位置している。

標高はほぼ105.50mである。

規模 （約7．0m)× （約5.0m) 深さ （最大）約0.14m

平面形ほほ北西一南東を長軸とする長円形か？

床面積堆定23.00m2

確認･調査O-88-aの包含層調査中，第V層を1Ocm～15cmほど掘り下げたところ， 多量

の礫の間に3個の角礫に囲まれた焼土を検出する。 このためO-87-c･dの第V層を掘l)下

げ’遺構検出を行なう。第VI層上面を精査し，半円状の落ち込みの輪郭を確認する。O-88-

a ． bの南側は水道管埋設の際掘削を受け輪郭などは不明である。焼土検出面を床面として，

北壁の立ち上がl)を確認しつつ調査を行なう。
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覆土覆土は暗茶褐色土十暗黄色土のポロポロした土を主体に，全体に混じり合った汚れた土

が薄く堆積している。

床第VI層を掘り込んでつくられている。床面上には炭化物が少量散布しておi),東側には小
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V稀府川遺跡

範囲に焼土粒のまとまりがみられた。南から北へ若干傾斜している。礫が露出し，凹凸がある。

壁北壁の高さは約14cmで，立ち上がりはゆるやかな傾斜である。他の壁は不明である。

炉跡床面中央部やや北寄')に石組み炉が検出された。 4個の炉石をもち.約0.5m×0.5mの

ほぼ正方形状である。南側の炉石は抜き取られていた。東，北側の炉石は周辺に見られる角礫

をそのまま用い，西側の炉石は丸味のある礫を割ったものが用いられている。炉石に囲まれた

0.42m×0.30mの範囲には10cmほどの厚さに暗榿色焼土が堆積し， その上には炭化物を多

量に混入した暗褐色土が2cm～3cmほど堆積していた。石組みは全体に小振りであるが，て

いねいにつくられている。

付属ピット 柱穴状小ピットは12個検出された。HP-2～5は壁にあり，内側に傾いている。

HP-1 , 6, 7は内側に傾き, HP-2～5の延長上に位置するものと考えられる。 またH

P 8～12は床面にあl) ,浅い皿状のものである。

遺物出土状況床面焼土，覆土から遺物は出土していない。

時期掘り込み面は不明である。周辺の第v層からはv群c－1類に比定される土器が多く出

土していることなどから，本住居跡は縄文時代晩期末葉のものと考えられる。

本住居跡は石組み炉がていねいにつくられているが，住居の掘り込みは全体に浅く ， また床

面には多量の礫が露出しているなと・アンバランスな感じを受ける。 また床面で検出された柱穴

状小ピットも8cm～18cmと非常に浅いものである。一時的な生活の場であろうか。全体像は

不明であるが，柱穴状'1､ピットの位置関係， 間隔などから5本柱に斜め材を立て掛けるような

上屋が想定される。

層位 l.暗茶灰色土 2．暗茶褐色土手灰色土 3.暗茶褐色土十暗黄色土 4.黒茶色土

5．暗茶褐色土十少量の暗黄色土 6．暗褐色土 7．⑮＋炭化物 8．暗榿色焼土 9．褐

色土（第VI層) 10．暗褐色土（粘質) 11.黒色土十黄色土 12.淡褐色地（粘質) 13.

黒色土（軟質） 14．⑨＋黄色土 15．暗褐色土（ポロポロしている） 16．暗茶褐色土（や

や粘質） 17．褐色土（焼土粒を混入） 18．⑨＋灰色土 19．暗黄色粘質土 20．暗褐色

土21.褐色土（軟質，黄色土混入）

H－4

位置N-87-b･ c O-87-a･ d 沢地形のすぐ･南側の平t｢,地に位置している。標高は

105.50mである。

規模4.87m×4.14m深さ （最大) 0.22m

平面形北西南東を長軸とする隅丸長方形

床面積14.25m2

確認・調査N-87 b． c, O-87-a ･ dの包含層調査中， 第1V層(Us-b層） を除去し
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V稀府川遺跡

た時点で, 5.0m×4,0mほどの長円形状の浅い凹みが見られた。この凹みの第V層中で遺物が

多数出土したことから，遺構検出を行ないつつ掘り下げる。その結果， 第VI層上面付近でほぼ

長方形状の落ち込みの輪郭が確認された。床面，壁などを確認しつつ遺構調査を行なう。周辺

に風倒木痕がいくつかあり，北，西壁の立ち上がりは部分的に確認することができたが，他は

あま')明確ではない。

覆土第Ⅵ層の褐色土と暗黄色土の混じり合った汚れた土が20cmほど堆積している。軟質で

礫が多量に混入している。

床第VI層を掘り込んでつくられている。ほぼ平坦で，堅い。南側は多量の礫が露出し，若干

高くなっている。

壁東・南壁は風倒木痕のため不明確である。西壁は第VI層中にある黄色火1 11灰を切ってつく

られている。壁の高さは約20cmで，立ち上がりは急傾斜である。北壁の高ざは14cmほどで，

立ち上がりはゆるやかな傾斜である。

炉跡焼土は検出されていない。

付属ピット 柱穴状小ピットは壁外20cm～40cmのところに6個検出された。全体に浅いが，

ほぼ住居側に傾いている。覆土は粘質の黒褐色土である。

遺物出土状況遺物出土総数は45点である。これらはすべて土器片で，覆土中から出土したも

のである｡

遺物 1は薄手の胴部破片で，浅く細い沈線文が弧状に施されている。 2は胴部破片で縦走繩

文が施されている。 3は浅い上げ底の底部片で，底部まで縦走縄文が施されている。

時期掘り込み面は第V層中である。覆土中，覆土直上の第V層および周辺出土の土器はV群

C 1類に比定されるものであることから,本住居跡は縄文時代晩期末葉のものと考えられる。

全体に風倒木痕の影響を受けており，輪郭なども不明確である。焼土も検出されていないこ

となどから，単なる凹地であった可能性もある。ただ周辺から遺物が多量に出土しており，柱

穴状小ピ‘ソトも検出されていることから住居跡状遺構として事実記載する。今後このような類

例の検出をまって検討することとしたい。

"l｡ @蕊三発熱－1
s師

図V-|3 H-4出土遺物(土器）

層位 1．褐色士（ポロポロしている） 2．褐色土手暗黄色土 3．暗茶褐色土手暗黄色土

4．黄褐色土早暗黄色士 5．黒茶色士聿暗黄色士 6．淡褐色土羊暗黄色土 7．茶褐色土手

暗黄色土 8．暗褐色土十暗黄色土 9．淡茶褐色土手暗黄色土（ブロック状) 10.淡茶褐

色土芋暗黄色土 11.淡褐色土十暗黄色土 12.暗褐色土手多量の暗黄色土 13.褐色土十少

量の黄色土(粘質） 14．淡褐色土革少量の黄色土 15．淡灰褐色土十暗黄色土 16．黒色土十

暗黄色土 17.褐色土十暗黄色土 18.淡灰褐色土手暗黄色土十灰色士 19.黒色士
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H－5Ⅱ

位置 J 85-c J-86-b K-85-d K-86-a 沢地形に挟まれたやや商くなった

ところに位置している。標高は107.00m～107.40mである。

規模 (4.80m)× (3.30m) (推定） 深さ （最大) 0.14m

平面形北西一南東を長軸とする隅丸長方形か？

床面積推定11.65m2

確認･調査K-85-dの包含層調査中， 白頭山火山灰下の暗褐色土（粘質） を1Ocm～15cm

ほど掘り下げたところ， 第VI層中の砂質土上面で土器が一括出土する。 またこの一捕出土土器

の北側の同一砂質土_上で焼土を検出し， 火熱を受け赤色化した砂質土を2カ所確認する。 この

ためJ-85-c, J-86 bの白頭山火l l 1灰を除去し，暗褐色土（粘質）上面で遺構検出を行

う。 この結果，現道によって削平された部分以外(J-86 b, K-86-a)で隅丸長方形状

の落ち込みを確認することができた。 しかしながら大半は現道によl)削平を受けているため，

全体の輪郭は不明確である。

覆土覆土は全体に薄い。淡褐色土(粘質)＋少量の暗黄色土十炭化物の混じり合った汚れた土

が薄く堆積している。

床第VI層を浅く掘り込んでつくられている。床面は第Ⅵ層の暗褐灰色細砂屑上｢mである。ほ

ほ平担で堅い。

壁東，南壁の一部が確認されているだけである。壁の高さは1Ocm～14cmで，立ち上がりは

ゆるやかな傾斜である。

炉跡床面はほぼ中央部に地床炉が検出された。 0.78m×().72mの円形状の範囲に褐色土(粘

質)＋焼土粒の土が2cm～3cmほど堆積している。その下は1.14m×0.72mの範囲で火熱

を受け赤色化した砂質土が見られた。 この焼土を囲むように数個の礫が認められた。石組み炉

の可能性も考えられる。この焼土の南東側に火熱を受けて赤榿色化した径40cmほと．の広がり

を2カ所検出する。

付属ピット 柱穴状小ピッ |､は11個検出された。壁際に6個，壁外に5個である。このうちH

P－6は深さ約13cmで直立している。他は浅い皿状のものである。覆土は淡褐色土（砂質）

のものと暗褐色土（粘質）のものとがある。

遺物出土状況遺物出土総数は166点である。その'刈訳は土器が155点，石器なとゞが11 ,I,I,(であ

る。このうち床面，焼土中として取り上げたのは土器が88点で，石器などが8点である。遺物

は床面上に散らばった状態で出土している。南東コーナー壁際からは， 内面を上に向けた状態

の土器が一括出土している。 これは住居廃棄時に投棄されたものであろうか。

遺物 lは口縁がわずかに波状を呈する深鉢である。推定｢I径3()cmo斜行繩文を地文とし, l l

縁下に内側からの突瘤文が巡る。胴部下半部には焼成前に開けられたと思われる刺突文が兄ら

れる。 2と4はI同｣一個体である。低い貼り付け高台のある鉢である。底部径8.0cm～8.50cm・

川部上半部には斜行縄文を施文する。沈線文を配し, 1 l緑下には突惚文， 爪形文, |ﾙi1部中ほど
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V稀府川遺跡

e lOTlOm eダ

豫辨

暗榿色焼土(細砂）

暗褐灰色細砂

HP－8

lO7IZ
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図V-|4 H-5実測図
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には爪形文が巡っている。 また貼瘤文が2個見られる。胴部下半は無文である。 3は斜行縄文

を地文とし，沈線文， 突瘤文が施された| 1縁部破片である。 5， 6， 7はllilil部破片でともに斜

行縄文を地文とする。 5は沈線文， 同心円状の貼瘤文， 6は沈線文， 7は爪形文が施されてい

る。 1は覆土出土の土器片と周辺第V層出土の土器片が接合している。 2， 4は床面出土の一

ｹi則|土土器， 3は床面出土， 5， 6は焼土からの出土， 6は覆土出土である。 8． 9はUフレ

イクである。 8は剥片の下辺を使用している。 9は下辺と一側辺を使用している。

時期掘I)込み面は明瞭でないが， 白頭1ll火山灰直下と考えられる。床面，焼土中出土の土器

は第IV群c類に比定されるものである。 また周辺からも同時期に比定されるものが多数出土し

ていることから，本住居跡は縄文時代後期末葉から晩期初頭のものと考えられる。

傭霧琴胃幕蕊W
,告ﾆｰ － －－ ．坐･ も:

篭鰯

恥･う漆4，．準:．:－
隆玖 〃 ‘'･ず．.畠'君汚繊
f － tP'･グー一 ･ ･ ,〃," ¥
､ 』 , , ﾉ ﾛ

溌羅¥‘"琴
認#塗多、
｡､ ｡ 里 ･ｰ■

~~

蕊 '1

１
１

」

零喜塁舞翰琴

．
’
Ｊ
・
〆
・
浄

Ｔ
ｐ
ｑ
ｏ
マ
・

寺

ｑ

釘

．

．
’
．
４
斗
ひ
仏

ｒ、

・
〆
糾
塚

皇
イ

』

一

織

恥

幸

ｊ

Ｊ

『

Ｐ

１

噂

』

可

I 早

少

声

７

Ｉ

‐
~~

6
鐸零訟 ~

鐸識瀞＃
鐵蕊
E､

｡ ]

~P､ん,';討好' - ,. 発f: :‘さ・ ・I.-率! ;J ;, 号 子 j

~:~-承溌詮
画 rr p F

･ ﾛﾙ ﾛ '41

ﾙ､{,認." ,』;：

畠

欝
蝉I

､

、 ／

／

、
＝

5cm
， ! I

0ｍ《
』
（
Ｕ
Ｉ

１〔
Ｕ
Ⅱ

図V-15 H－5出土遺物(土器・石器）

－136－



V稀府川遺跡

柱穴状小ピットは浅く ，特に床面で検出されたものはしっかり掘り込まれた状態のものでは

ない。 また小ピットの位置関係からHP-7を主柱とし， これに斜め材を立て掛ける簡単な上

屋が想定される。 これらからみて，一時的な生活の場として使用されたものであろう。

（和泉田毅）

H－6

位置K-85-b･ c 現稀府川と旧河川に挟まれた微高地に位置する。標高は106.52m

~106.80mである。

規模3．20m(最大4.76m)×3.20m深さ0.50m

平面形東南東に張り出しを有する隅丸方形

床面積7.84m2

確認・調査K-85-b･ cの第V層包含層調査時，細長い張り出しを有する隅丸方形に黒灰

褐色土の落ち込みを確認。 4分割して掘り下げた。

覆土竪穴の東側床面に薄く堆積している暗灰褐色土が，張')出し部分では中位まで堆積して

いる。覆土の中位に黄褐色砂質土があり， また覆土に含まれる中～大礫は周囲に少ないことな

ど， 河の氾濫による流れ込みで張り出し部分から急速に埋まったものと推定される。

床床面は第VI層を掘り込み黄褐色砂質土上面である。ほぼ平担だが南西コーナーに付属ピッ

ト (1.20m×0.74m深さ0.25m)が掘り込まれている。 このピットの覆土から約20点の角

礫と1点の土器を検出した。

壁南と西側の壁は中・小礫を多く含む褐色土，北側はやや砂質の暗褐色土まで掘り込まれ，

急傾斜で立ち上がる。張り出し部分は外illlが高く緩い傾斜がある。

炉跡検出されなかった。

付属ピット 南西コーナーの付属ピッ |､の他には柱穴状小ピッ1､が9個検lllされた。竪穴の南

壁際と北西コーナーに各111i'ilあl) ,共に浅い皿状のものである。竪穴のIMmにみられる柱穴状

小ピットはコーナーの外に各’個と北側の壁外に1個、張り出し部コーナーの外に各1個検出

した。竪穴周囲の5個は浅いが，やや中央に傾いている。他の2個は浅い皿状である。

遺物出土状況南西コーナーの付属ピット覆土から土器片1点， 同上部の床面と同レベルに土

器が一括して28点とその周囲北側の床面に2点，南東壁際に1点の土器が出土している。北側

壁際の覆土から19点の土器が一括出土，他に覆土からは土器67点, Uフレイク1点， フレイ

ク・チップ2点が出土した。

遺物 ’は連続する小波状I 1", 2は波状口縁の鉢である。 ともに斜行繩文を地文とし， 口縁

下に|ﾉ111111からの突ﾘ關文が巡る。 3は無文の口縁部ハ･である。 4は「＜」状に屈曲するll'il部片で

ある。上半部にはへう状工具による押し引き痕が二条巡り，下半部は縦走繩文が施されている。

5は径約6.5cmの貼り付け高台である。端部は張り出している。 6は薄手で小型の深鉢であ

る。現存最大径15.0cm,現存器高10.9cm,底部径6.5cm･器面全体に縦走縄文が施されて

いる。平底である。 6は床面出土，他は覆土出土である。 3， 4と6はV群c－1類，他は1V
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群c類である。 7はUフレイクである。縦長剥片を用い、 その下辺と一側辺に浅く細かな剥離

調整がみられる。 （谷島由貴）

時期床面出土の土器，住居跡の形態的な面から見ると本住居跡は縄文時代晩期のものと考え

られる。

層位 1．灰黄褐色土 2．黒灰褐色土 3．褐色土 4．黄褐色砂質土 5．黒茶色土 6．

黄褐色土 7．暗黄褐色土 8．暗褐色土 9．木の根痕 10.灰黄色土 11.暗灰褐色土 12.

灰黄褐色土 13．暗灰黄褐色土 14.暗灰褐色土 15．明黄褐色土 16.暗茶褐色土 17.黒

褐色土 18．攪乱 19.褐色砂質土

３

劃

罰
~
~
講
鱒
~
・
一
テ
西
、
ｒ
ｆ
凸

杢

都

糾

卸

寺

．

．

令

己

《

寺

６
．
叩
〃

・
守
可
ｑ
ｄ
Ｆ

熱

一

~

｜

卑

溌

》

》

，

雑

~

露

：

点

~

椥

~

群

晦

劣

学

監

■

町

も

、

◇

グ

ー

『

ダ
坊
・
卯
４
斗
。
γ
，
．
．
。
，
Ｊ
守
守

催

￥

：

占

壯

“

巴

‐

品

Ｆ

ｒ

令

比

瀦

ｂ

ｂ

卜

竃

ぞ

。

、

．

ロ

マ

Ｐ

鰯蘇需
‘さ- 合･ｲ ．匙。 ： ’ : ~ ･ ~ .§

寺 全

〃.／~ ~

戸

へ

ﾉ] ･ざ ・ 〆.〃
■ q ◇ ,● 凸 ■T●

~ ~ ~ ~ ~ダニ" ｡ L~~ ~ ~ ~0 戸 ﾀ〆 申

学."‘写>‘ ､写二 ，錆

0 10･11

一一

I

ｌ
〃
〃
梨

ノ I

ｍＣ５
１

Ｏ
」10cm。

図V-|6 H-6出土遺物(土器・石器）

－138－



68T

:雌富川I却馳　A

囲幅葦9-H LI-A図

i u06 9°I

● I 〇一 乙 白���3c��2�2��闔ｨ耳耳爾ﾒ簫ﾙ?�耳爾����∴ ∴ ∴ 

三善.∵｢._∵. ･!.:T,:.:.. 亂ﾖh�2ﾒﾆ��

一g〇 ･uuc4-90duIel 

i-dHI 

ヽtB'eoi.,↓u°C.90Il 

函塞星雲墨墨 
% 

",%､,一一一一＼＼′濠,e一言≦整 

∠=ゝ_ .uW°6`90i / で全くo/ ee く遥法王 I°uOe"90〇 一二 池ﾈ�����x�-g''陳ﾂ簫$汀�ﾂ$�����jCｦ停ﾂﾂﾂ�����'�����+�VX爾ﾈ;��R�
Jt 

-ce-:9No..㌫'`cr-..."/擬.Jk: 

`9｡'.W,,､高zL.らOS'土多u''"9 淑-I-♂ ミo｣,eoI. 佗j6柳｢�ﾂ��ｶ�.�%"�

臆臆臆臆臆のこ貫〇°こ ��ｸ�ｴ2s柳��o/QgO単三,..,,,,,,I 

),d0089°IdH∃ 〇一 



稀府川遺跡～

(2)土塘

P－1

層位 l.Us-b革③ 2．Us-b手③ 3．黒禍色

土 4．暗茶灰色土 5．④羊⑥ 6．黄色粘土

7． 明茶黄色土 8．⑥羊⑨ 9．⑩羊④10.

茶灰色土 11.⑫手⑨＋少量の⑭ 12．暗榿色土

13.O+~14.炭化物

L-65-c,M-65-do標高97.60m

の平扣地に位置する。平面形は一辺約1．6

mの隅丸方形で，深さは約20cmである。

塘底から10cmff_上には炭化物を覆うよ

うに黄色粘土が厚く堆積する。擴底，壁は

火熱を受け，堅く赤榿色化している。南壁

際で生焼けの棒状木片が検川されてお') ，

炭焼き跡と考えられる。第1V層を切って掘

')込まれており， 開拓期以降のものである
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P-2 ｡|P－2

層位 1.第1W 2. Us-b (第1V層) 3．黒

褐色土（第V層） 4．暗茶褐色土（粘質， 少量

の炭化物を含む） 5．茶褐色土（微少の炭化物 c
を含む） 6．褐色土(微少の炭化物を含む） 7．

暗茶禍色士(少量の⑥が混入） 8．暗褐色上(炭

化物を多量に含む） 9．暗黄褐色土（少+,!ﾆの炭

化物を含む) 10. 第VIE

N-75-d,N-76-aに位置し,第V層

直下で確認された。平面形は楕円形で，確 c
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認面での規模は1.76×0.99m,深さは0.40

mを測る。曠底miは， 第V1I(ｲ中に掘り込まれ

平扣である。壁は．南西側が一部緩いほかは，半ﾅﾛ. ~L,あゐ。壁は， 南四1川か一首|>祓いIまか'1，
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P－2実測図図V-19

比較的急な立ち｣二かりをする。出土進物は， 穫土|ﾉ1

から大'1､の礫が25点ほど検出されたのみである。時 p－

期， ′|‘/|皇格は不明。

P－3

層位 1 ．暗茶褐色土（粘質） 2．暗黄褐色士（①＋|幌別黄榿色火 9－一

山灰） 3．黒褐色土（黒色土十微少の幌別黄榿色火lll灰) 4.茶

褐色土 5．茶褐色士 6. "V11"

O-76 dのV噌中で確忍され, |晩別黄榿色火山灰を
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堅く締まっている。壁は，北東一南西壁が垂直に近く ，北

ｍＣ
〈
Ｕ
－
Ｏ
ｌ

Ｏ

Ｉ

ｌ

図V-20 P-3実測図
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.|＝争一
西一南東壁か若干傾斜する。遺物は，床面近くから礫が2

点出土したのみである。時期，性格は不明。

P-4

層位 1．暗茶褐色土（粘質，微少の炭化物を含む） 2．黒褐

色士（炭化屑） 3．茶褐色土（微少の炭化物を含む） 4． 第

VIM

N-77-cの第VI層中で確認した。床面は平担で堅い

が， 南側の一部が攪乱を受けている。壁の立ち上がりは，

南西壁以外傾斜が緩い。遺物は出土していない。時期,性

格は不明。

P－4

.’

E
O

－Q m
O

○
一
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－
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斗

ｍ

く
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Ｕ

５
２
０

q 102．50m b

…，ⅢⅡ｡,”

図V-21 P-4実測図
P－5

層位 l. 明黄褐色土 2.黄褐色土 3.暗黄褐色土

4．暗灰褐色土 5．灰褐色土

N－77-c,標高1()2.77m～102.70mの平扣地に位置

する。平面形は1.0m×0_98mの円形である。断面形は塘

底の南側に低く傾斜し，壁は急傾斜で立ち上がる鍋底状を

呈する｡擴底の東側から壁にかけて礫が4点出土し，掘'）

込みはそこで止まっている。検出面は第VI層中で，掘I)込

み面は第VI屑上面から中にかけてと推定される。擴底は第

Ⅷ屑上面に達する。擴底から検出面までの最大深は約3(）

cmである。覆土は第VI層中の明黄褐色土が中央部で縦位

にあり， その南側に明黄褐色土と褐色土が混ざ')汚れたよ

うな粒状の土が斜め方向にみられ、埋め戻されたと考えら

れる。遺物は検出していないが， 周囲から出土している遺

物及び層位から縄文時代中期又は後期と推定される。

7P－5

具~‐ Ｅ
○
の
。
Ｎ
○
一

～｡

｡’
｡’

－且'02．80mｑ
’

O “cm
I 」 l I K I

図V-22 P-5実測図

P－6

層位 1．第VIW 2.暗褐色土 3.灰褐色土 4．黒褐色土 5.

暗灰褐色土 6．灰黄褐色土 7．褐色土（第VI層) 8．茶褐色

土（第VⅡ層） P一

１
…

M-76-c,標高102.53m～102.48mの平担地に位

置する。平面形は0.76m×0.69mのやや不整な｢1]形｡断

Im形は塘底の西側にやや低く傾斜し，壁は垂直に立ち上

が')鍋底状を呈する。掘|)込み面は第VI層上面にある。

峨底は第ⅥI〃1を7cInf,W|)込み, M1 1からの深さは約

30cmである。覆土は黒褐色土と第VI層の褐色土が混ざ

りやや粘質である。遺物は検出していないが周囲からIV

群b類土器が， その~下位からⅢ群土器が出土しているこ

0

.’
'02.BOmｑ

’ 一一且

~9 1 1 , ! 5IOcm

P－6実測図図V-33
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V稀府l1 1遺跡

となと・から，時期は繩文時代後期と推定され る。

P-7

.’P－7

層位 1．第1層 2.~+Us.b+@ 3．①革⑪

4．①＋ごく少量の⑪5．⑪革少量のUs-b十少量

の①＋少量の炭化物 6． Us-b 7.淡褐色土十微

量の黄色土粒十少量の炭化物 8．⑪手淡褐色土

9．⑪＋淡褐色土十少量の炭化物 10．⑪革淡褐色

土11．黄色土（第VI層） ~~

を謬衿
__~r

－－－ －一 ~ノ

〆〆

蒻
Ｅ
○
の
．
“
。
’

N-75－do標高102.40mのほほ､平担地

に位置する。平面形は1.6m×l.3mの隅丸

長方形で，深さ （最大）は約28cmである。

耕作土を除去して検出する。覆土は黄色土十

淡褐色土で，炭化物を多く混入する層と少量

の部分とか~ある。遺物は出土していない。掘

')込み面は第v層中と思われる。時期，性格

なと・は不明であり，風倒木痕の可能性も考え

られる。

。

ノ
Ｊ
Ｉ
－
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｊ ～．．"〃

I

｜ 皇

ノ

髪
皇

.’
－

－
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１

ｍ

ロ

（

〕

６２０ Ｐ
ｐＣ

ｌ
~

諺､ ~ ~ ~ ~雫”
P－8

層位 1．褐色土（炭化物まじり）

①辛灰黄色土（粘質）

7実測図図V-24 P-
2．灰黄色土羊① 3

~隼‐O-75-bo標高101.23m～101.32mのほぼ平

担地に位置する。平面形は1.30m×0.37mの溝状

のものである。長軸方向の断面は浅い皿状である。

短軸方向の中央部分の壁は急傾斜で立ち上がり，壁

高は約25cmである。検出面は第1V層上面で，掘り

込み面は不明である。覆土は灰黄色土十褐色土で，

全体にボ､ノボソしているが,下層はやや粘質である。

擴底壁はしつか'）している。Tピットの可能性も

考えられたがはっきりしなかった。時期，性格など

は不明である。 （和泉田毅・谷島由貴・森岡健治）

(3) 集石遺構（図V-26)

層位 1．褐色土（砂質2～6cmの小礫と20cm

質礫を若干混入） 3．黒色士（砂質） 4．青灰

褐色士（若干砂を含む） 7．暗褐色土（砂．礫を~

胄位 1．褐色土（砂質2～6cmの小礫と20cm

1

Ｅ
○
の
二
９

｡’q 101．60m b

O 50cm
l l l l l l

P－8実測図図V-25

前後の礫を多量に含む) 2．褐色土（砂

質，礫を若干混入） 3．黒色士（砂質） 4．青灰色土（砂質） 5．灰褐色土（砂質） 6．

喝色士（若干砂を含む） 7．暗褐色土（砂，礫を含む）

本遺構は，土壌などの構造をともなわないが，調査区内のいたるところで出土する単体の礫

とは出土状況が異なり， 人為的に配された礫の集合として判断されたものである。
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確認された地区はJ-85-a･b区で, VI層の調査中に大型の礫(1～22)が立った状態で

検出され， さらにその下面から小礫が密集して出土した。当初，石組炉，あるいはス|､－ンサー

クルの可能性も考えられたが，特定することはできず，集石遺構とした。平面形は， 北側に大

型の不規則な礫が散乱しているため明確ではないが, ﾉl､礫のあり方から長楕円形と推察される。

規模は，長刺Iが約4m,短軸が最大2.8mで,並行して立っている大型礫の間は1.2mを測る。

1～22のうち． 13～16は若干浮いた状態で検出されていることよl) ,本来はこれらも1iえ行して

配されていたものと考えられる。 また，礫の形状，大きさは不揃いであるが．破片は少なく ，

重な'）も見られない。小礫の大きさは， 2～5cmのものが多< ,堆積の厚さも第1層の上面に

わずかに確認されただけである。集石の下面には1砂質の褐色士（第1 ． 2層） と黒色土（第

3層）が集ｲiと同様の平面形で硴認されたが，浅い|Ⅲ状の落ち込みとなってお|) ，土脳として

は認定できなかった。また，集石下の第1～6層は，北側を流れる稀府川の氾濫による砂l{ｲで，

基本層序の第VI層であることがﾄl1明した。出土遺物は，集石下の北西付近から縄文晩期の土器

片が出土しているが，本遺構にともなうものかと．うかは不明である。 （森岡健治）

図V-27は，集ｲi遺構の北西付近に散在していた約30片の土器片から復元されたV群c－

1類土器で， 口縁から体部のほぼ半周，底部ではほぼ全周が現存している。肩部が幾分張りIII

すが，全体的にはほほ直状に大きく開く鉢形を呈する。底面はやや丸味を,帯び， 周縁部が少し

浮く。 口縁には2頂一対の突起が配され， 口緑直下と頚部無文帯下の肩部には短刻線が加えら

れている。その下には幅広の平行沈線文が3条みられる。 口縁内側をめぐる沈線は突起下では

三角状に入り組み， その下の張り出し部には短刻線が加えられている。 （商橋和樹）

（4）焼土

焼土は調査区のほぼ全域から検出され，全部で128カ所を数えた（図V-29)。近接す~る数化｜

の焼土を一つの番号の下にまとめたケースもあるが，個々の規模などは，一覧表に分'i刺してIﾘl

記した(表V－3～8）。なかには人為的な所産ではない焼土うゞロックが含まれている~ﾛ｣能'|ﾉ|ﾐも

あるが， はっきりと分離することはできなかった。

層位的にみるならば, V層中の白頭山一苫小牧火l ll灰(B-Tm)の直上に見出されたものが

1カ所(F-113) , B-Tm火山灰の直下が10カ所(F-18なと．）あり, B-Tmとの1自接的な

関係がつかめない地区では, IVIWUs-b火山灰直下のV)禅上位に検出された例が6カ所(F-6

なと．) , V層中の下位のものが12カ所(F-2なと、）あった。 これらは繩丈時代晩期後半から統

縄文期，擦文期にかけて残された焼土と考えられる。F－113｣<aV層上位の焼土のなかには，擦

文期以降， 中･近11tに属す~るものがあるかも知れない。VI層中の上位に発兇された焼土は, 63"

所(F-lなと’）と全体の半数近くを占めるが， これらは繩文後期から晩期liirlと頃までの}ﾘ1旅と

思われる。 さらに, VI層中の中位に残された36カ所(F-3なとゞ)の焼土は， それ以前の繩丈早

期から中期にかけてのものと推定される。
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V稀府川遺跡
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’106．40m0

図V－26集石遺構実測図

O 10cm
I ↑ ! ! 1 1， 1 ' 1 1 1

図V-27集石遺構出土遺物(土器）
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土器の共伴によって時代を決定できる焼土は, F-2 (Vc-1), F-23(Vc-2) , F－45

および隣接の石組炉(Vc-1)などである。 F-45と降接する石組炉とは， 同時存在の一体の

施設と思われる。 また， ほぼ共伴関係を認められる例は, F-15(Vc-1) , F－20 (Vc-1),

F-26 (IVc) , F-41 (IVc), F-111 (VIc) , F-124 (Vc-1)などである。繩文晩期の土

器を伴う類例が比較的多いといえようか。

焼土の上面観は円形や長円形のものが多いが，不整形を呈するものも多く ，一様ではない。

F－4なと÷のように明確な掘I)込みを有する例は少な<,F-45隣接の石組炉やF-17,64など

配石がみられるものも， わざわざ炉石を運んできて囲ったというのではなく ，地表に露出する

自然礫の配列を最大限に利用したものである｡焼土の近傍に小ピットが検出された例もあるが，

両者が共存していたという保証はない。

規模的には長径が10cm程のごく小規模なものから, F-41(B)のように長径が3mを超え

る大きなものまである｡F-41は後の耕作もあって3カ所に分断されているが,本来的には一続

きであった可能性があり， その場合には極めて大規模な焼土が存在したことになる。図V-28

に示すように，長径を指標に，焼土の規模をいくつかの段階に分けて考えてみると，長径が35

cm未満の小規模な例が全体の24.1%,35cmから90cm未満の中程度のものが48.6%,90cm

以上2mまでのやや大規模なものが24.2%, 2mを超える特に大規模な例が3.1%程であっ

た。

F-41, 47, 109, 111, 117などは，焼土中に焼'W'IIIを点在させておl) , 多量の骨片を含有し，

ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｏ２

100

~~／

／

~-／
~ 〆気､|，

／~．､●., ･ .1, .

壼雰胆ﾝ: ~〆

－－－－一一一一一一一一

一

一一

長径
_L‐

200
_し
100 300cm0

図V-28焼土の規模
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図Ⅴ-29　焼土位置図
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F－2 Uq1

層位 1 ．蝶

禍色土（黄擶

色焼土が班点

状に混入）＋

多II{:の炭化物

2．啼茶灰色｜

(①より焼土が

多い）＋炭化物

3． 第VI IW

。
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Ｅ
Ｏ
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○
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層位 1．黄榿色焼土旱暗褐色土粒

2．黄榿色焼土粒手暗褐色土 3．暗褐色土９
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図V-30焼土実測図(I)
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層位 1 ．暗禍
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焼土の上面が白色を呈する部分も認められた。持ち帰った焼土を選別し計量したところ, F-

41 (B)では重量比で焼土中の15.2%, |司(c)では13%, F-47では12.9%の焼骨が含まれて

いた。選別済のF-41, 47, 111の骨片については．早稲田大学金子浩昌先生に一通りみていた

だいた。細かく砕けた破片ばかI)で（図版V-20 2･3),動物の種や部位を同定することは

困難であったが，焼骨の多くがやや厚みのある管状骨の破片であることから，エゾシカなどの

陸獣骨を主体とすることが推測された。選別作業の段階からかなり注意深く探したが，魚類に

属する骨片の検' ' 1,は，全くなかった。

また， 多くの焼土中には炭化物が含まれており，種子などの存在が予想された。そこで，可

能な限り焼土サンプルを採取し， 第ⅡI章に説明した水洗選別法によって，炭化種子の抽出に努

めた。第一次選別を終了した試料については，北海道古植物研究会に種子の同定を委託した。

その結果については， 第VI章を参照されたい。

土器や石器，石片などの遺物は， 28カ所の焼土から検出されている。その代表例について，

以下に説明する。

図V-40-1は,F-41に混入のⅡI群土器の破片で,摩耗のため不明瞭だが,地文は結束第一

種のある単節の斜行縄文である。 2もF-11に混入のⅡI群土器で，横走縄文が施されている。

図V 40-3～12は, IV群c類に属する土器である。 3 ･ 4は, F 10に見出された突瘤文

をもつもの。 5．6は, F-41に伴出した土器で, 5は口唇上にも縄文が施され, 6の沈線文間

には，突瘤文が配されている。 7は石組炉に混入した「I縁片で，捜粍が進んでいる。 8～10は，

F-26に伴出した土器片で,撚l)の異なる原体を利用した羽状縄文のほか，沈線文や．貼瘤がみ

られる。 11はF－l出土の破片で，現存部には4本の平行沈線文が認められる。 12は, F 47

に混入の口頚部片で，無文帯の下に，細めの平行沈線文が加えらている。

焼土に伴出したV群c－1類土器には，図V 39 1～6のように，復元が可能な個体がみら

れた。 4 ． 5は, F-45および隣接のｲiMII炉に見出された土器で．共作したものと判|折される。

4はやや小型の広' 1壺で，短く くびれた頚部には，平行沈線文と列点文とがみられる。 5は胴

部が丸くふくらむ鉢形土器で，頸部には2本の沈線文がめ<･ ') , I 1縁内側にも沈線が1条施文

されている。地文はともに，単節RL縄文で，頚部文様帯の下を縦走している。

2は,F-15出土の鉢形土器で，肩部に張り出しがみられる。 1 1縁直下に1条，頸部無文帯を

挟んだ肩部に3条の平行沈線文がめく、り， それぞれB状突起が!l,li付されている。

1は, F-124付近検出の破片から想定復元した．やや大形の深鉢形土器の上半部で，肩部か

張り出し， 口縁には突起の一部が残されている｡、口縁直下から肩部まで， 8段の幅広の沈線文

が重ねられ，肩部の上位にはA状突起が，中位には縦に鋭い刻みを加えたB状突起が配されて

いる。

図V-39-3および図V-40-14･ 15は､ F 20に伴出した同一個体の土器で, l l頚部には

殆ど屈曲がみられない。地文に重ねて, 1 l縁部に7条，頸部下半に3条の平行沈線文が施され，

I I縁内側にも沈線が1条みられる。 I I縁部文様帯には,上下にB状突起が配されている。図V－
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V稀府川遺跡

40-13は,同じ<F-20に見出された口縁片で,口唇には指頭幅のほぼ垂直の押圧が加えられ，

地文の斜行縄文は，無節の原体によっている。 13は, V群c－2類に含まれよう。

図V-39 6は,F-2に伴出したやや大型の深鉢形土器で，肩部が大きく張り出し，底部は

やや丸底的につくられている。文様はなく ，器面には，横位の調整痕がみられる。

図V 40-16は,F-23に見出されたV群c－2類土器｡肩部が幾分ふくらんで，口縁が小さ

く外反する深鉢形を呈する。地文に重ねて，小さめの円形刺突文と，幅広の沈線による連弧文

とが展開されている。 17は, 16と同一個体と指定されるが，約50m離れた地点の出土品。

図V-39-7は,F-111伴出のVI群c類土器で，上げ底状につくられた底の一部が現存して
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いる。体上半では横走し、下半では縦走し，中間部では山形状に施された。0段多条の単節RL

原体による縄文がみられる。図V-40-18は, F-47検出の微隆起線文があるVI群c類片。

図V-40-19は, F-29に見出された, V11群a類土器の口縁片。 1 I縁がゆるやかに外反し，

I I唇部は丸い。器面には横位の調整痕と，現存3個の円形刺突文がみられる。 （高橋和樹）

図V-40-20～22は,F-20出土のUフレイク。 20は剥片の一側辺に使Ⅱ1痕がみられる。 21

はノッチ状の使用痕が一側辺にみられる。22は剥片の一側辺を使用している。23はF-41出土

のスクレイパー。剥川・の下辺以外は片面に細かい剥離がみられる。F-47出土の24は，剥片の

下辺に使用痕がみられるU~フレイク。 （谷島 III貴）
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V稀府川遺跡

3 包含層出土の遺物

(1) 土器（図V-41～56)

土器は全体の95％を占めている。 I群からVⅡ群までがほぼ切れ目なく出土しており，分布は

時期によって異なっている。分布についてはV章－2に記述する。分類別の出土頻度はI群0.

41%, II群0.05%, IⅡ群6.93%, IV群58.93%, V群2639%, VI群2.5%, V11群3.66%であ

る。

I群（図V 41 1～9) 94点のうち, a類は36点, b類は58点である。

a類(1～5) 貝殼腹縁圧痕文，押引文，沈線文なと．が施された波状[ 1縁の尖底土器(1 ･

2 ． 4），平縁で平底をなすと思われる条痕文土器(3)，無文土器(5)がある。胎土に含まれる鉱物

の粒径は3→1 ． 2 ． 4→5と細粒砂から粗粒砂大へと大きくなる傾向がある。

1は川上半が「〈」の字に大きく くびれる。文様は口縁下および〈びれ部に貝殼腹縁圧痕文

（以下，本類に限り 「圧痕文」 という）が1条ずつ横環し， その間およびIIn}部には圧痕文と沈

線， 円形刺突文が組み合わされている。 2は｢I縁に縦位の圧痕文がめ〈･り，下部には貝殼押引

文が施されている。 1 ． 2の口縁内面には圧痕文かめくゞる。 3は1 I縁部が若干内湾し、 条痕は

内外面に認められる。 5は体部に縦方向の削り， 内面に植物によるとみられる条痕か認められ

る。

b類（6～9） すべて東釧路ⅡI式に相当する。胎土に中粒砂大の石英を非常に多く含む

点がa類とは異なる特徴で， 9の胎土には海綿骨針をわずかに含んでいる。

これらには撚りがゆるく ，太いRの撚糸圧痕文(6-a･b･c) ,短縄文と絡条体圧痕文(7),

縄端圧痕文(8)，短縄文と撚糸圧痕文(9)が施され， 9の底部は大きく張り出す。

II群(図V-41-10) 無節の羽状縄文が施されたl個体分のll'il部破片12点だけである。胎

土には繊維を含まず，焼成も良く ， 内面は丁寧に研磨されている。

’Ⅱ群（図V 41･42-11～40) 1,554点出土し，大安在B式(38･39)およびこれに供伴す

るとみられる在地系の土器群(11～37), 後続するノタ’ツフ｡II式に相当するもの(40)に分けら

れ, 90%以_上は在地系の土器群が占めている。

38 a･bは口縁に山形の小突起があり． 口縁部はわずかに外反する。LRの斜行繩文を地文

とし， 貼付帯間および突起下には沈線， 貼付帯上には棒状工具による刺突文が施されている。

39は口縁部にRLの細線文が3条,口唇上に刺突文がめくゞる｡39には海綿骨針が含まれている。

在地系の土器群の器形には口縁部の外反が強く ，胴部も大きく膨らむもの（23.25～27.29.

30･ 34.36) と11 ･ 12のように円筒形に近似するものか~ある。

11 ･ 12およびI 1縁部破片(16～30)は沈線(11 ． 16) , 刺突文(17～19)． 貼付帯(20.21),

繩線文（22)，撚糸文（23)， 縄文だけ（24～30)が施されたものに細分できる。沈線には半裁

竹管状工具(16), 刺突文には棒状工具(17･19)や竹管状工具(12･18･24)が用いられてい

る。貼付帯上には棒状工具による刺突文(12.20),縄の圧痕(21)が施されている。 24～30に

は｢1唇上に刺突文（24)，繩の回転圧痕（25～27）が施されたものもある。地文は大半がLRの
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斜行繩文で，他にRLの斜行縄文(16･20･29), LRを横走ぎみに施したもの(27) , Lの撚糸

文（23）がある。

11は粗雑な作l)で，表面がかなり剥然している。 lliil上半部には2条1組.と思われるラフな沈

線が施されている。 19の刺突文は非常に浅い。 12は突起下と思われる部分に2条の貼付帯が垂

下し，胴部の〈びれ部には2条の貼付帯がめく,る。縦の貼付帯間には3条の刺突文がllliil部貼付

常まで施されている。 21-a･bの貼付帯上には地文と同じLRの原体を押圧している。 23は口

唇上にも撚糸文が付され， 突起下に貼付帯が垂下する痕跡が認められる。

32～36には貼付桁と沈線， 刺突文が組み合わされたもの(31)や指で押さえたボタン状の貼

付文（32)， 貼付帯（33) ， 刺突文（34.35)，沈線(36 a｡b)が施されたものがある。地文に

はLR(35･36),RL(32)の斜行縄文のほか，結束羽状繩文(31) , LRの紬節斜行繩文(33) ,

太さが異なる2本のLR原体を多方向に転がしたもの(34)がある。

13～15, 37の底部の張り出しは顕著ではない。 37の地文はLRの結束第2種である。

40は結束羽状縄文を地文とし，断面三角形の貼付帯上には地文と同じ縄を押圧している。

IV群(図V-42～48-41～144) 12,592点のうち． a類は205点, b類は864点, C類は11,

523点である。 c類は最も多く出土してお|) ， 土器総数の54％に達している。

a類(41～43) 余市式(42)および下稲砂|｣l式(41･43) に相旦11するものがある。

42は無文で， 口織部に折り返しによる隆起帯がめぐる。内I(liは比較的丁寧に磨かれている。

41･43-a･bは沈線文が柵かれたもので, 41は渦巻文，平行沈線知刻線を組み合わせて文

様を構成している。地文は41がLRの横走ぎみの斜行縄文, 43 a。bは前段のRの撚l)が強

< , Lの撚l)がゆるいLRで， 腓l上半部には横位に，下半部には斜位に施されている。胎土に

はともに植物繊維を含んでいる。内面の調整は41が比較的丁寧であるのに対･し, 43は粗雑であ

る。

b類（44～52） 手稲式（44．46～49･51･52), ホッケマ式(45･50)に相当するものが

~坐 ~っ

めわ。

44．46～49． 51 ． 52は磨ii'i帯および内iliが丁寧に磨かれるのが特徴である。 44は波状| |縁，

47～49-a･bは平絨である。 48には小突起が付く可能性がある。 44．48は平行沈線を測刻線で

区切る典型的な手稲式の文様構成である。 46．47は胎土，焼成， 色調か近似しており， 同一個

体の''｣能性がある。地文は48を除きLRの斜行縄文である。

45は小突起が付され, l l縁に刻み列がめく･る。 lliil上半部に磨消帯があり， 刻み列と磨消帯の

間にはLRの斜行繩文が施されている。 50はl l縁に羽状縄文が施され，磨消帯とは沈線で区切

られている。磨消緋および内面の磨きは若F雑である。

c類（53～149） 堆林式，三シ行火に朴囎'1するものに糸i11分される。

堂林式に*| | ､ I1するもの深鉢，鉢が人半で， わずかに浅鉢があるほかは，壷，注i lはない。

深鉢・鉢（53～56． 62．64 ． 75～84･93･94･ 121～123-a．b･ c･ 147･ 148) 1 1唇の|断面

が切りIIIし形で, 1 l縁下に突瘤文をめぐらせるのを特徴とし，器形は54のように口縁部が外反
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し, lll'il上部が膨らむかまたは55のように|ﾙ1部の膨みがな< , l 1緑部がわずかに内湾する。

n縁の形態には平縁（54～56．66．78．93．94)， ゆるやかな波状口縁（53．75～77a･b･79

a｡b～81) ,小波状口絨(82)がある。平縁に小突起が付されるものもある (54．55･78･93･

94)。

文様構成は, a) .平行沈線の間に鋸歯文が連続して描かれる (64･121), b) ．平行沈線や連

続する短い弧線文なとｻのllll線を組み合わせる(75～79-a･b･122), c).平行沈線のみ(53～55･

80～84 ･ 123-a･b･ c), d)．繩文のみ(56･62･93･94)の4種に大別される。

a) ～c)の文様帯は大半が口緑からIInl上半にあるが， 口織部に限られるもの(55･83･84)

もある。前者にはさらに，磨消帯をもつもの(75･77･78-a･b･53･54･80～82) ともたな

いもの（64． 121 ．76．55．83．84）がある。磨消帯をもつものはI|1部が膨らむ器形に多い。 a)

にはボタン状の貼瘤文が付されたものもある。 （77～79)。

地文には, LRの斜行繩文(121･75･ 77～79-a･b･53･80-a･b･81 ･ 83･84), RLの斜

行繩文（64 ． 54 ．56． 62)，羽状繩文(76~55･82･123 a･b･c･93･94)がある。羽状繩文

にはいずれも撚りの異なる原体が用いられている。

浅鉢(111～114･134～136) LRの斜行繩文のみで， 突瘤文が付されないものもある(111)。

三シ谷式に相当するもの器種は堂林式に比べ浅鉢，壺， 注I 1の出現率が若干高くなる。

深鉢･鉢（57～61･85～92･149) 堂林式にみられた前者の器形はな< ,全て後者の器形で，

、縁部が大きく内湾するもの（61） もある。 口唇の断面は切り出し形が少なくなり （91)， 角

形や丸みを帯びるものが顕著に認められる。突瘤文は大半にめぐらされている。

｜ |縁の形態には平縁（59 ． 60． 85～92) ， ゆるやかな波状｢l"(57． 58),小波状I I"(61)

がある。平縁には小突起が付されるものもある(91 ･92)。

文様構成は, a) .平ｲT沈線や弧線文などの曲線を組合せる (58･85～88･ 132), b) .平行沈

線のみ(57･59･89･90), c) . 爪形文(91), d) .刺突文(92),e) .繩文のみ(60･61)の5

種がある。堂林式と災なる点は，沈線やIi l l線が非常に細くなり，三叉文瓜の文様を構成するも

の（87）や沈線に貼瘤文， 爪形文，刺突列が組合わされたもの（85～87）が顕著にみられる。

地文には, LRの斜行繩文(58･86～88･ 132 ･ 57･92), RLの斜行繩文(59･91･60･61),

羽状繩文(89･90)がある。

浅鉢(115～118･137-a･b) 深鉢と同様，細い沈線， 貼り榊文， 刺突ﾀllが組み合わされたも

の(115～117･137-a･b) と縄文だけのもの(118)がある。地文は前渦･がLRの斜行繩文，

後者が羽状繩文である。 116のl 1将には211#l 1組の刺突文が施されている。

壷・注l｣ (119-a･b･c･ 138～146) 119-a･b.cは注l iで，棒状1具による押し引き文

様の刺突文が施されている。 138～146は磨消帯と細い線書きによる文様を主体に，ボタン状の

貼瘤文，刺突列，磨消文を組合わせて文様腓を構成し，三叉文風の文様か描かれたものもある

(140.142)。地文はLRの斜行繩文(119-a･140～144) , RLの斜行繩文(145･146)である。

149は爪形文が2条めぐる底部破叶で，地文はLRと思われる。
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95～110は縄文地(95～107) または無文地(108･109)に突瘤文が施された深鉢のI I縁部破

片である。 1 l唇の断面形は切l)出し形に近いもの(95～101･109． 110) と角形(102～108)で、

ある。 口縁は平縁（96～105-a･b･109･110),小波状口縁(100･106･107)で，平縁には3

個1組のlll形突起が付されたものもある(99)｡ 101は突瘤文が爪形文様につぶされている。地

文はLRの斜･行繩文(96～99･101～107), RLの斜･行縄文(95･ 100)である。

65～71･147･148はLR(65･67～7() ・ 147． 148),RL(66･71)の斜行縄文が施された深鉢

のIInl部および底部破片である。

63．72は壺と思われる無文土器で，器確は薄く ， 内外面の調整はj寧である。 63は頸部のす

ぼまl)が比較的大きく ， なで肩である。

73.74は深鉢の底部に外からの焼成前穿孔がめぐる特殊なものである。 73は割れ口を擦って

II}整形している。内外面にはともに炭化物や他の物質が付着した痕跡はi栂められない。同様の

焼成前穿孔は図V-15-5の胴下半部にも認められる。

120は壺または特殊な器形と考えたが,波状口縁をなす鉢形土器の可能性もある。口縁は丸み

をもち，下部に細く鋭利な平行沈線がめく･る･ I I唇は折り返され，切り出し形を呈する。

V群(図V-48～52-150～231) 5,377点のうち, c 1類は5,045点, c-2類は519点で

ある。 c－1類はIV群c類についで多< ,土器総数の23.9%を1liめる。

c－lfH (150～221) 新道4遺跡V群土器の2～4群(150～159･161～195･198～221),

5 ． 6群(160･196･ 197)に相当するものがある （北埋文 1988)。前者には桃内式に代表さ

れる条痕文が施されたものが含まれる (151･ 155･ 167． 168． 172･177． 178･199･206･208･

215･218･219) (名取ほか 1964)。

前者には深鉢・鉢，浅鉢，壺があ') ，深鉢，鉢が大半を占める。

深鉢(150～159･177～186．206～211) 器高が10cm前後の小型(15()～154) と15cm以

上のものがある。 これらは, a).文様IWが狭< , 1～3条の平行沈線をめぐらせる(15()～158･

177～180･182･183), b).文様帯がa)に比べ広い (184･185) 、 c) .無文帯のみ(159. 181･

186）に分けられる。 a) ･b)はさらに，沈線が無文帯上に引かれるものと縄文地に引かれるも

のに細分できる。内訳は前者がa) 11例(150･151･153～156･177～180･182) , b) 2例(184･

185),後者がa) 4例(152･ 157･158･183)である。 154は沈線間に非常に細かい刺突文がめ

ノ､、フ

、oo

I1縁にはl1l形の小突起や刻みが施されるものがある。前者はa)に5例(151･153･156･157･

177), c)にl例(186),後者はa)に3例(154･155･157), b)に1例(184)みられる。突

起は2個(151) または311i'jI (153) を1組とするものもある。 また， 内面に沈線がめぐるもの

がa)に6例(156･157･ 178･179･ 182･ 183), b)に2例(184･185), c)にl例(186) あ

うo o

条痕(151･155･177･178･206･208),縦走縄文(150.152･156～158･179･183･209～211),

斜行縄文(159･ 186) を地文とするものと無文のもの(153･ 154)がある。条痕および縦走繩
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文が施されるものは206.208～211のII1部破片を除き，すべてa)に属する。条痕は棒状工具で

沈線様に施されるもの(151),幅広で浅く施文されたもの(155･ 177･ 206),鋭利な工具で細

くはっきりと施文されたもの(178･ 208)がある。縦走縄文には縞繩文様に施文されるものも

ある (158･ 179･ 181･ 183)｡ 186はRLの斜行縄文を施文後に幅の広い無文帯が形成されてい

る。

鉢(161～164･187～193･212～216) 深鉢同様, 3つに細分される。内訳はa). 10例(161･

162． 164･ 187～193) , b). 2例(163･194), c). 1例(195)である。 a) ･b)の器形は文様

帯下部がくの字に張I) lliす(163･ 187･194･212～214),文様腓が|ﾉ1価する (161 ･ 162), 口縁

か外反し，文様腓下部が丸みをもつ(188. 191.193),張り出しや丸みをもたない (164) なとﾞ

バラエティに富む。 163は台付の可能性がある。 a) ･b)の沈線は164を除き，無文帯上に引か

れている。 1 1縁に刻みがめぐるものは2例(188･191) あり, a)に届す。 211は191と同一個

体で，底面に刺突文がめぐる。内面に沈線がめく．るものはa)にl例(187), b)に2例(163･

194) ある。 198は鉢または浅鉢のb) タイプに付される可能性がある。

地文は212･215が条痕, 163がRLの斜行縄文のほかは, RLの縦走縄文である。 190は縞縄

文様に斜位に施文されている。 192は無文である。

浅鉢(199～202) 文様構成は深鉢や鉢と同様で、幅の狭い無文帯上に沈線がめく･らされた

もの(199～201) と無文のもの(202)がある。地文は199が条痕200･201がRLの縦走縄文

である。

壺(165～168･203～205･217～219) 165は短頸の広口壺で, 166はl l縁がわずかに肥厚し

た長頚の壺と思われる｡他は頚部のくびれがゆるやかで,なで肩の器形である｡地文は167･168･

218･ 219が条痕165が縞繩文様に施文したRLの縦走繩文である。

169･170～176･220はllliil部下半および底部破片である。底部は171がﾒLみを州:(f､, 172～175

が平底， 176が上げ底である。地文は条痕(172) , RLの縦走繩文(169･170･173･175),LR

の斜行繩文(176)である。 171･ 173･ 221は無文である。

後者に偶するものには深鉢(160),鉢(196･ 197)がある。

160はl l縁部がわずかに内湾し，底部は丸みを帯びる。平行沈線を主体にA状突起を配した文

様帯はLRの斜行繩文施文後に描かれておl) ,文様帯の1幅は前述の1群に比べかなl)広い。

196･ 197は160と共通した文様構成や施文方法である。 197のA状突起が配される沈線の上

下には刺突文がめく．る，地文は196がLRの斜行縄文, 197がRLの縦走繩文である。

c－2類（222～231) 深鉢，鉢，浅鉢，舟形と思われる器形がある。

深鉢（223～225･229･231) 223はLRの斜行繩文を地文とする小型の深鉢で､ある。 224は

4カ所に突起が付された深鉢で，突起下に貼付帯が垂下する。 l 1縁部およびl l唇内面には繩線

文がめ〈･り， 貼付帯上にも同じ原体を用いた撚糸圧痕文が施されている。底部は丸みをもち，

底縁には刺突文で区IIIIiされた無文帯がめく．る。縄線文下部にはLR,RLのIj(体を主に縦方向に

回転させている。225は比岐的I隔広の沈線文が描かれている。地文はLRの斜~行繩文で， 口唇面
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にも施されている。

鉢（227. 228） 227．228はRLの斜行縄文のみが施されておl) , 口唇内面には地文と同じ

原体を用いた撚糸圧痕文が施されている。

浅鉢（230） 230は細線文がめく、るもので，最下部の縄線文は波状に施文されている。地文

はLRの縦走縄文である。

222.226.229は舟形の祖形かと思われる楕円形の器形をなし， 突起下には貫通孔が施されて

いる。222はI I縁部と底部付近には刺突文で区画された無文帯があり，地文はRLの斜行繩文で

ある。 226． 229の1 l織部にはI隔広の沈線文が描かれており, 226の11縁には刻みが， 口唇内面

にはLの撚糸文， 229にはLRの斜行縄文か施されている。

VI群（図V-52-232～243) 569点のうち, b類は29点, C類は533点である。

b類（237～240） 初期の段階に位置付けられる237と後半期の238.239がある。地文に

はいずれもRLのlﾙ(体が川いられており, 237は斜行縄文, 238～240は縦走繩文である。237は

内面に1I1]瞭なくびれが拙められる。口緑には刻みが施され, l l縁部内外面に平行沈線がめく,る。

238は| 1縁に刻み，その下部に平行沈線がめ〈･る。239は平行沈線下部に波状沈線が施されてい

る。

c類（232～236･241～243) いずれも後北C!式に対比でき， 口縁部からlll'il部の文様帯は

隆起線を主体に構成される。三角列点文が施されたもの（232）や、唇上に刻みがめ<'るもの

（232.234） もある。 232はll'il部下半にも帯状文と縦走縄文を組み合わせて同様の文様を柵いて

いる。233の縄文はRLの斜行縄文である。234には底部付近にまで微隆起線が付されている。

235は帯縄文と縦走繩文が組み合わされている。 241は236と同一個体の口縁部破片である。

VII群（図V-53～56 244～273) 878点のうち, a類は479点, b類は343点である。

a類（244～250. 255～266 . 269～273）

微隆起線や条痕文，繩文か施されたグループ． （244.255～257-a･b) と平行沈線や鋸歯文が

描かれたグループおよび無文のもの（245～250･258～266･269～273)に大別できる。

244．255～257-a･bの口唇断面が角形のもの (255･257) と丸みをもつもの(256)があ

り，内外而の調整はいずれも撫でによる。255は波状口緑で， ｜ |縁部下半には枇走繩文が施され

ている。 256-a･bは条痕文が施されている。 255･256は244･ 257に先行する川l能性がある。

245～250･258～266･269～273の器極は坏，注LI , ハ- 1 1 ,鉢．甕とバラエティに1' |;iむ。

坏（245.258） 245は深めで，丸底に近い。器壁は厚< , l l縁部はわずかに外j丈する。 I IF

の|Miimは）Lい・休部や内irliの調整は撫でによる。胎土には極粗粒砂を含む。

注I I (246･261) 246はI I拝の断面が角形で口唇上には刻みがめぐる。休部の調整は比'岐的

雑な縦方li!｣の削りである。

片｢ I (247) 平ｲj沈線がめく．るもので，底部は張l)出す。 口唇の断面は丸< ,休部および内

面の調整は撫でによる。

鉢（248． 249． 259･260) l 1唇の断面は角形(249･ 259･ 260) と丸みをもつもの(248)
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があり，底部はいくぶん張りILIIす。248は「1縁がわずかに外反する。n縁部内外miの調整は撫で

による。 249は把手状の突起がｲ､l-されている。体部の調整は縦方向の削りによる。

甕(250･262～266･269～273) 突瘤文のみのもの(250･265･266),鋸歯文か描かれたも

の（262. 269)，平行沈線がめく,るもの（263. 264）に細分される。 L1唇の断面は角形(263･

264.266） と丸みをもつもの（250．262．265）がある。 250はl l織部下半に整形による段状の

くびれがあり，底部は張')出す。器面の調整はI I縁部が横方向, llll部以下は縦位，斜位の撫で

による。

270～273はIIM部および底部破片である。器面の調整は270･ 271が刷毛目, 272． 273が撫で

による。 270･ 271はb類に属する可能性もある。 272･ 273の底部は大きく張l)出す。

･b類(251～254． 267． 268) 器種には坏，甕がある。

坏（251.252） いずれも内黒で， ロクロ整形による。 252のUj離しはlnl転糸切りで，底部内

面は放射状の削りによる調整が施されている。

甕（253． 254． 267． 268） 平行沈線が多条めぐるもの（253.254） と刻文が描かれたもの

（267.268）に細分できる。 253は口縁部上半がほぼ直立する器形で，文様帯が非常に広く ， 口

唇は平坦である。器面の調整はII1部か縦方Ifilの, |ﾉ1面は樅方向の削l)による。254は口縁部か~大

きく外反する器形で，平行沈線の下部に2条の刺突文がめぐる。 1 l唇の断面は角形で， 器内外

面の,洲整は1 l絨部が樅方向の撫で， それ以下は刷毛目による。 （野'|｣一宏）
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（2） 石器等

石器の出土総点数は300点である。剥片・砕片は799点出土している。各々の石器について

は各器種ごとの項目で述べる。 また図示したものは完形品及び破損程度の少ないものを掲載し

た。使用痕・加工痕のある剥片（以下, U.フレイク, R.フレイクと記載する) ,剥片・砕片等

は接合したものを除いて図示していない。

石鍼（図V-57･58 1～74)

石鑛は95点出土した。現稀府川と旧河川に挟まれた微高地に多<,L 84区付近で特に多く

出土している。柳葉形を呈するものl点，三角形を呈するもの22点，木葉形･菱形等を呈する

もの19点，有茎のもの40点，破損のため形態の不|ﾘlなもの13点がある。

lは柳葉形を呈するもの。事前調査時に出土した柳葉形を呈する石鍍。尖頭部は欠損してい

るが，丁寧な調整が施されている。

2～20は三角形を呈するもの。 2は底辺の長い二等辺三角形。火熱による剥落がみられる。

3～1lは狭長なもの。 3は一側辺が折れている。 4は2点が接合しているが，尖頭部は欠損し

ている。 5は左右非対称形で， 内湾した側辺に微細な剥離がみられ石雛以外の使用も考えられ

る。 6～8は尖頭部欠損。 8． 9は一方の逆刺しが欠損している。 11は2点が接合。 12～16は

正三角形に近いもの。12は加熱による剥落がみられる。14･16は尖頭部が欠損している。17～20

は両側辺がややふくらむもの。 18は2点が接合。 19･20は狭長なもの。

21～29は木葉形を呈するもの。 21 ･ 22は狭長なもの。 24は基部欠捜。 25･ 26は菱形に近い

ものである。

30～34は菱形を呈するもの。 30は尖頭部と基部が欠損。

35～38は五角形を呈するもの。刃部に比べ基部が長< 1/3近くを占める。

39～74は有茎鍬。

39～42．59．73．74は茎部が明瞭で， 刃部の幅が広いもの。 39は尖頭部と茎部欠損。 59は刃

部に細かく浅い再調整の痕がみられ，一方の逆刺しを欠損している。 73は浅く急角度な調整の

ため，両面に一次剥離面が残る。 74は茎部の両端に張|)出しがみられる。

43～50．55～57は茎部がやや不明瞭で， 刃部のl川が広くやや丸味を持つもの。 43．44． 47．

49は尖頭部に再調整の痕がみられる。45は尖頭部と茎部を欠損後，加熱を受けている。48は下

方からの階段状剥離を利用し茎部を造りだしている。加熱を受けている。 49は茎部欠損。 50は

尖頭部を欠損している。 57は腹面の刃部左側辺に細かく浅い調整が施されている。

51～54は茎部がやや不明瞭で，狭長なもの。 54は茎部欠損。

59～72は茎部がlﾘl瞭で狭長なもの。 59は石材の空隙が一方の逆刺しから中央に及んでいる。

61 ．62．66 ． 67．68～70は茎部欠損。 63･71 ･ 72は加熱を受けている。

石槍またはナイフ （図V-58-75～84)

石槍またはナイフは10点出土している｡半数以上が現稀府川と|日河川に挟まれた微高地に出

土している。有茎のものと，茎の作')が明瞭にみられないものに分けられる。
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75～79は有茎のもの｡75の腹面刃部は背面に比べ浅い剥離調整が行われている。76はやや菱

形に近く ，尖頭部を欠損している。 77はバルブに茎部を作出している。尖頭部に急角度で浅い

調整を施した片而加工のスクレイパー状石器である。 78 ． 79は茎部破1 11-である。

80～84は茎の作りが明瞭にみられないもの。

80･81･84は木葉形のものである。 80はバルブに基部を作出している。 81は尖頭部と基部が

欠批している。 84は厚みが一側辺にやや偏っている。

82．83は五角形のもの。 82の尖頭部両側辺は互いに片面からの剥離調整が行われ，基部の一

側辺に縦の剥離がみられ粗雑な力ll工である。剥離の稜線か磨耗している。

石錐（図V-59-85～95)

石錐は11点出土した。 8点が現稀府川とl l l河川に挟まれた微高地で出土している。

85は剥片の一端と側辺部に錐部を作り出したもの。

86～92は剥片の一端に錐部を作り出したもの。 88･90は加熱を受けている。 90の錐部は剥落

している。 92は147のスクレイパーと接合し，折り割った痕がみられる。

93は2点が接合しているが上半が欠損してお|) リ つまみ部を有した可能性がある。

94． 95はつまみ部を有するもの。 95はつまみ部の両側辺に快')がみられる。

ナイフ・スクレイパー類（図V-59～63-96～149)

96～100はつまみ付ナイフで, 6点出土している。現稀府川と旧河川に挟まれた微高地のL－

83 ． 84区と0-82区から4点出土している。

96は縦長剥1 1, -を利用し， 片而全体に調整を施している。97は縦長剥ハーを用い，-11111辺に調整

を加えている。

98． 99は剥片の形をほとんど変えず周辺部に調整を加えたもの。 100は横長剥片の下辺に刃

部調整がみられる。側辺に打liliを残している。

スクレイパーは102点出土し，現稀府川と旧河川に挟まれた微高地に多<,K-84．85区。

L－84 ． 85区･O-82区付近で特に多く出土している。

1()1～111･148は1'1形または|1]形に近い掻器。全て黒ll#{iを素材にしている。 106を除きL－

84． 85区付近にまとまって出士している。 1()1は2点が接合しているが一部欠損している。大

きく残ったほうの欠損部折れ面に再調整を加えている。148は刃部の再生が行われ，その部分に

bが接合している。 この一側辺に再調整がみられる。

112～115はエンドスクレイパー。 112･ 113は栂指状のもの。 115は縦長剥片の一illll辺にも浅

い調整がみられる。

116～118は横長剥片の一側辺に急角度の刃部調整がみられる掻器。

119～121は尖蝋部をもつもの(convergent)である。 122は下端が欠損しているが, l司様な

ものと考えられる。

123～127･149は横長剥片の一側辺に浅くやや急角度の刃部調整がみられるもの。 149は3点

が接合している。 1部辺加工を施した後， 同じｲ1面からbの剥離が行われている。Bは一側辺に
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微細な調整がみられる。

128～131はノッチ状の調整がみられるもの。

132～138･147は縦長剥片を用い周辺加工を施したもの。 147は周辺加工後，折り割られて92

の石錐が作られている。

139～146は横長剥片を用い， 周辺加工を施したもの。

模形石器（図V-63 150)

150の1点が出土している。 ハ面にIi(石面が残っている。

石核（図V-63-151～153)

石核は3点出土している。 151．152は主に上から剥離されている。 151はbの下端と接合し，

間の1枚は抜けている。原石面が残っている。 152は円礫の原石面が残っている。 153は主に上

下から剥離している。縦断面形は模形をなし， 原石面を残している｡。

±製品（図V-64-154)

土製品は耳栓が1点と土偶の破片様の焼成粘土塊8点が出土している。 154は環状を呈する

耳栓の破片。厚さ19．5cmで外湾し内面は磨かれている。推定直径5.6cm,完形の重さは13g

前後であったと思われる。他に滑車状のものがH－1床面から出土している。

石製品（図V 64-155)

1点出土している。155は表面と側辺に半円柱状に快られ擦痕がみられる。矢柄研磨に使用し

たものかと思われるが， Ⅱ|｣ |断はIlI来ない。

石斧（図V-64-156～164)

石斧は破片を含め11点出土した。全て泥岩を素材にしている。

156はのみ形を呈するもの。打ち欠きと研膳による成・整形が成されている。

157～163は打ち欠きと研磨による成・整形の石斧である。 157は長さに比べ厚みがあl) ,折

れた基部を利用して刃部を作出したものと推定される。 158． 159は基部破片。 158の折れ面の

角に擦痕が, 1!{ll辺部と上端部に敲打痕がみられ，擦l)石に転用したか, 157の様に刃部を再生し

ようとしたものと推定される。 160は刃部の一端が欠損している。 161･162は刃こぼれがみら

れる。 162は粒子の粗い泥岩を素材にしている。

164は刃部破片である。刃部と側辺にｲi)|磨がみられる。

擦石（図V-65 165)

擦石は165の1点が出土している。礫の上下両辺に擦り痕とl両端に打ち欠きがみられる。

敲石（図V-65-166～169)

たたき石は4点出土している。 166は円礫に敲き痕がみられるもの。 167は扁平礫の端部に敲

き痕がみられるもの。表面は黒色のタール状物質が付着している。 168･169は棒状礫の端部に

敲き痕がみられるもの。

－括出土剥片（図V-66～70-170～184)

剥片等が一括してL-89-d区･O 82-a区の2カ所で出土した。共に石核は出土していな
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い。 また，調査範IM1内にも同一母岩の石核は検出されていない。両者とも母岩の形状が推定出

来る程接合していない。

L 89-d区のものは標高107.5m程の緩傾斜面に位置する第VI吋で検出した。厚さ約9

cm, 30×40cmの範囲に78点出土している。掘り込みはない。 うち2,1AI:がU.フレイク，他は

剥片である。灰褐色から略茶褐色を呈する珪質頁岩で， 同一の|ﾘ:岩を素材にしていると推定さ

れる。

17()は5点が接合した。 1%(石面に直交してA～Cのｲ1. liliがあり連続して剥離されている。さら

にｲj-面調整してDが，同様にEが剥離されている。 171は連続して剥離された2点が接合。Bの

一側辺に深い樋状の調整がみられる。172は2,''!､!《か接合し，そのlHlに一枚か剥離されているが検

出していない。Aの打面と平行に打面調整が行われ，間の一枚とBが連続して糸ll離されている。

173は3点か接合し,Aの打面に平行した打面調整が行われBが剥離されている。同様に数枚が

剥離された後に打面転移されCが剥離されている。 174～176は2点か接合したもの。各々，連

続して剥離されている。

O-82-a区のものは現稀府川に面した標高103.3m経の平1･l 1面に位置する第V層|くで検H1

された。厚さ約6cm,径15cmの範囲に27点と南に約20cm離れて1点出土している。掘l)

込みはない。 うち3点がスクレイパー， 2点がU~フレイク ，他は剥' 1｢である。素材は珪質頁

岩が多く ，他にめのう ・流紋岩が各1点ある。 ｜J岩は8ないし9個と推定される。前者とは違

いlil辺の剥片等と接合している。

177は連続して剥離された3点が接合している。暗緑色を呈する珪質頁岩で,一括して出土し

たものから2点，南南東に1.5m離れてCの剥ハーが出土している。 Bはスクレイパーで両側辺

に調整がみられる。同-I1岩と推定されるものは他に4点出土している。178は珪酸分の多い黒

褐色を呈する珪質頁岩で，連続して剥離されているものが2点が接合している。AはO-82-

d区からll旧ﾕした。同-l1端と推定されるものは他に5点出土している。 179はl剖辺から出土し

たもので178と同一の母瑞で3点が接合した｡-|上にlm離れて1点,南に50cmと1m離れて

各1 ,!､WII土している。AのｲImiに平行した打面洲在がｲ｣をわれBが剥離されている。 Bの腹面に

熱によって剥落した1点が接合している。 180は暗茶禍色を呈する珪質頁岩で連続剥離された

もの2点が接合している。Bは一側辺にi淵整のみられるスクレイパーで北西に70cm離れて川

土している。同一'1岩の剥片は，他に8,1.1､(出土している。 181は灰褐色を呈する珪質頁岩で連続

して剥離されているものが2点接合した。Aは-|上に80cm離れて出土した。 182･183は180と

同じ母岩から半ITI形に調整されたスクレイパーで，北西に80cm離れた所から1点, 1m離れ

た所からl ,'､'i出土した。 184は灰緑色を111_するめのうで． 177と同-+ﾘ岩の可能性がある。下端

に棚状の微細な調整がみられるU.フレイクである。

その他， 図示していないものではU. フレイク, R. フレイクが56'I｣､(，剥ハ・ ・砕ハ．は799点

出土している。 （行島 IIIg)
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（3） その他（図V－l～3）

図V-71-1は， 、土面子〃 い泥めんこ〃などと呼ばれるものの一種と思われる，榿褐色を呈

した素焼きの土製,；~間である。一辺が3.2cm程の三角形で,最大厚0.9cm,現存部の重さ4.09．

型抜きされた図柄は恐らく河童で,胡坐をかいて瓢箪でも抱えているようなレリーフらしいが，

路程が欠失しており，断定はできない。眼や鼻， 口などは型おこしの後，先の鋭い工具によっ

て描き加えられている。裏面には，指紋が残されている。

2 ． 3は寛永通宝で， ともに方孔の対角線沿いに半分に割れている。 2は「通」字がいわゆ

る「．頭通」で，背に「元」字があるもの。推定直径22.6mm,孔径6．0mm,厚さ1.17mm,

現存重量1.19．元字銭は摂津高津新地で寛保元年(1741)に初鋳されている。 3はやや肉太な

筆致の文字がみられるもので, 「永｣字の初画の頭点が草耆体となっている。推定直径22.8mm,

孔径6.0mm,厚さ0.86mm,現存重量1.09．

泥めんこの北海道での報告例は寿都町寿都3遺跡にあり，報告書には千葉県から数点の寛永

通宝とともに出土したという類品も紹介されている(内山1979)。 また，宮宏明氏の御教示によ

れば，余市町大川町遺跡でも，今年度の調査で，泥めんこが2個検出されたという。

寛永通宝の出土例は道内でもかなり多い。例えば上ノ国町勝山館跡（松崎ほか1981･1982･

1983･1986)や松前町福山城跡（久保1986･1988･1989)、上磯町松前藩戸切地陣屋跡（北埋文

1982･1984) , 白老町仙台藩陣屋跡（長沼編1982),伊達市有珠善光寺2遺跡（長谷川1986)な

ど， 史跡整備に伴う調査では必ずといっていいほど報告があり，勝山館館神八幡宮跡周辺部で

は特に出土量が多く ，寛永通宝が鋳造年代別に集成されている(藤田1983)。 また， 旧街道筋の

千歳市美々8遺跡（北埋文1982）や， アイヌ期の苫小牧市弁天貝塚（佐藤編1987.1988･1989)

などでも少なからず発見されている。 これらは貨幣として流通していた寛永通宝である。本遺

跡の2例は， 欠損1W1であり，恐らく泥めんこと同様に （金刺1974, 市立市川歴史博物館1983,
ぜにうも あないち

後藤1986)， もっぱら、意銭〃 、穴一〃などと呼ばれる遊びの道具として利用されていたものと

思われる。 （高橋和樹）
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表V－9 掲載土器一覧

liil－lIM体点数底径(cm)ｊｎＣＩ古同
凹
や
斤

凡
千
個 口径(cm)1W "発ｲ川区・辿柵番り 分賊 器形番号
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V稀府l l l遺跡

4 まとめ

(1) 遺構

調査の結果，稀府川遺跡からは，縄文後期末葉の竪穴住居跡が3W(H-1･ 2･ 5),晩期

末葉の竪穴住居跡が3軒(H-3･ 4･6)検出された。後期末葉の場合も，晩期末葉の例も，

調査区内では， 旧河川の左岸に2軒，右岸に1軒と, I11-のパターンで存在していた。 この事

実から，両者の段階では，一定程度の居住と， 周辺の空間を含めた， かなり類型化した土地利

用があったものと推定される。 しかしながら，稀府川遺跡に定住的な集落があったとは考え難

い。

H 1 ． 2などは，丘陵斜miからの土台流に覆われていたし， その他の竪穴住居も， 旧河

川の氾濫が及ぶ位置につくられており，融雪期や降水量の多い季節には， 危検が予測される地

点に立地していた。 H-4 ･ 6には炉がな< , H-2 ･ 3などの床面には礫の露出が多< ,起

居に支障があったのではないかと疑われるほどであった。 また，個々に報告があるように，柱

穴の配列なと‘からは，比較的簡易な上屋の造作が想定されている。 このように構造的には，全

般に，恒久性に欠ける要素が認められた。 さらに， 周辺の包含層の遺物を考え合わせても，特

に石器の器種組成には，石皿や擦石などが極端に少ないという偏りを指摘できる。 これらのこ

とから，稀府川遺跡の竪穴住居跡は，常住を'三|的としたものではなく ，狩猟や採集など，季節

的な活動の拠点として利用された可能性が強いと判断された。

土城については， その性格を明確に把握できた例はない。 P 1は近代の所産で， 自家用の

炭を焼く ，簡ili.で小規模な，一繩の伏焼き用の施設と考えているが，確証はない。 P－2～8

は，先史時代の所産だが， 時期や構築目的を特定できた例はない。

集石遺構については，礫群のうち， どこまでが人為的に配置されたものなのか，必ずしもIﾘl

瞭ではない。つくられた時代についても確実なことは分らないが，付近からV群c 1類土器

が得られているので，縄文H免期後半以降の可能‘|ﾉtが強いと推定される。 と､のような性格を有す

るものなのか，伊達市南ｲj.珠7遺跡に兄出された，統繩文期から擦文期の所産らしい8カ所の

栗石（峰111iWi1984)や，木古内町札苅遺跡の繩文晩期の2例の集石肚（野村編1974),或は七

飯町聖山遺跡Loc.8に検出された，統繩文期と推定された集石阯(1'f崎ほか1979)なと、と． 関

連する遺構であるのか否か，現状では､卜lⅡ新できない。

焼土は128カ所を数え， 各時期のものが混在している。伴出する土器によって時代をほぼ決

定できた例は，縄文後期末葉, ll兜期後半のものが主体で，特に晩期にその好例がみられる。そ

れらは竪穴住居跡と同様に，季節的な営みの結果残されたものと推定されるが， と÷のような活

動があったのか，具体的には明らかにできなかった。焼土中には炭化種子が含まれているが，

クルミの殻など， 大型の堅果類の破片は少ない。 また，焼+‘|･｝十を含む焼土も若' -みられたが，

獣骨ばか')で， 魚'汁がなかったのは意外であった。

稀府川遺跡は，縄文時代早期から擦文時代に至るまで，連綿と,尚,まれているが，稀府川の流

路の変移につれて， 各時期の遺構，遺物の主要な分布域にも変化がみられる。 この流路と拠点
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の変遷については，次年度の調査結果をまって， まとめてみたい。 （高橋和樹）

（2） 土器

今年度の調査で得られた土器の出土頻度はlm2あたl) 2.5点と決して高くはないものの,遺

物総数に対する割合は95％にも達している(図V-72)。 しかも， これらは縄文早期中葉から擦

文期を通じて出土しており， その分布も時期および型式差によって異なっている。 このことは

石器類の出土頻度の極端に低いこととともに，本遺跡の性格を知る上での重要な手掛かりとい

える。以下， これらの時期および型式差による分布についてまとめてみたい。なお，稀府川左

岸部については便宜的に, |H河川跡の左岸をA地区，右岸をB地区とする。

I群（図V-72) a類のうち, 1 ･ 2 ･ 4が稀府l l l右岸に限られているに対し, 3はA地

区． 5はB地区と稀府川左岸に分布している。前者は物見台系の土器とみなされるもので､あり，

器形や文様構成から, lは函館市中野B遺跡III群土器（千代ほか1977), 2 ･ 4は虎杖浜3遺跡

I群a－2類の尖底土器に対比されるものとみられる(北埋文1983)。後者は平底土器とみなさ

れるものであり，道央，道東部の土器に系譜が求められると考えられる。 しかしながら， 断lf

的な資料しかなく ，現状では編年的位置付けを特定しえない。 b類は東釧路IⅡ式相当に限られ

ており，分布も稀府1 1 1左岸，特にK･L-89･90区付近に集中している。

本群は出土量が少ないながらも， 貝殼文系土器の段階には右岸を拠点とし，次第に左岸へと

移行していく可能性が指摘できるのではないだろうか。

1I1群(図V-73) 本群は他の時期とは異なり，現稀府川の両岸に広範な分布域を形成してい

る。 これらには前述のとおり，道南の大安在B式に相当するもの， これらと共作するとみなさ

れる在地系の土器群，後続するノダップII式に相当するものがある。 これらの位置付けについ

ては牛舎川右岸遺跡の報告で，詳細にまとめられている (VI章3, 4)のでここでは剖愛し，

分布についてのみ記す。大安在B式に相当するもののうち． 38はA地区， 39はB地区から出土

している。

在地系の土器群は沈線， 刺突文， 貼付帯，繩線文，撚糸文，縄文のみに細分したが，分布が

偏る傾向は認められない。 ノタ’ツプII式に相当するもの(40)は右岸から出土している。

IV群 a類のうち余市式は稀府川右岸に， 手稲砂l l l式はB地区の旧河川跡の緑付近に集中す

る （図V-72)。 後者はいずれも沈線で文様が描かれたもので, 41には涌元式に特徴的な渦巻

文が描かれている。

b類は手稲式， ホッケマ式ともに稀府川右岸に集!|'している。 しかしながら， その分布は手

稲式がM･N-77区付近， ホッケマ式が0-76区付近と若干異なっている(図V 72)。

c類は土器総数の55％ほどをI ! iめている。堂林式，三シ谷式に朴|当するものに細分でき，稀

府川左岸を主体に，水田部分の調査区を含めた右岸にも広がっている （図V-74･75)。左岸部

にはさらに, H-1 ．2があるA地区の東側(a地区) , H 5があるB地区の東側(b地区),

B地区のNライン以西(c地区）の3ヶ)ﾘ1-に柴! |'する地点が認められる。 これらの分布域では

堂林式，三シ谷式としたものの構成比や堂林式が異なる傾向が認められ，時間的な変遷をたど
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V稀府川遺跡

ることができそうである。掲載した資料のうち，細分できたものについての内訳は次のとおり

である。

地 区
ナー
ノロ 岸

チー
たこ 岸

水田部分 稀府川寄り b地区 c地Ⅸ

1句

上0

8

a地区

’
’
０

1堂

言~
い

、

が

ｒ

－

工

ク

ー

＋

心

ソ

Ｌ

炉

Ⅶ

０

＄

２ 10 4

3 164

このうち， 93の羽状縄文はホッケマ式に施文されるものに近似し, 64･121には船泊上層式や

手稲式に系譜が求められると思われる鋸歯文が連続して柵かれていることから，堂林式の中で

も古く位置付けられる可能性があり， これらは前段階の手稲式， ホッケマ式から連続するもの

として捉えることができよう。左岸ではc地区で堂林式の化1体数が多いものの，三､ｿ谷式の個

体数も増加している。 また, b地区のH－5からは御殿山式ともみなされるものも出土してい

る （図V-15-2･ 4)。 これらのことから推察すれば，右岸→a地区→c地区→b地区といっ

た拠点の移動が窺われる。 さらに，三シ谷式の段階ではわずかながら右岸にも活動の場を求め

ているといえる。 また, V-3章では細分していない無文または縄文地に突瘤文が付された土

器群について分布をみると，次のようになる。

地区

| |縁の形態

平縁

a 地区 | b地区 | c 地区

口唇の断面形

切り出し形 ３ (） I

角・丸形 ３ 1 ３
’
０切')出し形小波状 2 0

角・丸形 2 6 (）

以上のことから, I1縁が小波状をなし，口唇の断面が角形または丸形を呈するものがb地区に

10個体あり， 口唇が切l)出し形をなすものはa, c地区に限られるといった結果が得られる。

このことを地区による堂林式と三シ谷式の構成比と比較すれば，前者は三シ谷式に，後者は堂

林式に対比できる~ﾛI能性が高いことを示しているといえる。

V群 c－1類は大洞C2式からA式に相当するもので, |jij述のとおり，新道4遺跡V群の2

～4群と5 ． 6群に細分でき，前者には桃内式に*| | >'1するものが含まれる。前者は稀府川左岸

に限られており， 旧河川のIIl'j岸に濃密に分布している。一ﾌﾉ~9後者は埜的にも少な< , B地区

にのみ分布している。桃内式に対比できる条痕文土器はB地区を主体に， 旧河j 1卜の両岸にみら

れる。新道4遺跡での細分は函館市高丘町遺跡出土資料を含む札苅II群の一部から聖ll I I式→

同II式→跡の里6遺跡→尾白内I群に相当するものへの変遷が考えられている。 これらの器形

や文様構成の変化をたと、るとおおよそ次のようになる。器形では， 2群の深鉢，鉢に明瞭にみ

られる文様帯下部のくびれが，丸みを帯びるようになり，やがてなくなる傾向が窺える。文様

構成では, l 1縁部の文様帯か非常に狭< ,平行沈線が数条めく．るだけのものから次第に文様帯
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が広くなっていくことが指摘できる。 また，文様帯に描かれる平行沈線やA状, B状突起は無

文帯上に施されるものから地文施文後に施されるようになl) ,地文は縦走縄文から斜行縄文へ

と変わっていく （北埋文1988)。こうした器形や文様構成の変化は本遺跡出土のものにもあては

まることからみても同様の変遷が考えられる。条痕文が施されたグループは桃内遺跡では貝殼

が用いられているとされているが，本遺跡では棒状工具などが用いられており， 貝殼によると

わかるものはみられない。

c－2類はいずれもB地区に分布している。舟形の粗形かと思われる器形のものが出土して

いることや器面に描かれる沈線のI隔が比較的広い点などから推察すれば,千歳市ママチ遺跡(北

埋文1987)， 同駒里遺跡（大場ほか1979）のII黒層出土の一群などに対比できる。 また, C-

1類のB地区の分布域とほぼ重なることから， これらと共伴するものもみなすことができよう。

VI群b類は量的には非常に少ないものの， アヨロ1類bおよび3類に対比できるものがあ

|) （高橋ほか1980), いずれもB地区の現河川寄l)の狭い範囲にのみ分布している。 c類のうち

包含層から出土したものはいずれも後北C1式に対比できるもので,A地区およびB地区の旧河

l l l寄l)に分布している。 (IIIil体別ではそれぞれがほぼ､まとまった状態で出土している。また, F-

111およびその周辺から,'ll土したもの （図V-39-7 )は口縁から胴上半に横走縄文のみが

施されたものである。後北C1式の段階にはこうした隆起線のない土器が伴うことは指摘されて

おり （大淵1982)，本遺跡には他の型式のものが全く認められないことからもほぼ同時期とみ

て大過ないものと思われる。

Vl1群 a類は稀府川左岸に限られ，大半はB地区に分布している。 これらはV層中に認められ

るBTm層下位から出土しており,微隆起線を特徴とするグループと鋸歯文,平行沈線に特徴

付けられるものおよび無文のグループ・に細分できる。後者はさらに， 口唇の断面が丸いものと

角形のものに細分される~I1]能'|vl2がある。 これらの位置付けは田才氏の編年によれば，前者はII

類，後者は捺文期の鎧初頭に位置付けられるIV類に対比できる （田才1983)。 特に，後者に

属する245． 248～25() ・ 269 ． 273はB地区の比較的狭い範囲に， まとまった状態で出土してお

り，共伴関係を示すものとして捉えられると思われる。なお，後者のグループ・にはいわゆる｢北

大式土器」の範鴫に属さないものも含まれているが， これらについても便宜的に本類とした。

b類の分布はa類|可様, B地区を主体にしているが, {Tt的にも少な< ,散漫な傾向を示して

いる。これらはB-Tm屑上位から出土しており，明らかにa類よl)新しいことが指摘できる。

このうち， ロクロ使用の252と平行沈線がめく･る253は近接した地区にまとまっておl) ,共伴

するものとして捉えることができると思われる。

以上， 簡単に各群の分布と編年的位置付けを試みた。分布からは大きく ，稀府川が幾度も流

路を変えていく中で，右岸から左岸，左岸から右岸へと生活の拠点が移動していることが窺え

る。 しかしながら．本稿ではこれらの時間的変遷について充分に吟味したとはいえず， 多くの

課題を残している。また, IV群c類, V11群a類は時代の過渡期として重要な位置を占めており．

これらについては来年度の報告で詳細にまとめてみたい。 （野中一宏）
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I群a類(36)0~ 16％

図V-72土器分類別分布図(I)
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V稀府川遺跡

（3） 石器。土製品

石器の分布は稀府川の左岸に多い。その中でも現稀府川と旧河道に挟まれた微高地に，特に

多く分布している。第V章3節で取|)上げた石器のうち図V 81は現稀府川右岸出土のもの

で, 10mメッシュ毎の出土位置を表している。同様に図V-82は左岸の出土分布である。

図V-80は石雛・石棺及びナイフの形態を三角図に表したものである。長き/幅・刃/!隅・重

量の各要素を百分率に置き換えてう･ロットしている。三角形を呈する石鍼は長さ/幅・〃/幅が

挟長差を表す同一の要素で重量との比岐になる。 また， ここで用いた三要素では，茎の明瞭で

ないものと有茎の石雛は分離されず，挟長で軽いものが図の下方に位置することになる。石槍

及びナイフは重litが大きな要素となり図の上方に位置する。

稀府l l l遺跡に持ち込まれた剥片石器と剥片の素材は黒l畷石と珪質頁岩が大半を占める。数量

では黒IIW!石が多いが，珪質頁岩を素材にしたものは個々の重量があり大きいといえる。

石鑛では黒llWiが多< ,石錐は主に珪質頁岩を素材にする等，使い分けがなされている。掻

器･ i'jlj器なども用途により同様と思われる。 この事は黒曜石を素材にした図V-59･63-

101～111 ･ 148の円形又は円形に近い掻器で顕著にみられる。

剥片に比べ砕片が極く少ないことや石核が少ないなど打器の製作が僅かしか行われなかった

ことを示していると推定され，製IW!で持ち込まれたか又は荒割された剥片で持ち込まれたと思

われる。 2箇所から検出された一括出土剥片は， 出土層位などから縄文後期末から晩期のもの

と推定されるが，一方は同一母岩のものと推定され， 出土点数も78点で使用痕･加工痕のみら

れるものは2点だけである。他方は8～9個のII端を素材にしていることや，川土点数が27点

と少なく ， スクレイパー・使用痕・加工痕のみられ

ふ
るものが5,1l｣､(あり， 周辺のものとも接合している等

の違いがみられる。 この事や，検出された層位， 周

辺の出土遺物などから前者が後者よ')古いと推定さ

れる。

石核が検出されないことや加工具が周辺にないこ

となどから，刺1十にして持ち込まれ何らかの理由で

ここに置き去られたものであろう。
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， ． 、一 一 ， ． 、 、 、 ， ， 空 、 、 、 T r い L一 圭坐 ． I ，、 ､国!:掴. 11 件

刀違いがみられる。 この事や，検出された層位， 周

辺の出土遺物などから前者が後者よ')古いと推定さ

れる。

石核が検出されないことや加工具が周辺にないこ

となどから，刺1十にして持ち込まれ何らかの理由で

ここに置き去られたものであろう。

図V-83の遺跡別石器構成比は各遺跡の営まれ

１

た時期に違いがあり.単純には比較できないが，遺跡

の性格を表す大まかな指標になると思われる。 ここ

で明らかなように稀府川遺跡に於いては石雛とスク

レイパーが多く ， 礫石器は極く僅かで1割に満たな

い。有珠善光寺2遺跡IIの貝層では石雛の割合が多

く比岐できないが，他に示した遺跡は礫ﾌ汀器の'iiill合

が多くなる傾向がみられる。 また，榛ｲT･敲石・石

１

＃
１
，
”
愛

。

一一

Ｉ
Ⅱ
一

ｈ
Ⅲ〆
’
一

／／

fL0
/ ／罰U
ﾉ ~ノ

／坐

￥

10，

IM

’；
、、

、

‘I鶴 § II
茎の明敏で

▲柳葉形石鍬 □ ない石鰍 ●有蕊石械

△三角形石識 ○有茎石雛 ■茎の'ﾘ'瞭でない石械

図V－80石鍼･石槍およびナイフの三角図

－229－



○」 三 目〔､J些

一

割

ゞ
ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－

－

陰

○

叩

○

ﾕ

ｷ！
’
一
一
一
崖
一
一

｜’
~~

の

⑩

ト

の

の

剣：
一
定
‐
‐
．
幻
已

~
』
〒

、

~亀。

・

・

一

幸

‐

』
●
ｒ

可

訂

営旦一手~の

す

II

当
三
I +
一

~ ~~ーw捧号ミ

－受

》
鍔
鍾

鍵》

斗

に

一

計

」

口

へ

‐》

一

~

H
で

○

一

三
国
倖
中
蹄
円
記
ｌ
彦
国

~

ZOl
~

皇

8－
－

息一等
1

~
1‐ リ

認－／
~’

「「 l l

■筥云-雲｜
①

1

I

、の

め

｝

、

ー

雫

鶴

－230－



１ 画 筐 Ｉ

く 蔀 司 三 庇 事

図
V
-
8
2
石
器
分
布
図
(
2
)



|Ⅱ|､ ．台石などは南稀府5遺跡・有珠善光寺2遺跡で多い。

しかし，稀府川遺跡では， ’ 1常的に用いる大型の礫ｲ丁器は111,土していない。 また，石斧も他

の遺跡に比べて少なく 11点が出土しただけであl) ,砥石は検出されなかった。

検判された2点の耳栓は滑巾状と環状を呈する違いがある。 1点はH－lの床而(図V－8－

22）から出土し， ここからIV群c類土器が検出されている。K 84 d (図V-64-154)出土

のものもI,il一層位のIV群c類土器と一緒に取り上げている。本遺跡出土の耳栓はⅣ群c類土器

に伴うと考えられる。同時期と考えられる耳栓が出土している遺跡は， イj珠善光寺2遺跡（長

符川1986)や有珠善光寺2遺跡II (大場編1989),美々4遺跡(道教委1977･北埋文1980.1983)

等がある。

直接，狩猟に係わる石雛・スクレイパーが多く ，礫石器の少ないことは稀府川遺跡が狩猟・

採集の季節的なキャンプサイトであったことを裏付けていると思われる。 （谷島 ||l2)
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図|版V－l

｜ 遺跡全景（完掘北西から）

2 遺跡全景（調査開始北西から） 3 稀府川（南西から）
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図版V 2

｜ 調査風景（東から）

2 調査風景（北から）
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図版V 3

篝
調査風景(Us-b除去前北から） 2 調査風景(Us-b除去前北東から）

3 調査風景（北から）
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図版V－4

｜ 調査風景（重機による表土除去東から）

2 調査風景（東から）
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図版V－5

暮剰

｜ 調査風景（北西から） 2 調査風景（北東から）

3 調査風景（北西から） 4 調査風景（南東から）
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図版V－6

蕊
2 遺物出土状況（南西から）｜ 遺物出土状況（東から）
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図版V－7

2 遺物出土状況（南西から）

遺物出土状況（東から）’

4 遺物出土状況（西から）3 遺物出土状況（東から）

罐ざ識

(×｜ ） (×| ）

5 泥めんこ 6 寛永通宝
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図版V－8

I H-|遺物出土状況（西から）

3 H-|炉跡セクシヨン

2 H-|調査風景（東から）
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図版V－9

| H-|出土の土器（Ⅳ群c類）
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'0図版V

| H-2完掘（西から）

蕊
3完掘と石組炉（東から）2 H
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図版V-| |

4完掘（北西から）| H

5完掘（北西から）2 H
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図版V-|2

| H-6完掘（西から）

6セクション（西から） 6遺物出土状況（南東から）2 H 3 H
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図版V-|3
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図版V-14
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図版V-|5

象

2 P-5完掘（南から）| P-4完掘（南西から）
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3 P-6完掘（南東から）

4 P-7セクション（北から）
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図版V-|6

｜ 集石遺構確認（東から）

2 集石遺構の土居確認（東から）
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図|版V '7

鰯
｜ 集石遺構セクション（東から）

2 集石遺構下面の遺物出土状況（西から） 3 集石遺構下面出土の土器(V群c－｜類）
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図版V '8
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図版V '9
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図版V-20

｜ 土壌水洗風景
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VI 自然科学的分析

Ⅵ自然科学的分析

1 植物遺体の概況

北海道古植物研究会

代表星野フサ

(1) 稀府川遺跡

多くの試料のなかにアブラナ科種子と思われる黒色球状の細粒種子が多産するほかは草本類

ではアカザ科， タデ科， カヤツリグサ科， イネ科などの種子が若干出土する。

そのほか木本類ではキハダ，ヤマブドウ， ミズキなどがわずかに含まれている。

アブラナ科種子と思われる遺体は粒径がいずれも不ぞろいで小さいものばかりであ') ，栽培

種とは考えられない。 しかし， 出土状態からみるならば， この時代の人間生活と何らかの関連

があったことが予想される。

なお， この種については今後の精査が必要である。

（2） 牛舎川右岸遺跡

アブラナ科種子と思われる遺体が若干出土している。

表VI-| 稀布川遺跡出土種子同定結果 (I)

遺構・発掘区 採集土壌

フレイク･チップ巣中」

〃

焼土

〃

焼土

〃

選別節目

0.424mm

1 ．41

0．425

1．41

0．425

1 ．41

0．425

1 ．41

0．425

1 ．41

0．425

1 ．41

0．425

1 ．41

0．425

1．41

0．425

1．41

0．425

1．41

0．425

1 ．41

同定結果

アブラナ科種子
不明種l

カヤヅリグサ科種子

アブラナ科種子

アカザ科種子

アブラナ科種子

イネ科種子

アブラナ科種子

アブラナ科種子

同上

キハダ種子

ヤマブドウ種子

植物片細片一

同上

アブラナ科種子
不明種l

植物片細片

アブラナ科種子

不明種l

アブラナ科種子

同上

アブラナキ:｜種子

同上

植物片細片

｜司上

植物片細片

同 一L

地屈謡

毛

〃

｜

〃

〃

７

９

構

Ｆ

Ｆ

Ｆ

遺 採集土壌

焼土

選別節目

0.425mm

1 ．41

0.425

1 ．41

0．425

1 ．41

0．425

1．41

0．425

1 ．41

0.425

1 ．41

0.425

1 ．41

0．425

1．41

0．425

1 ．41

0．425

1 ，41

0．425

1 ．41

同定結果

アブラナ科種子

植物片細|片

アブラナ科種子

植物片細片

アブラナ科徳子

植物片細片

アブラナ科種子

同上

アブラナ科種子

他物片細片

植物片細片

同 ヒ

アプラナ科甑子

植物片細片

アブラナ科種子

不lﾘ1種1

L87 d

〃

H－1．炉 焼ゴ

J

1－2， F－1 焼土

" 〃

H-3.炉 焼土

焼十

~〃
F－lO ｜ 焼土

P－1 1炭化物を含む土壌 F ll 焼」

F－l 焼土 F－l2 焼」

F 2 熔十 F－l3 1 焼土

F 3 焼ゴ F－14 1 焼ゴ

F－4 錘
一
〃
｜
鮭
一
〃

F一'ワ 焼土八 八J アブラナ科種子

l司 上

F 4

~〃
皇焼

〃

耀

〃

土

四

８

１

″

″

Ｆ

Ｆ

アブラナ科繩子

械物片細片

アブラナ科種子

械物片細ﾊー

F-5 焼土

d､句｡，

一ムイ｡



表W-2 稀府川遺跡出土種子同定結果 (2)

採集土壌 選別節目 同定結果遺構・発掘区 遺構・発掘区 採集土壌 選別節目 同定結果

0･425m｢ 1 .41 mr焼」 アプラーナー科械jF－20 F 41－A 焼土 樅物片細片

アブラナ科輔子
タデ科種子

植物片細片 F 41－B 焼土1 ，41 0．255

アブラナ科桃子 柚物片細片F－21 焼ゴ 0.425 1 ．41

樅物片細片 焼土1．41 F－41－C 不明種’0．425

焼ゴ アブラナ科榔子F－22 0．425 械物片線片1 ．41〃

柚物片細片 アブラナ科桃子F－42 焼土1 ．41 0．425

アープラナ科俄子
不明極l

アブラナ科櫛子

F－23 焼土 0．425 マメ科種子（クサフジ？ ）1 ．41〃

械物片細片焼ゴ1 ．4］ 上､－43 0．425"

ヤマプドウ釦ヨ
タデ科種子

焼二I アブラナ科穂子F－24 0．425 1 ．41〃

アカザ科械子
カヤ､ソリグサ科棟子

樹皮片細片 暁ゴF－441 ．4］ 0．425

F-24(北側） 焼土 アブラナ科種子 植物片細片0．425 1 ．41"

タテ"科徳子
アカザ科郁f，不明柳1

不明輔] 焼土1 ．4］ F－45 0．425

械物片細片焼土 炭化木片細片F－26 0．425 1 ．41〃

同上 石組炉1 ．4］ 焼土 アブラナ科械子0．425

アープラナ科械子
カヤヅノグサ科種子

F 28 焼土 0．425 同上1．41〃

植物片細片1．41 F 47 焼土 不明種l， ｱﾌﾗﾅ科橦『0．425

焼二I アブラナ科穐-jEF－ワq~ ~~ 0．425 ヤマブドウ郁二I1 ．41

械物片細片1 ．41 F－50 焼ゴ アブラナ科種子0．425

F－30 焼土 アブラナ科桃子0．425 炭化木片-細｝』，1 ．41

他物片細片1 ．41 F 58 焼土 アブラナ科械子0．425

アブラナ科椎孑
戸 n1

Zd－Jl 焼二I 0.425 柚物片細片1 ．41

柧物片細片 F－59
1 OT

L _里Ⅱ 焼」 アブラナ科ﾄ,I子0.425

焼二I アカザ科種子F－qワ
ニ L』“ 0.425 杣物片細片1 ．41

杣物片細ハ 僻十1 ．41 F－62 アブラナ科郁子0.425

焼土 アブラナ科械子F 33 械物片細片0．425 1 ．41

柚物片細1｜ 、41 F 64 焼土 アブラナ科ｲ，職0．425〃

アブラナ科純子
不明種’

焼二iF一ｺ貝
＆ JU 0.425 炭化木片(針葉樹林多し）1．41" 〃

アブラナ科祁子
アカザ科種子,カヤツリグサ糾楴I

ミズキ種子，本木類の卦
不明龍1

抽物片細片1 ．41 焼土F－65 0．425

アブラナ科椛子
アカザ科樋子

焼土F－36 0．425 1 ．41"

焼土杣物片細ハ1．41 F－69 アカザ科種『〃
0．425

焼土 アブラナ科椛子.
挿 八向

r－jj 0.425 1 ．41 不明補1

アブラナ科繩･丁
イネ科種子

同上1 ．41 F－93 焼土 0.425〃 〃

アブラナ科槻子
不明種1

暁夛IF－38 0.425 ｲlIII物片細片1 ．41〃

ﾔﾏﾌﾄｳ鍾子] 熔十1 ．41 F lll アブ,ラナ科樋子〃 〃 0．425

焼ゴ ｱﾌﾗﾅ科椰子卜､－39 0.425 杣物叶･細ハー1 ．41J｣ U
r｣

アカザ科種子.カヤツリグサ糾檀子
アブラナ科徳子

不明種11 ．41 炭化物IN65－bJJ 〃 0．425

アブラナ科桃子

タデ科極子
ミズキ種子

不明繩1
焼篁II訓､－40 0.425 1 ．41

一括土器横
炭化物サンプル

柚物片細片1 ．41 アブラナ科桃子1－Qn－f，
些 ■JLJ 甲

〃 〃 0．425

アカザ科樋子
アブラナ糾稚子

F－41 焼土 0.425 柚物片細片
↑ 41

1 ．4』

カヤヅリク・サ科種子 炭化物サンプル1 ．41 P83－b 炭化木片細'10，425

F－41－A 焼土 アワ"ラナギル魚附子
~’~′／~′Ipfエ~』0.425 同上1 ．41"

表Ⅵ－3 牛舎川右岸遺跡出土種子同定結果

適構・発掘区 採集土壌 選別節目 同定結果 遺機・発掘区 採集土壌 選別節目 i ‘T」 定結果

アブラナ科種子 アブラナ科純子0.425mm 0.425mm床面土壌(’1．1－1 床而土壌、H－1
不明種1 不'1刈睡1

同上1 ．41 同上" 1 ．41
~
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VI 自然科学的分析

2 液体シンチレーション炭素年代測定結果

京郎産業大学理学部

山田 治

遺跡名 出土地点・遺構測定番号 層位 試料 測定結果
(y.B.P)

380±35

530±30

1,050±15

730±40

1,010±30

700±30

KSU1970

KSU-1971

KSU-1972

KSU-1973

KSU-1974

KSU-1975

牛舎川右岸遺跡

1二舎川右岸遺跡

ｄ

ｄ

●

●

Ｃ

Ｃ

Ｃ

‐

，

ａ

Ｃ

~
~
泌
鳴
帥
剖
蹄
師

~
~
~
Ｈ
Ｒ
Ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｋ

C1 Usb2火l 11灰直下

VI層上部

V層上部

V層上部

VI層上部

B-Tm火山灰直下

木炭

木炭

木炭

木炭

木炭

木炭

６

１

１

３

４

７

８

迦

涯

歴

雁

仔

稀府川遺跡

稀府川遺跡

稀府川遺跡

稀府川遺跡
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3 牛舎川右岸遺跡・稀府川遺跡の火山灰

(1) はじめに

｢il'j遺跡で認められる火山灰について，主に鉱物組成上の特徴を記載する。火lll灰の産状や種

類はl'l'j遺跡に共通であるので， ここでは牛舎川右岸遺跡を例にして述べる。火l1 1力．ラスの屈折

率と高砂川左岸地区の火山灰については次年度に報告す~る。

（2） 試料と試料の処理方法

火111灰試料の採取位置を図VI-3-1に示す。AはUs-IVa, Bは幌別黄榿色火山灰, Cは

B-Tm(火山灰の対比については後述）の保存の良い|釿面である。

採取試料は次の手順で処理し検鏡した。水洗→6%H202･10%HCl処理→水洗→乾燥→節分

け→粒径1/4-1/8mm(R-43-c灰'' 1色火1 1 1灰については1/8-1/16mm) についてう．レパ

ラー|､作成（封入剤カナダバルサム）→侃光顕微鏡下で200粒以上検鏡→i隆石．スコリア等も

含めて各鉱物の粒数％を求める。

火lllガラスについては形態分類を行い， 各型（仮称）の量比を粒数％で求めた。形態は以下

のように分類した。

B型：漿果状・軽石様。

F剛：気泡・泡壁が繊維状に細長く平行に伸びているもの。

L－C型：気泡が破砕し，泡畦がridgeをなして曲線状に走るもの。

M剛：気泡と泡壁がつくる模様が網l l状をなすもの。 L－C型より気泡はﾉl､さい。

N剛：針状の条線模様があるもの。

P型：薄い平板状。

UT:未分類。上記の型に属さないもの。

（3） 結果

火l 1 1灰の鉱物組成を図VI-3-2に示す。各火山灰の特徴は以下の通りである。

A (グリッドS 30 d)

1層：作土屑。灰色・青灰色の岩片を多量に含む黒褐色シル|､質腐杣土。 I蒋界平坦画然。層

厚36cm｡

2層：砂質降~ﾄﾞ火山灰.降下火l1l ~ｷ1ﾄﾊ≦ .降下i峰ｲI~の互層で，少なくとも六枚のフォールユニ､ソ

トから成る。

2-1 :粒径0.5cm士の灰色･青灰色の器ﾊ層。上部は耕作によl)剥平されている。層厚3

cm±。

2－2 ：灰色(5Y4/1)極細粒砂質火山灰層。砂質大の白色軽石の薄層（層厚0.5cm)

を挾む。上半がよl)細粒（シルト質）である。層厚4cm｡

2－3 ：粒径0.2 0.5cmの白色軽ｲi層。軽ｲTは，斑晶として長石を比較的多く含み重鉱物
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は少ない。軽石の発泡度は良くない。層厚2cm。

2－4 ：灰色(5Y4/1)極細粒砂質火山灰層。 2 3の基底から3cm下位に， 層厚0.

1-0.2cmの白色砂質軽石薄層を挾む。本ユニット基底から上方l.5cmの間はより細粒(極細

粒砂一シルト質）で．黄灰色(2.5Y4/l) を呈する。本ユニット全層厚5.5cm。

2－5 ：粒径0.1-0.5cmの灰色岩片層。発泡の良くない白色軽石をまれに含む。層厚2

3cm。

2－6 ：暗灰黄色(2.5Y4/1) 細粒砂質火山灰層。概して下半部が粗粒。層厚2cm。

2－1から2－6までの各基底の層界は平坦画然である。各ユニットとも，単粒結晶は主に

斜長石から成る。重鉱物は少ない。火山ガラスは比乾的少なく ，主にB型.N型から成る。軽

石とスコリアが多く含まれる。

3層：褐色(7.5YR4/3) シルト層。 レンズ状に産出する。火山灰起源？。層界平坦

明瞭｡最大層厚6cm｡主に斜長石と火山ガラスから成る。火山ガラスは気泡径の小さな塊状M型

である。

4層：黒褐色(5YR3/1)粘土質シルト質腐植土噌。 5層の土壌化)牌と考えられる。炭

化植物片を含む。層界平坦一波状明瞭。層厚3.5cm・斜長石と軽石が多い。

5層：にぶい黄褐色(10YR5/3)火l l l灰屑。上部はシルト質，下部は極細粒砂質。層界

波状明瞭。層厚3-4cm･上部は気泡の小さな塊状M型火山ガラスが多い。下部は重鉱物が比

較的多い。

6層：黒褐色(5YR3/1)シル|､質粘土質腐植土。 レンズ状に産出する。火l l l灰起源？。

層界平坦明瞭。層厚4cm・斜長石と重鉱物が多い。

7層：黒色(5YR1.7/1)粘土質腐植土。レンズ状に産出する。層界平坦判然｡層厚7cm。

8層（扇状地堆積物）の土壌化層？。鉱物組成は6層とほぼ一致する。

B (グリッドR-43 c)

6層：明黄褐色(10YR6/8)シルト質降下火山灰。扇状地堆植物のI111地に腐植土を介し

て堆積している。 しま')がある。層界平坦画然。層厚20cm・上部は主に火山ガラスと斜長石，

中・下部は主に斜長石から成る。火山ガラスは扁平なM型がほとんどである。

C (グリッドR 44-b)

灰白色火山灰：図示していないが, R-44の杭の下方で3層中に斑状を産出するシル|､質降

下火山灰。層界平坦画然。層厚0.5cm。主に斜長石から成l) , 火lllガラスはM型が多い。

6層：明黄褐色(2.5Y6/6,湿) ･淡黄色(2.5Y8/4,乾） シルト質降下火山灰。層

界平坦画然。層厚2cm士。すべて火山ガラスから成l) , L-C型が多い。粒径l/8mm>では

アルカリ長石を含む。

（4） 火山灰の対比

両遺跡の火山灰を鉱物組成や分布から,以下のように既知の火山灰に対比した。グリッドS－

30-dの2層は有珠山IVa火l11灰(Us-IVa， A. D. 1822) , グリッドS-30 dの5ル1， ク、
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リツドR-43-cの2層，及びグリッドR-44-bの2層は狗珠| l lb2火山I火(Us-b2,A. D.

1663.以上， 火山灰名は横l1lほか, 1973による｡）である。

グリッドR-44-bの31W中の灰白色火山灰は，渡II的半島部で現地表に近い噌稚に産出する

灰白色の火lll灰(例えば，木古内町札苅遺跡のSt-a，知内町湯の里3遺跡のYn-b,同建川

2 ．新道4遺跡のSm-a,上磯川矢不来|2遺跡のYf-a, 1:1<i館市石川l ･桔梗2遺跡の上位

の完新世火l1 l灰等。 -|上海道埋蔵文化財センター, 1986a ･ b ・ 1988a･ b) に対比される。

グリッドR-44-bの61禅は，川田ほか(1981) ･町田ほか(1984)の白頭lll 苫小牧火11 1灰

(B-Tm)に対比される。

グリッドR-43-cの61弾は、 登別市幌別周辺で認められた縄文時代早期の住居跡を覆う火

l l 1灰（北海道埋蔵文化財センター, 1983･1985･1987c) に対･比される。既述したように， こ

の火| | |灰は縄文時代の鍵胴として重要であるので， 「幌別黄榿色火11 1灰」と仮称してお< (II1-

2 ･ 1V 4参照)。

この他に, Us－Ⅳaの上位に腐植土を介して有珠1 1 1 llla火1 1 1灰(Us－Ⅲa, A. D1853) 7b;.

認められることがある。

従来，有珠l 1 l周辺では, Us-b2直下の臘柿土lW｢|1に斑状に産出する火| 1 1灰が駒ケ岳起脈の

Ko eとされてきた(横山ほか, 1973等)。しかし，このlW準には前述の灰白色火山灰とB-Tm

の二繩が認められるので， これらとKo-eとの|對係が再検討されねばならない。

以上の火11 1灰層序を模式的に示すと図IⅡ－3の通I)である。 （花岡正光）
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